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守ガー護デイ者アンはぶっちぎり。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　好こう事ず家かの脅きよう迫はく







　一いつ般ぱんにはあまり知られていないことだが、誕生以来、現実はずっと変容をつづけてきた。

　かつての現実は綻ほころびだらけだった。どこが綻びでどこがそうでないのか、区別がつかないほどだった。

　だが、しだいに均質化してきた。本来あるべき現実の姿がくっきりと現われ、綻びがあれば目立つようになったのである。

　この変容のペースははじめ、ごくゆったりとしたものだった。しかし、このところは急激に現実の姿は強固になってきている。幼かったころにはたやすく破れていた現実が、滅めつ多たなことでは綻ばなくなった。

　しかし、決して破は綻たんしないというほどに現実が硬かたくなるにはまだ時間がかかりそうだった。

　事実、この日は二カ所でほぼ同時に、しかもまったく別の理由によって、現実は過去のものとなったはずの柔やわらかい部分をさらけ出した。

　一カ所はブルー・ローズ・ランドで。

　そして、もう一カ所はここで。

　その意味を知るのは、いや、ここで現実が綻んだ事実そのものを知っている者さえ、ごくまれだった。

　残念なことに、菊きく名な隆たか生おはまだそのひとりではなかった。実をいうと、彼の周辺ではしょっちゅう現実が破綻していたのだが、隆生はこの現象をまったく別の概がい念ねんでとらえていた。

　平たくいうと、隆生は破綻した現実を正常な現実と勘かん違ちがいしていたのである。

　勘違いしたままの愚か者はただ呆ぼう然ぜんと伊い勢せ滋しげ也やの端たん正せいな顔を見つめていた。

「あの音がきこえませんか？」滋也はいった。

「きこえる……」隆生の背筋が寒くなる。

　パトカーのサイレンが近づいてきている。だからといって、ここが目的地とは限らないが、その可能性は高そうだ。

「ご近所のどなたかが呼んだのでしょう」

「迷めい惑わくな話だね」隆生の部屋におしかけている幽ゆう霊れいたちの中からソフト帽ぼうをかぶった男がいった。

「ですが、その気持ちはよく……」

「そんなことはどうでもいい！」隆生は滋也のことばを遮さえぎって、「どう説明すればいいんだ」

「ほら、問題でしょう」

　隆生の拳こぶしが疼うずく。疼きの癒いやしかたはわかっていた。得意げな滋也の顔面に叩たたき込んでやれば、たちまちすっきりするにちがいない。

　だが、拳の疼きより重大な問題が差し迫せまっている。

「解決してくれ、いや、してください、頼たのむ」隆生はいった。

「もちろんです。きみたち」滋也は幽霊たちにむかい、「どこか人目につかないところでじっとしていてください。屋根裏部屋なんてどうですか」

「なぜ、そんなことをしなきゃいけないんだ？」角かく刈がりの男性霊が吼ほえる。

「きみたちがここにいると、彼がひどい厄やつ介かいを抱かかえこむことになるのです」滋也は嚙かんで含ふくめるようにいった。

「いいことじゃないか」幽霊の中の紅一点がせせら笑う。

「きみたちはご存じないでしょうが、彼は執しゆう念ねん深ぶかいですよ。きっとどこまでも追い詰つめて復ふく讐しゆうをしようとするでしょう」

　隆生は心外だったが、ここは黙だまっていることにした。

「それにもうひとつ。興味がなかったので、伺うかがいませんでしたが、きみたちはここが気に入っているのでしょう？」

「まあな」男性霊が認めた。

「きみたちの存在が確かく認にんされれば、ここは取り壊こわされるかもしれませんよ」

「それはちょっと困るね」とソフト帽。

「ならば、いうとおりになさい」

「うう。頭ではわかるんだけど、なんか得心いかないねぇ」女性霊は髪かみをかきあげながらいった。

「単なる理性と感情の葛かつ藤とうです。よくあることです。たいていの場合、理性にしたがっていたほうがよい結果を生みます。もっともじゅうぶんな思考能力があれば、ですが」

「もういい、喋しやべるな」角刈りが額に手を当てて、「おめえが喋ってんのきいてっと、頭がずきずきしてくる。こいつは理性ってやつか、感情ってやつか？」

「まあ、この人のいっていることももっともだ」とソフト帽。「退散するとしよう」

　幽霊たちは引きあげた。

「きみはぼくの部屋に来てください」滋也が隆生にいった。穏おだやかな口調ではあったが、断固たる意志がこめられている。

「わかりました」隆生はうなずいた。よけいなことをいって時間を無む駄だにしている場合ではなかった。滋也の考えはまだわからないが、警官に対応するには、ひとりでいるよりだれか知っている人間がそばにいるほうがありがたい。

　部屋に入ると、滋也はありとあらゆる空間を占しめている本の群れを身み振ぶりで示した。「きみには、霊たちのことから気を逸そらす必要があります。考えないように。どれか貸してさしあげますから、読むことに集中してください」

「そんなことをいわれても……」隆生は呆然と本の山を眺ながめた。

「どの本でもかまいませんから」滋也は促うながす。

　隆生は適当な一冊を手に取った。『ポリメラーゼ連れん鎖さ反応法の基き礎そ』というのがその本の名前だった。

「ああ、それはいい。よくまとまっていますよ」滋也がいった。

　まとまっているかどうかは問題ではなかった。隆生は無言で本をもとに戻もどす。

　べつの本を引き抜ぬいてみる。『有理数値を取り得る分数量子ホール効果の存在証明』、『原げん子し核かくのクラスター構造について』、『巡じゆん回かいセールスマン問題』……。

　最後の本の題名が、比ひ較かく的てき馴な染じみのある単語で構成されていたので、ページをめくった──数学についてのものらしいことがおぼろげにわかった。ふと、現実にまつわるあらゆる事こと柄がらがいとわしくなる。

「あの、普ふ通つうの本はないんですか？」なんとなくバカにされているような気になって、やや強こわばった口調になってしまった。

「どれも普通の本ですよ。ほら、紙でできているし、大きさもありふれたものです」

「そういうことじゃなくて」読みやすい本を、といいかけて隆生は思いとどまった。どれも読みやすいですよ、と返ってくるのは目に見えていたからだ。「ええと、なんというか、面おも白しろそうな……」

　どれも面白いですよ、と返ってくるかと恐おそれたが、そうはならなかった。

「きみがなにを面白がるかなんて知りません。もっと具体的にいってください」

「マンガとか軽い読み物はないんですか？」

「マンガはありませんが、軽い読み物なら」滋也は出窓に積みあげてあった本のうちから一冊取り出した。「初歩的な入門書です。読んだのはずいぶん昔ですが、いまでも頭が疲つかれたときにときどきページをめくるのです」

　隆生は表紙をのぞきこんだ。抽ちゆう象しよう的な表紙絵のうえにこう記されていた──『よくわかる量子力学』。

　──この科学オタクめ。

　大きな活字で断言するぐらいだから、読めば量子力学のことがよくわかるのだろう。だが、隆生はわかりたくなかった。できれば、このさき一生、量子力学とやらとは無む縁えんでいたかった。

「いや、こういうのはあまり好きじゃないんです」

　滋也が物問いたげに眉まゆをあげる。

　おれはどんな本が好きだったっけ？──隆生は考えた。

　読書はあまり好きではない。職業的にまずいのではないか、とは前々から考えてはいるのだ。なにしろ退魔師という胡う散さん臭くさい職業にははったりが必要だ。はったりにもいろいろな種類があるが、教養がありそうに見せかけるのは重要なもののひとつで、それにはやはり読書を習慣づけていたほうがいい、と思わないでもない。だが、もともと本嫌ぎらいなうえに、このところは住所不定の生活ゆえに重い荷物など持ち歩きたくなかったので、ますます読書という習慣から遠ざかってしまった。

　もちろん、子どものころはいやでも本を読まされた。あの体験が現在の隆生を読書から遠ざけているのかもしれない。だが、伝記だけはちょっと面白かったような気がする。

「なにか偉い人じん伝のようなものはありませんか？」

「伝記ですか。すこしはあります。ちょっと待ってくださいよ」滋也はしゃがんで本をあさりだした。

　その後ろ姿を眺めつつ、隆生は自分が幽ゆう霊れいのことなどすっかり忘れていたのに気づいた。読書のような慣れないことをするより、このまま滋也と話していたほうが幽霊から気がそれるかもしれない。だが、だめだ。すっかり幽霊たちのことを思い出してしまった。

　いったん思い出すと、もう頭から離はなれない。あいつらはちゃんと隠かくれているだろうか、見つかりはしないだろうか、と気になってしょうがない。

　幽霊の存在の決定的な証しよう拠こが見つかることが、市し井せいでつつましく生きる退魔師にとってはたして得か、損か。もしかしたら、見つかってくれたほうが隆生には有利なのかもしれない。警官への説明は楽になりそうだ。幽霊退治をしてはいけないという法律はきいたことがなかった。

　無理に読書にいそしむことが無駄な努力に思えてきた。だが、本を探す滋也を見ていると、口に出せなかった。信じられないことだが、滋也は楽しげにすら見えた。

「あった、これです」滋也が弾はずんだ声で、「ボーアの伝記です」

　ボーアという名前に聞き覚えはなかった。もちろん、どんな生しよう涯がいを送ったか知らない。しかし、『よくわかる量子力学』よりは傍はた目めにも興味深い人生を送ったはずだ。

　隆生はボーアの伝記のページをめくった。しばらく考えた。そして、考えてもしかたのないことに気づき、絶望的な気分で質問した。「滋也さん。これ、何語？」

　滋也はこともなげに、「普通のデンマーク語ですよ」

　普通だろうが特とく殊しゆだろうが、隆生にとっては同じことだった。要するに一言半句もわからない。

「つまり、幽霊以外のなにかにおれが集中すればいいんですよね」隆生は原点に戻もどった。「無理に本を読むことはない。そうでしょ」

「おっしゃるとおりですが、どうします？」

「自分の部屋でゲームでもしますよ」

「きみの部屋じゃだめです」

「なぜです？」ここに戻ってくるのは気が進まなかった。本で埋うめ尽つくされたこの部屋にはゲームをする場所もない。

「ぼくの部屋じゃないからです」

　隆生は諦あきらめた。とにかく時間がない。「じゃあ、持ってきます」

「急いでください」滋也は窓から外を見おろして、「パトカーが停とまった」

　隆生は部屋を飛び出した。

　ノート・パソコンを取り出す暇ひまが惜おしくて、リュックごと滋也の部屋に戻った。

「ちょっと、そこのあんた！」廊ろう下かで後ろから声をかけられた。

　振ふり返ると、警官がふたりいた。中年男と若者だ。年配のほうの警官が手招きしている。

　隆夫は無視した。

「逃にげないでください。話を伺うかがいたいだけなんです」若いほうがいったときには、もう隆生は滋也の部屋に入っていた。

「ベッドを借ります」返事もきかずに隆生はベッドに坐すわりこみ、パソコンを引っ張り出した。

　電源を入れると同時に、ノックの音が響ひびいた。

「きみはそこでゲームをしていてください」と滋也が立ちあがる。

　いわれるまでもない。警察などというものは関わり合いにならずにすめばそれに越こしたことがない。面めん倒どうを滋也が進んで引き受けてくれるというのだから、ここは素す直なおに任せよう。彼の好意に甘えるチャンスなどなぜかめったにないような気がするのだ。

「すみません。警察の者ですが、ここを開けてくれませんか」ドアの向こうで声がした。若いほうの警官のようだ。

「かまいませんよ」滋也がごく友好的にいい、ドアを開いた。

　そのつぎの瞬しゆん間かん、揉もみあっているような気配があったので、うっかり振り向いてしまう。

　年配の警官に睨にらみつけられた。

「ちょっと入るだけだから」隆生に鋭するどい視線を注いだまま、警官がいう。

　そのときようやく、パソコンが起動した。

「それならはじめから、入れてくれ、とおっしゃればいいのです。開けてくれといって、無理に入ろうとするのは、貸してくれといって、自分のものにするのと同じです」

「いや、それはちょっとちがう」

「もちろん、ちがいます。これは喩たとえですから」

「いや、その喩えがちがうんじゃないか、と……。いいや、もう！」

　どうやら、滋也がドアを開いたところに中年の警官が強ごう引いんに入りこもうとしたらしい。

「それじゃ改めてお願いしますが、入れてくれませんかね」

「いやです」滋也がにべもなくいった。

　それからしばらく言い争っていたが、隆生は液えき晶しよう画面に意識を集中していた。それでも、人の感情を逆さか撫なでするすべに滋也が優すぐれていることはよくわかった。

　──あっ、ちくしょう、惜しい！

　最後に残ったブロックのすぐ近くをボールが通過する。

　──もうちょっとずれていれば、ステージ・クリアだったのに。

　隆生が選んだのはブロック崩くずしだった。古典的なゲームだが、集中すると面おも白しろい。もともと暇つぶしにでもしようとネットで拾ってきたソフトだ。独り寂さびしい夜にはずいぶん助けられたものだ。いまも役に立っている。

　じっさい、集中するあまり、隆生は幽霊たちのことどころか、警官のことまで忘れてしまっていた。

　ボールが画面のした近くまで落ちてくる。

　隆生はラケットで打ち返した。

　──いい角度だ。行ってくれ！

　吸い込まれるようにボールがブロックに近づいていく。

　衝しよう突とつした。

　画面が切り替かわる。ステージ・クリアだ。

　ほっとしたとたん肩かたの力が抜ぬけ、意識のほんの一部が滋也と警官たちのやりとりにむかった。

「……ということなんですがねぇ」若いほうの警官の声が耳に入ってくる。

「あなたがたはそれをお信じになられているわけですか？」きわめて懐かい疑ぎ的な口調で滋也がいった。

「いえ、われわれとしても信じられないんだが、複数の住民から通報があっては、放置するわけにもいかず……」

「わかります。公僕とはつらいものですね」

「ほんとうに、あんた、なにも見なかったのかね？」年配のほうが詰きつ問もん口調でいう。

「なにも見ていないということはありませんよ」のんびりした調子で滋也はこたえた。「ぼくにも目がありますからね。この窓から見える景色というのはいまひとつ殺風景なので、つまらないのですが。せめて遠くの山でも見えれば……」

「いや、つまり、わかるだろう。化け物みたいに見えるなにかを目にしませんでしたか、と尋たずねているんだよ」

「どんな化け物でしたっけ？」

「気味の悪い肉の塊かたまりで手足がいっぱい突つき出ていたとか……」

「ほう。肉の塊に手足がたくさん」滋也は馬ば鹿かにした口調で、「それをほんとうに信じていらっしゃるんですか？」

「だから、信じているわけでは……」年配の警官はことばを濁にごした。

「信じていないが、ひょっとしたらいるかもしれないと思っていらっしゃる？」

「そういうわけではないが……」

「そういうわけではないのに、なぜぼくに訊きくのです？　ひょっとしたらいるかもとすら思っていないということは、すなわち、ぜったい存在するはずがない、と考えておられるわけでしょう？」

「だから、通報が……」

「通報がどうしたというんです？　ああ、わかりました。集団幻げん覚かくだと思っているわけですね」

「まあ、専門家に訊いてみないとわかりませんが、その可能性もありますね」若いほうがいった。

「それで、ぼくも集団幻覚を見た、としたらどうするおつもりなんですか？」

「いえ、とくになんらかの処置を考えているわけではありません」

「強制的に治ち療りようを受けさせるおつもりもない、と」

「当然です。警察にそんな権限はありませんよ」

「じゃあ、どうするおつもりなんです？」滋也はすがるように、「まさか、あいつ、おかしいんだぜ、と指差して笑うこともしないおつもりですか」

「しませんよ」

「残念ですね」滋也は溜ため息いきをついた。「幻覚の治療も後ろ指差されるのも楽しみになってきましたのに」

　警官たちは絶句したが、すぐに若いほうが気をとりなおして、「そうではなく、ほんとうはなにがあったかを知りたいだけなんです」

「わたしがなぜ真実を知っていると思うのですか？」

「だから、いろいろな人からお話を伺って、それを総合的に判断して……」

「もういい！」年上の警官がいった。「それより、あっちの人のお話をききたいんですがねぇ。ちょっとそこの人、ゲームをやめて話をおきかせねがえませんかね」

　隆生はもちろん無視した。

　ふと、頭上に気配を感じた。半ば無意識に天てん井じようを見あげると、一体の幽ゆう霊れいと目が合った。おそらく気になってようすを見に来たのだろう。

　さいわい、警官たちは幽霊の存在に気づかなかったようだ。

　軽く舌打ちして、隆生は意識をゲームに集中しようと努めた。

　──しまった、ボールを一個、ロストした……。

「ねえ、ゲームしながらでもかまいませんから、いくつか質問にこたえてくださいよ」若い警官も猫ねこ撫なで声ごえで呼びかけてきた。

　滋也相手では埒らちが明かないと判断して、警官たちは隆生に矛ほこ先さきを向けてきたようだ。

「いまのところ、犯罪があったと思っているわけじゃないんだよ。ほんとうに話をきくだけなんだ。見たところ暇ひまそうだし、かまわないだろう」年配のほうがいった。

「ぼくを無視しないでください」滋也が抗こう議ぎした。「ここの借主はぼくですよ。たしかに小さな部屋です。それでも、ぼくは一生懸けん命めい働いて、家賃を払はらっているのです」

　噓うそつけ、と隆生は思った。平日のこんな時間に家にいることに、部屋を埋うめ尽つくしかねない本の山を考えあわせれば、じつに説得力のない発言だった。

　だが、警官たちは追つい及きゆうしなかった。納なつ得とくしたからというより、滋也と話すのが面めん倒どう臭くさくなったというほうがありそうなことだった。

「しかし……」年配の警官がいった。「通報によれば、木刀のようなものを振ふり回していた男の年格好がそこの人とよく似ているので、ぜひ話をききたいんだよ」

「はあ、それはじつに興味深い事実です。ぼくもぜひききたいですね」

「じゃあ、いいね、ちょっとあがらせてもらっても」

「そんな。お手を煩わずらわせては申し訳ない。自分で尋ねますよ」

「あんたなぁ」理性が吹ふき飛びかけているとき特有の口調で年配の警官がいった。「国家権力を馬鹿にしているのか」

　これは懲ちよう戒かい免職まで覚かく悟ごしているな、と隆生は値ね踏ぶみした。

「部長、巡じゆん査さ部長！」若いほうの警官がとめているらしい。

　気になってなかなかゲームに集中できない。

「あっ……」隆生は小さな悲鳴をあげた。

「話す気になってくれましたか？」はじめて隆生が声を出したからだろう、若い警官が息いき急せいて尋たずねた。

　だが、彼が声をあげたのはすべてのボールを失ってしまったからだった。また最初からやりなおしだという落らく胆たんで、話すどころではない。

　黙もく々もくとゲームをリスタートしながら、隆生は四本の視線が背中に突つき刺ささるのを感じた。

　気まずい沈ちん黙もくがつづくうちに、年とし嵩かさの警官が視線だけでは飽あきたらず、物理的ななにかを自分の背中に突き立てるのではないか、と隆生は危き惧ぐしはじめた。

　その恐おそれを無理にねじふせ、隆生はゲームに集中した。

「じゃあ、あんたに訊くが」年配の警官は危あやういところで踏ふみとどまってくれたようだ。「あの人はなぜわれわれと話をしてくれないんだね」

「決まっているでしょう」滋也が呆あきれたように、「やましいところがあるからです」

　まあ、たしかにそのとおりだが、ほかに表現のしかたがないものかな、と隆生は考えた。回りくどい表現は滋也のお得意だろうに。

「やましいところってなんだね」声をきいているだけでも、警官の目がぎらついていることが容易に想像できた。

「素す直なおにこたえられないのが、やましいところのやましいたる所以ゆえんです」

「そんないいかたをされると気になるじゃありませんか」と若い警官。

「それならどうぞ気にしてください。あなたがたがいくら気にしようと、ぼくには気になりません」

「部長、帰りましょう！」若い警官が叫さけんだ。「わたしはもう部長を制止する自信がありません」

「そうだな。いまのところわけのわからん事件だ。いや、事件かどうかもわからない」

「おや、もうお帰りですか」滋也が意外そうにいう。「ぼくが国家権力を馬ば鹿かにしているかどうかについてもお話ししたかったのに。これは単純に思えてなかなか複雑な問題です。つまり、ぼくは正当に評価しているつもりですが、もしそれがあなたの評価と食いちがっていた場合……」

「あんた、これから警察に助けを求めようなんて考えないことだな」年配の警官が問題発言をした。

「失礼します」若いほうの警官の声とほぼ同時にドアがぴしゃりと閉まる音がした。

　これで安心して、『ブロック崩くずし』に専念することができる。

「もう、いいですよ」滋也が声をかけてきた。

「いや、いま、いいところなんで」隆生は生返事をした。

「まあ、ぼくはかまいませんが、そろそろゲーム以外のことも考えたほうがよくはないですか？」

「どういう意味です？」

　滋也は外を見ながら、「大家さん親子が戻もどっていらっしゃいました。いま、国家権力のかたがたとなにやらお話されています。もうすぐここにもいらっしゃるんじゃないですか。ぼくもあの幽ゆう霊れいたちに負けず劣おとらずここが気に入っていますから、大家さんを追っ払ぱらって印象を悪くするのはごめんです。それに、きみのお仕事にも関わるのでしょう。ご自分の部屋に戻って応対したほうがいいのではありませんか」
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「それではまだ退治していないのですな」風かざ本もとがいった。

　ここはもともとリヴィングとして設計された部屋だったという。もちろん、資産家夫妻が住んでいたころの家具はない。だが、かつて女性専用アパートだった名残なごりのソファとテーブルがある。ドアには、気取った飾かざり文字で『Salon』と書かれたプレートが貼はりつけてあった。長いあいだ使われていないはずだが、定期的に掃そう除じをしているらしく、埃ほこりが積もっているということはなかった。

　グリーン・ハイツにこの部屋があるのはありがたいことだった。

　なにしろ、隆生の部屋には椅い子すも座ざ布ぶ団とんもない。客が来ても、ベッドか床ゆかに坐すわってもらうしかないのだ。

　クッションもなしにフローリングで車座になるのはいやだし、ベッドに坐るのも勘かん弁べんしてほしかった。男三人──しかもそのひとりはどう見ても六〇を超こえたおっさん──がベッドに並んで坐っている図など見たくない。ましてそれに参加するのはぜったいいやだった。

「ええ」隆生はうなずいた。「社長もご覧になったでしょう。例を見ないほど邪じや悪あくな霊です」

「あたしらが邪悪だって？　よくもまあ」不満げな女性の囁ささやきが彼の耳を擽くすぐっていく。風本親子にはきこえていないようだ。

「それで、退治してくれるんでしょうねぇ」

「もちろん、引き受けたからには、責任があります。先ほども追い詰つめましたが、いま一歩のところでした」

「ほほう、そいつは初耳」と女性の声。

　隆生はふたたびきこえないふりをした。

「あの、気を悪くしないでくださいよ」風本が身を乗り出した。

「なんでしょう？」

「手に負えないのなら、菊名さんより力のある先生を紹しよう介かいしていただけないでしょうか。こういう職業に就つかれているのだから、何人かご存じだと思うんですが」

「力のある先生というと、河かわ那な珂か紫し瑞ずい先生のような？」と皮肉をいってみる。

　風本はむっとしたようだったが、いまひとつ決まらない。やはりこういう点では滋也にはかなわないようだ。あまり悔くやしくないが。

　まあ、これでも一歩、前進だ──隆生は自分を慰なぐさめた。風本は幽霊の存在など信じていなかった。それが今では、幽霊どころか妖よう怪かいがいることすら疑おうとしていない。退魔師としての隆生を完全に信しん頼らいしてはいないにしろ、仕事がやりやすくなったにはちがいない。

　風本大だい輔すけに至っては年下の隆生にさっきから尊敬の熱い眼まな差ざしを送っている。

「失礼じゃないか、父さん」大輔がいった。「菊名さんにお任せすればいい。あの河那珂という先生は食わせ物だったけれど、菊名さんは本物だ」

「ああ、まあそうしてもいいんだが」と風本は腕うで組ぐみし、「どうでしょう、べつにほかのかたと替かわってくださいと申しているのではないのです。ひとりではなく何人かで取り組んでいただいたほうが、早く片づくじゃないか、安全じゃないか、と思うので、信用できる先生を紹介していただきたい、ということなんです、いかがでしょう」

　紹介するもなにも、隆生は同業者のことなどろくすっぽ知らなかった。たぶん、風本のほうが詳くわしい。その証しよう拠こに、この世界では有名らしい河那珂紫瑞の名前も今朝はじめてきいたぐらいだ。

「はあ。考えておきましょう」とだけこたえる。

「じゃあ、そのあたりもふくめて菊名さんにお任せしましょう。応おう援えんが必要だと思ったら、遠えん慮りよなくおっしゃってくださいね。人も物もなるべくご意向に沿うようにしますから。もう損得の問題じゃないんです」

　隆生は驚おどろいた。風本の態度にこれまでにない積極性を感じたからである。

　その驚きが表情に表われたのだろう、風本は照れたような笑いを浮うかべた。

「うちは江え戸ど時代から代々このあたりの土地の者でして、わたしの家もこの近所ですし、親しん戚せきもいっぱい住んでいます。つまり、この物件はもううちの会社の問題じゃなくて、地域の問題が絡からんでくるんです。近所にこんなお化け屋や敷しきがあるのに放ほうっておいたら、わたしも気分が悪いし、身内からもやいやいいわれます」

「なるほど」

「そういうわけで、条件ですが……」風本は探さぐるような目つきをした。「お約束どおりでいいんですか？　つまり、成功報ほう酬しゆうが一〇万ってことで」

「それと、家賃なしでここに住まわせてもらうことです」隆生は指し摘てきした。

　とっさのことでつい口を滑すべらせてしまったが、冷静に考えてみると、一〇万円というのは彼の金銭感覚からいっても安い。家賃不要の部屋が手に入ることで、ようやく引き合うというものだ。いや、この条件に比べれば、成功報酬などおまけみたいなもの。

「それなんですが、期限を決めませんか。永久に家賃無料というのがなんとも」

「いや、永久に住むつもりはありませんから」隆生は必死になった。

　風本はにやっと笑った。「ご心配しなくてもいいですよ。もっと現実的な条件に変えましょう」

　隆生は警けい戒かいした。

「この化け物屋敷を除じよ霊れいするのに、期間はどのくらいと見積もっておいでかな？」

「まだ調査の途と中ちゆうでして……」隆生はごまかそうと冷ひや汗あせをかいた。期間など見当もつかない。いや、自分にできるかどうかもわからない。「わかっていただけるでしょうが、今回の事例はかなり特とく殊しゆで、事前調査も時間がかかりそうです。調査を怠おこたると、とんでもないことになりかねません」

「除霊なんてできないって、正直にいいなよ」女性の声が忠告した。

「うるせぇ」隆生はつい唸うなった。

　そのせいで、風本に不ふ審しんそうな目をむけられてしまった。

「すみません。じつはいまも霊が語りかけているんです」隆生は告げた。

「ここにいるんですか」風本は気味悪そうにあたりを見回した。

「ええ。そのせいでぼくも考えをうまくまとめられないのです」隆生は重々しくこたえた。「彼らを抑おさえているのに力を割さかなければなりませんから」

　なかなかいいぞ！──隆生は自分を褒ほめてやりたくなる。

「よくいうよ」霊は褒めてくれなかった。

「そうですか……」風本はきゅうに早口になって説明を始めた。「わかりました。とりあえず調査に三カ月、見ましょう。そのあいだ、家賃は無料でここに住んでいただく。調査費用として毎月三〇万、お支し払はらいします。それとはべつに、当座の費用としてすぐ、一〇万円、お払いいたします。成功報酬については、調査が完かん了りようしてから、改めてお話し合いしましょう。ほかの霊れい能のう者しやのかたを呼んだ場合の報酬、また機材の購こう入にゆう費用など、実費についてはご相談に応じます。そんなところでどうです？」

　目も眩くらむような好条件に、隆生は呆ぼう然ぜんとした。

「不足ですか？」風本の目に不安の色が宿る。

「いえ、とんでもない」うっかり手を振ふってしまって、隆生はまた深く激しく後こう悔かいした。ふっかけるチャンスを逃のがしてしまった。河那珂先生のレベルに到達するのはまだ先のようだ。

「よかった。すぐ書面にして持参しますので」風本はそそくさと立ちあがったが、すぐ気味悪そうな顔をして、「いや、申し訳ないが、店までいらしてもらえませんかね。できれば、ここが片づくまで来たくないんですよ。部屋の賃貸契けい約やくのこともあります」

「賃貸契約!?」隆生はぎょっとした。いっしゅん、家賃無料という約束が反ほ故ごにされたのかと勘かん違ちがいしたのだ。

「家賃が只ただってだけで、いちおう契約を結んでおきませんとね」

　隆生はほっとして、「わかりました。一時間後ぐらいでいいですか」と気軽にいった。どうせ暇ひまだ。「ああ、それと。この部屋の鍵かぎは開けたままにしておいてくれませんか。調査もしないといけないし、打ち合わせなんかにも便利そうだ」

「時間はそれでけっこうです。この部屋のドアに鍵をかけないでおくのもかまわないが、いっそ、ほかの空き部屋の鍵もお渡わたししましょう。調査に必要でしょ」

　願ったりだ。豪ごう華かな高級住宅仕様のバス・ルームというやつを拝んでみたかったのだ。

　いや、そんなことより自分の部屋にガスが来るのだ。何日ぐらい風ふ呂ろに入っていなかったっけ？　コイン・シャワーを最後に浴びたのはたしか……。

「では、一時間後に。大輔、行くぞ」

「ちょっと待って」大輔は隆生にむかって、「あの木刀についてお尋たずねしたいのですが」

「はい？」隆生はぎょっとする。

「由ゆい緒しよあるものでしょうね」

「あれは父から受け継ついだものです」と直ちよく截せつな回答を避さける。

「やっぱり！　由来を教えていただけませんか」

「そうですね」隆生は腕うで組ぐみして考えた。

　隆生愛用の木刀は、なんでも父親が小学生か中学生のときの修学旅行土産みやげだときいている。しょせん土産物だから、たいして上質のものではない。それに、小こ振ぶりだ。しかし、手にしっくり馴な染じむので、隆生は気に入っている。

　だが、木刀の由来を口にするのは憚はばかられた。真実をいえば、大輔の期待に満ちた目の輝かがやきはあっさり消えるだろう。

「そんな立ち入ったことを訊きくもんじゃない」風本が息むす子こを窘たしなめてくれた。「菊名さんが困っているじゃないか」

　本音はさっさとここから離はなれたいことにあるのだろうが、ありがたいにはちがいなかった。

「まあ、木刀の由来についてはまたの機会に」それまでに適当な話をでっちあげておかなくては、と考えつつ、隆生はいった。

　ふたりが部屋を出ていくと、隆生はソファに深々と腰こし掛かけた。椅い子すの感かん触しよくというのは久しぶりなような気がする。

　正面に霊の気配があった。べつにここで霊に出現されても少しも困らないが、朝から一年分の霊たちの姿を見てしまった気分だったので、そっぽをむいた。

「あたしらを退治するんだって？」女性の声がした。

「そのために来たんだ」隆生は目をそらしたままいった。

「へえ。立ち退のかせに来たのかと思った」

「同じことだろう」

「退治するって、普ふ通つう殺すことだよ。あんた、幽ゆう霊れいの殺しかたを知っているのかい？」

「いいや」隆生は首を振った。

「ほら見ろ。あんたはうちらを退治することなんてできないんだよ」

「おまえたちがこのアパートから出ていってくれれば、退治したことになるんだよ」

「じゃあ、あのおっさんたちを騙だますのかい」

「人聞きの悪い。退治ということばの意味がおまえとおれとでちがうだけだ。風本さんたちもおれと同じ意味で退治してくれっていっているんだ。だって、ほんとうのところは知らないけれど、一いつ般ぱんの人間は幽霊は死んだりしないと思っているもんなんだ」

「ふん。まあ、いいや。ほんとうのところ、あのおっさんのことなんかどうでもいいんだ。騙されるのはいやなことだけど、殺されるのに比べればどうってことない。とにかく、おまえは敵だね」

「おれのことはどうでもよくないわけだ」

「当たり前だろ！　おまえ、人と話すときは目を見て話しなっ」

　隆生はそうした。あっという間に女性霊が実体化する。

　声をきいたときからわかっていたが、最初の晩に隆生の部屋に出現した幽霊だ。

「なあ、あんた、名前はなんていうんだ？　知っているかもしれないが、おれは菊名隆生っていうんだ」

「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」幽霊は目を丸くした。

「いや、ちょっと訊いてみただけ」

「きいても笑うなよ」幽霊は猜さい疑ぎ心しんに満ちた目をした。

「ああ、約束する」

「コン。コンっていうんだ」幽霊はおずおずと名乗った。

「笑うような名前じゃない」隆生は心からいった。「むしろいい名前だ」

「そう思うか。ほんとうにそう思うか」

「思う。なぜ変な名前だと思うんだ？」

「生きていたころは、狐きつねの鳴き声みたいだって、笑われたんだ」

「そりゃ、からかったやつがセンスない」

「あんた、意外といいところがあるね」

「意外とってなんだよ。とにかく、コンさん。おれ、いますごく疲つかれているんだ。すこし休ませてくれ」

「ふうん、羨うらやましいね。死んでからはじめてわかったけれど、疲れるってけっこう気持ちのよいものだよ」

「うん。そうかもしれない。しばらくひとりで疲れさせてくれ」

　幽霊は無言だったが、すこし視線をはずした隙すきに、その気配が消えた。
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　アルカディア不動産で契けい約やく書しよと着手金の一〇万円をもらい、隆生は牛ぎゆう丼どんを食った。

　幸せだった。注文する前に財さい布ふのなかの小銭を数えなくていいのは久しぶりだった。いまポケットにある金で、牛丼が三五七杯はい食べられると計算して、さらに幸福感に酔よった。

　食後は喫きつ茶さ店てんでコーヒーを飲んだ。ちゃんとした喫茶店でコーヒーを飲むという贅ぜい沢たくがこんなにも心ここ地ちよいものか、と薄うすら笑わらいを浮うかべて、ウェイトレスに気味悪がられた。

　グリーン・ハイツに帰る。今朝までは侵しん入にゆう者しやのような居心地悪さがどこかに残っていたが、いまは期限付きとはいえ正式な賃貸契約も結んだ正式な住人だ。なんなら家具を置いてもいいのだ。それを思って眺ながめると、外観までちがうような気がした。

　玄げん関かん口ぐちに楓かえでがいた。弓を持って、女の子を連れている。その女の子は楓より年下に見えた。中学生ぐらいだ。

　ふたりの関係は学校の先せん輩ぱいと後輩と考えるのが妥だ当とうなところだろう。

　だが、隆生は奇き妙みような印象を受けていた。女の子には怯おびえているような、あるいは諦あきらめているような雰ふん囲い気きがある。楓の抱かかえている弓とあいまって、まるで狩かりゆ人うどとその獲え物もののような感じがした。

　あの弓はいつの間に持ち出したのだろう？──隆生は疑問を持った。

　朝食が終わったあと、あの弓は楓の部屋にあったような気がする。はっきりと憶おぼえているわけではない。だが、弓を壁かべから外したとしたら、その場面は憶えていてもよさそうなものだ。

　どう考えてもおかしい。

　だが、隆生はすぐに疑いを頭から振ふり払はらった。もうちょっと幸福感にひたっていたかったのである。

「今日は早いね」努めて弓を見ないようにして、楓に声をかける。

「あんた、また酔っ払ぱらってるの？」楓は呆あきれたようにいった。

「そんなことはないよ。いや、幸福に酔っているとはいえるかな」隆生は気取ってこたえた。

「しょうじきいって、酒に酔ってるときのあんたのほうがまし」楓は決めつけた。

「そんなにひどい？」高こう揚よう感かんが薄れてきた。

「にたにたしていて気味が悪い」

「そこまでいわなくてもいいじゃないか」さっきまでのいい気分が台無しになると同時に、弓のことが気になってしかたがなくなる。「で、なぜ弓を剝むき出だしで持っているわけ？」

「ちょっと弓ゆ袋ぶくろをなくしちゃって」

「そういうことを訊きいているんじゃなくて、なぜ弓を持っているんだ？」

「悪い？　あたしの弓よ」

「悪くはないけれど、いつの間に持ち出し……」

「ふだんは可か憐れんな弓道少女なのに」楓は隆生の質問を無視して、弓を振り回した。「なんか危ない人に見えなかったかって、気になる」

「見える。おれが保証するよ」隆生は謎なぞを解明することを諦めた。「よくその格好で電車に乗れたな」

「電車には乗らなかった。タクシーで帰ってきたの」

「ああ、学校ってそんなに近いんだ」
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　詮せん索さくするのも悪いから、楓に学校のことを尋たずねたことはなかった。それにその手のマニアではないから、楓の着用している制服がどこの学校のものかは知らない。

「陸続きだからね」楓はもっともなことをいって、少女にむかい、「紹しよう介かいしておく。このアパートの住人とはいえない調査員みたいな人で菊名隆生さんというの」

「あの、よろしく」少女はすこしおどおどした態度で頭をさげた。「村むら西にし結ゆ宇うといいます」

「よろしく」挨あい拶さつを返してから、楓にむかって、「ところで、訂てい正せいがある。おれはもうこのアパートの住人だし、調査も正式に依い頼らいされたから調査員みたいじゃなくて調査員だとなんの後ろめたいこともなくいえるんだ」

「ふうん。いつから？」たいして感かん銘めいを受けたわけでもなさそうな口調で、楓が訊いた。

「四時間ぐらい前からかな」

「そう。ところで、この娘こ、しばらく預かることにしたの。あたしからもよろしくね」

「はあ？」思わず問い返した。ティーンエイジャーがティーンエイジャーを預かるというのは、あまり一いつ般ぱん的ではない。「あの、親しん戚せきの子かなにかなの。東京見物に来たとか」

「ちがう」

　隆生は眉まゆを顰ひそめ、忠告した。「やめたほうがいい」

「親戚の子じゃないと、預かっちゃいけないの」楓は小首をかしげた。

「そういうことじゃなくて、きみも知っているだろう、このアパートが正常じゃないことを。そう、今日の午前中はどえらい大事件があってね。見み逃のがしたのは気の毒だな」

　なぜか結宇が不思議そうな表情を浮かべた。

　ふたりの反応が予想とちがうことに、隆生はとまどいながら、「まあ、あの事件の詳しよう細さいはあとで話すとして、とにかく、その……」

「幽ゆう霊れいが出るようなところに、まともな神経の持ち主は住めないっていいたいわけ？」楓がずばりといった。

「幽霊ぐらい、どうということじゃないです」結宇が暗い声でいった。

「そう」隆生は毒気を抜ぬかれた気分になった。「なにかあったの？」

「たいしたことじゃない」楓が軽い調子でこたえた。「あとで話す。あんたの大事件の話を聴きいたあとで」

「あの……」結宇という名の少女が縋すがりつくような眼まな差ざしをむける。

　それはまるで救けを求めているかのようだ。

「なに？」と柄がらにもなく優やさしく問い返す。

「いえ、いいです」と結宇は顔を伏ふせる。

「まさか、きみ……」隆生は楓に、「この娘、誘ゆう拐かいしてきたんじゃないだろうな」

「はあ？」楓は眉根に皺しわを寄せた。

「だって、ようすが普ふ通つうじゃない。きみのこと、恐こわがっているんじゃないのか？」

「毎日、ご飯、食べさせてあげてる優しいあたしにそういうことをいうわけ？」

「毎日ったって、まだ三日じゃないか」

「犬だって、三日もご飯もらえば恩を忘れないわ」

「いや、感謝はしている。感謝しているけれど、それとこれとは話がべつだ。いや、むしろ感謝しているからこそ、恩人が悪の道に……」

「ちがいます」と結宇が遮さえぎった。

「うん？　べつじゃないというのか」

「そうじゃなくて、あたし、楓さんにさらわれてきたわけじゃありません」

「そうよ。どこに人質を自由にさせる誘拐犯がいるのよ。あたしはそんなにどじじゃない。やるときはきちんとやる」と楓は胸を張る。「この娘を誘拐するつもりなら、最低限、手て錠じようと目め隠かくしぐらい……」

「じゃ、なにをいおうとしたの？」隆生は訊いた。

「あの、あなたも……」結宇はいいにくそうに、「楓さんやあの人たちの仲間なんですか？」

「あの人たちって？」隆生は面めん食くらった。「だれのことをいっているのかわからないけれど、答えはノーだ。おれには仲間なんていない」

「そうじゃなくて……」結宇は小指を唇くちびるに当てて考えこんだようすだったが、やがて手を打って、「あの、トマトってナスの仲間だってご存じですか？」

「そうだっけ？　きいたことがあるような気もするけど、よくわからない」

「それはどうでもいいんです。つまり、そういう意味での仲間です」

　隆生はますます当とう惑わくした。「人間かってこと？　じゃあ、仲間だよ、たしかに」

「そうなんですか……」結宇は顔をしかめて、隆生との距きよ離りを微び妙みようにひろげた。

「だいじょうぶ」楓が口を挟はさんだ。「この人は普通の人間よ」

「じゃ、きみは普通の人間じゃないんだ」冗じよう談だん半分で楓にいう。

　今朝の事件を辛からくも乗り切ったことで、心の片かた隅すみでは自分を普通の人間以上のものと見み做なしていたので、楓の発言にいくらかプライドを傷つけられてもいた。

「まあ、そのへんのことは、中で話す、かな。そうね、あんたがあたしらの仲間になるんなら、知ってもらわないとね」

「仲間……？」

「トマトがナスの仲間って意味の仲間じゃないわよ、もちろん」楓はいった。

「じゃあ、なんの仲間だよ？」隆生は訊きいた。

「それがあたしにもよくわからないの」と楓は首をかしげ、「とりあえず、この子を助けるための仲間かな」

「はあ。正義の味方なんだ」隆生は呟つぶやいた。ついからかうような口調になってしまったが、楓を茶化す気持ちはあまりない。警けい戒かいしていたので、距離を置きたかったのだ。

　とはいえ、完全に避さけてしまうつもりはない。とくに、楓の料理と縁えんを切る意志はさらさらなかった。

「正義かどうかはわからないけれど……、まあ、立ち話もなんだから、中に入ろう」

　楓が結宇を促うながすと、少女は蒼あおざめた表情でうなずいた。

「ちょっと待て」隆生は呼び止めた。「どこで話すの？」

「あたしの部屋のつもりだったけれど、あんたもきくなら、あんたの部屋を借りようかな。いちばん片づいてるから」

「まあ、ものがないからね」女の子ふたりがベッドに腰こし掛かけている光景を想像して、隆生は機き嫌げんをよくした。自分が参加できるのならもっといい。

「かまわない？」と楓。

「いいけど、もっといい部屋がある」

　たしょう残念に思いながら、隆生はふたりを応接間に案内した。

「へえ、この部屋、はじめて入った」楓が感心したようにいう。「でも、大家さんに叱しかられない？」

「それは……」だいじょうぶ、と隆生はいいかけたが、結宇が口を挟んだ。

「そんなこと、楓さんが気にするんですか？」

「もちろんよ」心外そうに楓が口を尖とがらす。

「どういうこと？」隆生にはわけがわからなかった。

「あとで。ちょっと待ってて。兄を呼んでくる」

　楓が出ていったあと、隆生は結宇とふたりっきりになった。

　結宇はまだ怯おびえた目をしている。

　隆生は微笑ほほえんでみせた。

　結宇はますます怯えて、肩かたを縮こめた。

　なにか話しかけなくては、と思うのだが、話題がない。楓との出会いとそれにまつわる事件にはおおいに興味をそそられるのだが、まだきかないほうがいいような気がした。

　ようやく話題をひとつ思いついた。「トマト、好きなの？」

「はあ、そんなに好きでもないです。酸っぱいの、苦手だから。でも、トマト・ソースは好きです」

　トマト・ソースときいて反射的に思い浮うかんだのが、ミート・ソースのスパゲティだった。

　隆生が物心ついたとき、母親はすでに普ふ通つうではなかった。心が壊こわれていたのだ。愛情は溢あふれんばかりに注がれたが、それはどこか歪ゆがんだ愛情で、幼い彼にはかえって重荷だった。

　母は家事というものをほとんどしなかった。父が仕事の傍かたわら、洗せん濯たくや掃そう除じをしてくれたものの、炊すい事じまでは手が回らなかった。たまに祖母がやってきてつくってくれるもの以外、隆生は家庭料理というものをほとんど知らずに育った。

　だが、心を病やんだ母が発作のように料理をすることもあった。メニューは決まってミート・ソース・スパゲティ。それも味のベースとなるトマト・ソースに出来合いのものなど使わず、トマトを煮にこんでソースにする本格派だった。

　隆生の知っているゆいいつのお袋ふくろの味は、ミート・ソース・スパゲティなのだった。

「ああ。ミート・ソースの、うまいよね」ついそう口に出た。

「ですね」結宇はごく短いことばで同意した。

　会話が途と切ぎれてしまった。

　気まずい。なんとかしなくては。

　密ひそかに焦あせりつつ、隆生はつぎの話題を捻ひねりだした。「ええと、ナス、好きなの？」

　結宇は呆あきれたような目をしながらも、「揚あげたのが好きです。あの、ほかに好きなものの話をしましょうか」

「いや、いい」隆生は苦く笑しようした。ようやく肝かん心じんなことをきく決心がついた。「いったいなにがあったの？　楓くんとはそんな古い付き合いじゃないみたいだね」

「会ったばかりです」

「どこでどんなふうに知り合ったんだ？」

「ブルー・ローズ・ランドのこと、知っています？」

「そのぐらい知っているよ。日本最大のテーマ・パークだろう。行ったことはないけれど」

「寂さびしいんですね」結宇は憐あわれみの目をした。

「ほっとけ」隆生は気を悪くした。

「ごめんなさい。そうじゃなくて、あの、ニュース、見ていないんですか？」

「そういえば、見ていないな」隆生は訝いぶかしい思いで、こたえた。

「いま、すごいことになっているんです。きっとニュースでやっていると思う。テレビ、どこですか？」

　どこだろう、と隆生は思った。もちろん、彼自身はテレビを持っていない。携けい帯たい用のテレビを買おうかと考えたこともあったが、金がなかったし、なによりかえって侘わびしくなるような気がして、購こう入にゆうしなかったのだ。

　滋也の部屋にも楓の部屋にもなかった。三人、入居しているのに、このアパートにはテレビが一台もない。奇き妙みようといえば奇妙なことではあった。

「ひょっとして、その事件に巻きこまれたの？」隆生は話をそらせた。

「わたしが巻きこんじゃったのかも……」

「どういうこと？」

「それがさっぱりわからないんです。夢のなかの出来事みたい。とにかくお父さんといっしょにブルー・ローズ・ランドへ行ったら、変な人が出てきて、変な人といってもかっこよかったけれど、それで、ふたり目の変な人が出てきて、その人もけっこうかっこよかったけれど、それで馬や恐きよう竜りゆうや観覧車に追っかけられたんです」

「それはたいへんだったねぇ」とにかく相あい槌づちを打った。

「あの、いまのあたしの話でわかりましたか？」

「ごめん」隆生は告白した。「じつをいうと、さっぱりわからない。きみがお父さんといっしょにブルー・ローズ・ランドへ行ったのはわかった。馬に追いかけられたのも、珍めずらしい体験だけど、まあわかる。恐竜に追いかけられたのも、無理やり納なつ得とくしよう。おれが知らないだけで、そんなこともあるのかもしれない。でも、観覧車に追っかけられたって、どういうこと？」

「あたしにもよくわからないんですが、観覧車に人が乗っていて……」

「観覧車というのは人が乗るためのものだ」隆生は指し摘てきした。「けれど、ふつう、乗っている人は運転しないよ」

「そうなんです。乗っているというより、取り憑ついていた、というか……」

「たしかにおれの専門っぽい話だな」

「菊きく池ちさんの専門ってなんなんですか？」結宇が始めて興味らしきものを表に現わした。

「菊名だよ」半ば無意識に訂てい正せいして、「おれの仕事は退たい魔ま師し、幽ゆう霊れいや妖よう怪かいを退治するんだ」

　結宇がますます興味深そうな顔をするのを見て、隆生は調子に乗って喋しやべりはじめた。「今朝も大事件があった、といっただろう。じつは幽霊退治をしたんだ」

「じゃあ、やっぱり楓さんと同じじゃないですか」

「それって……、彼女が幽霊退治をしたってこと？」

「幽霊じゃなくて、どちらかというと、妖怪かもしれないです」

「それが、きみのいう変な人？」

　結宇はこっくりうなずいた。

「で、変な人というのはどんな人だったの？」

「見た目はみんな普通の人なんです。でも、馬の身体からだを乗っ取ったり、恐竜を操あやつったりするんです」

「みんなってことはひとりやふたりじゃなかったの」

　結宇の取り留めない話をきくうちに、楓が滋也をつれて入ってきた。その後ろからツユネブリまで入ってくる。

「あっ、かわいい」結宇が目を輝かがやかせて、兎うさぎを抱だきあげた。

「そいつもトマトよ」楓が教えた。

「え？　つまり……」気味悪そうに兎をおろす。「あなたたちはいったいなんなんですか？」

「おれもききたい」隆生もいった。「なんか、はぐらかされているような気がするんだよな」

「ううん」楓は腕うで組ぐみして、「あんた、自分の職業がいいにくいこと、ない？」

「たまに」隆生は控ひかえめにこたえた。

「あたしもそう。いっても疑われるし、信じられたらもっとまずいし。だから、あまりいいたくないの」

「おれは信じられたら、嬉うれしいけれど」

「そこはちがうわね」楓はソファに腰こしをおろし、「じゃあ、あんたの大事件の話をきかせて」

「いや、いい」隆生は手を振ふった。

「なんで？」

「なんだか、すごくつまらない事件に思えてきた。そんなことより、きみたちがだれかを教えてくれ」

　楓と滋也は顔を見合わせた。滋也がうなずき、口を開いた。「ぼくたちは神です」

「そうですか」隆生もうなずいた。「それで、ほんとうはどうなんです？」

「ほら、やっぱり信じない」楓が肩かたをすくめた。

「神が実在するわけないじゃないか」隆生は言いきった。

「幽霊や妖怪は信じるのに、神の存在は信じないのですか」と滋也。

「おれは無神論者なんですよ。それに、幽霊や妖怪と神となんの関係があるというんです」

「大いに関係がありますよ」

「あたし、昔は幽霊だったもん」と楓。

「わかった、わかった」隆生は手を振った。「幽霊から神になるなんて、きいたことがない」

「それはきみが無教養だからです」と滋也。「たしかにこの世には人間がだれひとりきいたことのない真実もあります。でも、死んでから人が神になる話は人間世界にも伝わっているはずですよ」

「いや、それは死んですぐに神になるという信しん仰こうでしょ」隆生は反論した。

　コンをはじめとする幽霊たちの姿を思い描えがく。彼らが神になることなどとうてい受け入れることができない。

「いいわ。べつに信じてほしいわけじゃないし」楓がいった。

「きみは信じる？」隆生は結宇に尋たずねた。

　結宇は人差し指を唇くちびるに当てて考えていたが、やがて口を開いた。「楓さんが神さまだというのは信じられません。でも、普通の人間だとはもっと信じられません」

「どうして？」

「だって……」

　そのときふいに滋也と楓が眉まゆを顰ひそめた。

　同時に結宇が悲鳴をあげる。

　隆生は結宇の視線の指し示す方向に目をやった。

　コンがいた。

「だいじょうぶ、落ちついて」隆生は腰を浮うかせて、結宇の肩にそっと手を置いた。「幽霊だけれど、いまは祟たたったりしないと思うから」

　結宇は目に見えて安心した。「なんだ、幽霊さんですか。あの人たちの仲間かと思いました」

「変わった娘むすめだねぇ」とコン。「まあ、他人ひとを驚おどろかすのが趣しゆ味みというわけじゃないが、なんか拍ひよう子し抜ぬけしてしまうよ」

「ちょっと待ってくれ。なんでそんなに自己主張が激しいんだ」

「自己主張って？」

「おれが視みていないのに、姿を現わした……」

「さあ……」コンは小首をかしげ、「自立したってことじゃないかね。こんなご時世だから」

「ちがいます」と滋也。

「そう。歪ゆがみが出ている」楓がいった。

「歪み？」隆生は呆あつ気けにとられた。

「じゃあ、あの人たちが……？」結宇の声は震ふるえていた。悲鳴をあげる寸前でようやく踏ふみとどまっているかのよう。

「そうみたい」

「おれだけ仲間はずれかよ」隆生はいった。

「だって、まだ仲間じゃないんでしょ」楓が指し摘てきする。

「安心しなよ。わたしにもさっぱりだ」コンが元気づけた。

「ぼくも仲間になったつもりはありませんが」冷たく滋也が言い放った。

「まあ、お兄さま」楓は引きつった笑いを浮かべ、「そんなつれないこと、おっしゃるものではありませんわ」

「きみこそ、無理な喋しやべりかたはやめたらどうです？」と滋也。「それに、ぼくらの正体を明かした以上、兄妹のふりをすることもありますまい。信じてもらえていないようですが」

「それもそうね」楓はうなずきかけたが、すぐはっとして、「そんなことをいっている場合じゃない」

「そうです！」と結宇はソファから腰を浮かし、「あの人たちが来ます！」

「ぼくは静かな生活を楽しんでいるんですが」と滋也は迷めい惑わくそうにいった。

「いいわよ！」と楓。「ああ、忘れていたわ。あんたがとことん冷たいってことを、ね。あんたになんか頼たよらない」

「わたしも頼らないでくださいよ」

　ききなれない声がしたので、隆生はそちらを見た。そこには兎うさぎのツユネブリしかいなかった。

　まるで兎が喋ったかのような錯さつ覚かくに襲おそわれて、隆生は首を振り、もう一度ツユネブリを見た。

　そのつぶらで無む邪じや気きな瞳ひとみは彼をじっと見み据すえている。

「いまのだれ？」希望をこめて隆生は訊きいた。

「わたしです」兎のツユネブリが希望を粉々に打ち砕くだいた。

「こいつも妖よう怪かいだったのか」

「まったくこの仕打ち」ツユネブリはぼやきはじめた。「焦こげた肉じゃがは食べさせられる、挙句に妖怪呼ばわりされる。なぜ呼び出されてしまったのか、あなたさまにお恨うらみもうしあげますよ」
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「呼び出したって!?」隆生は呆気にとられた。

「そうです」ツユネブリは恨めしそうに、「あなたさまがわたしを呼び出し……」

　そこまでいって、兎は口を噤つぐんだ。

「おい、どうした？　途と中ちゆうでやめるなよ、気持ちが悪い」兎が喋っただけでもじゅうぶんに気持ち悪いことなのだが、隆生はついいった。そして、兎が喋ったというのは自分の幻げん聴ちようだったような気がして、滋也や楓の表情を窺うかがう。

　彼らが呆あきれたような顔をしていたなら、かえって救われただろう。だが、彼らは平然としていた。

「いま、兎が喋ったような気がしたんだけど」否定してほしくて、隆生はだれにともなく訊いた。最後の希望だ。

「あたしにもきこえました……」こたえたのは結宇だった。

「そうか。じゃあ、今度いっしょに病院に行こう」

「そうですね。なにかお薬もらって目が覚めたら、きっと家にいることがわかるんです」

「ふたりとも逃とう避ひしたいのはわかるけれど、これは現実よ」楓が止とどめを刺さした。

「じゃあ、楓さん、あの人たちが……」

「歪みが消えたわ……」

「え？」

「歪みが消えたの。それで、ツユネブリが元に戻もどったのよ」

「もともと兎の発声器官は人間の言葉を滑なめらかに発音するようにはできていませんからね」滋也が冷静に解説した。

　隆生はもうひとり、ここにいるはずの人物──といってもいいか疑問だが──を探した。幽ゆう霊れいのコンは姿を消していた。だが、気配はある。そちらを視れば、ふたたび具現化するだろう。

　これこそ馴な染じみ深い世界だ。

　さらに説明の続きを促うながそうとしたとき、だれかの声がきこえた。

　隆生はぎょっとして兎を見る。だが、今度はツユネブリではなかった。

「ごめんください」男が叫さけんでいる。声のするのはロビーのようだ。

　さっきまでの異様な雰ふん囲い気きから一気に馴染み深い日常に戻ったような気がして、隆生は肩かたから力が抜ぬけるのを感じた。ことばも通じない外国から、一気にふるさとへテレポートしたような気分だ。

　だが、楓と結宇は力を抜いていなかった。むしろ緊きん張ちようしているように見える。

「あの声！」結宇が楓に縋すがりつく。

「例の彼らですか？」滋也は楓たちに視線を向けた。

「なによ。あんたには関係ないんでしょ」

「おっしゃるとおりです」滋也は澄すましかえっていた。

「おれが行きます」隆生はいった。

　結宇の怯おびえぶりからすると、あの声の主が彼女のいう「変な人」なのだろう。事情はさっぱり飲みこめないが、興味はあった。

　ロビーにはひとりの男が立っていた。スーツを一分の隙すきもなく着こなした、なかなかの美男子だ。

「ああ、お寛くつろぎのところ、申し訳ありません」男は満面の笑えみを浮うかべ、「ちょっとお伺うかがいいたします」

「なんですか？」隆生は尋たずねた。ごく普ふ通つうの態度をとろうと努めてはみたものの、どうしても構えてしまう。

「こちらに中学生ぐらいの女の子がお邪じや魔ましていませんでしたか？　偽ぎ名めいを使っていなければ、村西結宇というはずです」

「その女の子がどうしたんです？」隆生は問い返した。

「いや、それはちょっと」男はことばを濁にごした。

「じゃあ、おれもこたえない」

「失礼ですが、彼女となにかご関係がおありなのですか？」男はにこやかに質問した。

　あんたこそどんな関係だ、といいかけて、隆生は思いとどまった。それでは結宇がいることを認めてしまうことになる。では、いないと噓うそをつくべきなのだろうか。隆生はまだそこまでするべきかどうか迷っていた。なにしろ状じよう況きようがはっきりしない。あまりありそうにないことだが、楓が言こと葉ば巧たくみに結宇を騙だまして連れ出したのなら、そしてこの男が彼女と近しい関係の人間であるなら、隆生は誘ゆう拐かいに加担したことになりかねない。

　隆生はごまかすことにした。「まだ女の子がいるといっていませんよ。だいたいあなたはどなたです？」

「これは申し遅おくれました。わたしは……」

「お久しぶりですね、大だい雷らい丸まる」背後から声がした。どういう心境の変化か、滋也が出てきたらしい。

「これはこれは」男は恭うやうやしく頭を下げ、「その名前で呼ばれたのはほんとうに久しぶりです。ではございますが、いまは大おお鳥とりと名乗っておりますので、そのように呼んでいただきましょう」

「知り合いなんですか？」隆生は驚おどろいた。

「古い知り合いですよ」滋也はこたえ、「ぼくの連れがブルー・ローズ・ランドというところで、ひと悶もん着ちやく起こしたそうですが、その相手はきみたちですか」

「どうやらそのようですね。あのお嬢じようさんがあなたさまのおそばに永くいらっしゃったのだとしたら、あの力も納なつ得とくがいきます。もっとも争いについては、どうしてあんなことになったのか、まだ納得できないのですが」

「あの娘この考えることはぼくにもときどきわかりかねるのですよ」

「お互たがい苦労しますね」

「きみたちほどじゃありません」

　なんなんだ、このほのぼのした雰囲気は──隆生は混乱した。どうやらふたりは楓について話しているらしい。

「お気き遣づかい、ありがとうございます。ところで、女の子に会わせていただけますか」

「なんだか、あんまり会いたくなさそうでしたけれど」和なごやかな空気に逆らって、隆生は口を挟はさんだ。

　大鳥は隆生を見た。まるで飛びこんできた虫けらを一いち瞥べつするような目つきだった。だが、冬山の斜しや面めんのように冷たい表情はすぐ親しみやすい笑顔に変わる。「どうも嫌きらわれているようでして。不徳の至りです」

　隆生は滋也の顔色を窺うかがった。いつものことながら、なにを考えてるのかわからない。

　噓に踏ふみ切るかどうか、隆生は悩なやんだ。そして、いささか腹を立てた。なぜさっき会ったばかりの少女のために悩まなければいけないのだろう。それも、救けを求められたわけでもないのに。

「偽いつわりを口にしても無む駄だですよ」滋也が隆生の心を見み透すかしたかのように、「彼は知っているのですから」

「そのとおりです」大鳥はうなずき、「べつに彼女に危害を加えるつもりはないのです。ただ、あのお嬢さんがお父さまから預かったものがあるはずです。それを返していただければ当面の用事は片づきます」

「でも、あなたたちのものじゃないんでしょう」隆生はいった。

　大鳥の目がすうっと細くなった。「だれのものであれ、あなたのものでないことだけはたしかです。ならば、あなたにはなんの関係もないことです」

　それもそうだな、と隆生は納得しかけた。だが、きっと楓は機き嫌げんを悪くするだろう。それだけは避さけたかった。それにもうひとつ、納得できない理由があった。大鳥の態度だ。見下しているということばではとても適当ではない侮ぶ蔑べつを感じる。

　ありていにいえば、隆生は拗すねていたのである。

「当面の用事が終わったら、どうします？」滋也の口調は相変わらず世間話をしているかのようだ。

「よろしければ、あのかたのもとへいらしてください」大鳥は頭を軽く下げ、「ご案内いたしますよ」

「やめておきましょう。ぼくはあのかたは苦手です」

「わたしもです」と大鳥はうなずいた。

「それは不幸ですね」心から気の毒そうに滋也がいう。

「重ねがさねのご同情かたじけなく存じます。これも運命ですから嘆なげいてもしかたありますまい。しかし、ぜひお会いして話をしていただきたいのです。あのかたの計画をお知りになれば、お力をお貸しにならないまでも、妨さまたげることは控ひかえていただけるでしょうから」

「きみたちはいったいなにをしようとしているのです」

「あのかたについていくだけです。ほかにわれわれの存在意義などありません」

「それは失礼しました。それでは、改めて伺うかがいましょう。あのかたはなにをするおつもりなのです？」

「それはわたしの口からはいえません。ご案内いたしますから、あのかたの口からちょくせつお聞きください」

「それはお断りだといったはずです」

「困りましたね。こうなれば、あのかたにここへお越こしいただいたほうが……」

　信じられない話だが、滋也がぎょっとしたように見えた。「それもお断りです」

「今日のところは無む理り強じいするつもりはありません。ものを持って帰れば用はすむのです。通していただきますよ」

「いいえ、それはだめです」滋也がいった。

　大鳥は笑えみを浮うかべた。「理由をお聞かせ願えましょうか？」

「なんだか興味が湧わいてきました。きみたちに渡わたす前に、ぼくも見てみたいですね」

「いっしょにということでしたら、喜んで見ていただきますが」大鳥は探さぐるようにいう。

「それがどんなものかを訊きいても、こたえてはくださらないのでしょうね」

「ご下問とあらばおこたえしたいのは山々ですが、具体的にどんな形をしているのかわからないのです。あのお嬢じようさんが持っているかどうかも」

「それでは、どうやって調べるつもりなのです？」

「方法はいくらでもありますよ」

「拷ごう問もんするとでも」どこか楽しげに滋也は訊いた。

「本気でおっしゃっているのですか？　もっと洗練された方法をいくらでもご存知でしょうに」

「いえ。そういう趣しゆ味みなのかと思いまして」

「偏へん見けんが過ぎます。あのお嬢さんはひ弱すぎる。責めるなら、もっと頑がん丈じような男でなければいけません。あのかたのご命令もないのに、そんなつまらないことをするとお思いですか」

「いや、失礼しました」

「とにかく、お嬢さんをお連れします」

「ちょっと待て」なんとなく自分の存在が忘れ去られているような疎そ外がい感かんに襲おそわれて、隆生はいった。「あの子の意思はどうなるんだ？　だいたいあんた、なにか彼女の持っているものに用があるんだろう。いつの間に、彼女自身を連れていくことになったんだ？」

「あなたには関係ありません」そもそもおまえはなぜいるんだ、とでも問いたげな眼まな差ざしが大鳥から返ってきた。そう口に出さなかったのは、その価値もない、と考えたからにちがいない。

「いいや、こたえてくれ。ミート・ソース・スパゲティ好きの同志として見過ごすわけにはいかない」

「あなたも、わたしの好みからすると華きや奢しやすぎるんですが、ね」

　ぞっとするような冷たい目だった。手を差し伸のべて隆生の肩かたを押す。力は入っていない。

　だが、隆生は無意識のうちに後あと退ずさった。

「お待ちなさい」滋也が静かにいった。「そこまでにしていただきましょう、大雷丸」

「われわれの敵に回る、と？」

「敵でも味方でもありません、いまのところは。あのかたのしたで働く自分を想像することができないのも事実ですが」

「では、なぜお止めになる？」

「ぼくがこのアパートを気に入っているからです。きみたちに入ってほしくありません」

「用が済めば、すぐ退散しますよ」

「そうは思いません」と滋也。「きみが探しているお嬢さんはあの娘むすめといっしょにいるのです」

「楓さんというお嬢さんといっしょにいることは存じております。わかっていただくのが難しいことも。なにしろわれわれは一度試みて失敗しているのですから。しかし、努力してみます」

「難しいのではありません。不可能なのです。それはもう、保証します」滋也は断言した。

「なるほど、しかし……」大鳥は目を細めた。

「大雷丸。ぼくはこのアパートを気に入っているのですよ。暴れてほしくないのです」

「それはなんとも弱々しいお言葉。しょうじき、ききたくはありませんでした」

「弱々しくきこえましたか？」滋也は、隆生を押しのけるようにして前へ出た。

「手て荒あらな真ま似ねは最後の手段です。派手な行動は慎つつしむように命じられています」大鳥は肩をいからせ、自分からも滋也に近づこうとした。「とはいえ、絶対禁止というわけではありません」

「大雷丸」滋也は微笑ほほえんだ。

「その名ではお呼びくださいますな、と申しあげたはずです。お忘れくださいますな」

「憶おぼえていますよ、大雷丸。とにかく、あと一歩でも足を踏ふみ出せば、ぼくは宮を穢けがされた、と感じますよ」

　大鳥ははっとしたようすを見せたが、すぐ平静を取り戻もどし、「ここは宮にふさわしくありません。お住まいならいくらでも建ててさしあげます」

「ぼくはここがいいのです」滋也はいいきった。

「どうあっても？」

「ええ。ぼくはめったに誓ちかいませんが、いったん誓ったならそれを破ることはないのです。いま誓いましょう。このアパートがぼくの宮です。そして、宮を穢したものには呪のろいをくだします」

「呪い？」大鳥はふっと笑い、「いまのお力でですか？　すこしも恐おそろしくありませんよ」

「そう思うのなら、通りなさい。しかし、忘れないでください。力はふとしたきっかけで甦よみがえるものです」

　招くように、滋也は道を空けた。

　隆生は相変わらず動けない。話の内容はよく理解できないがこのふたりからはなにか尋じん常じようでない威い圧あつを感じた。

「いくらなんでも、そんなことはありえない」自分に言い聞かせるように大鳥は呟つぶやいた。どうやら彼も滋也に威圧されているようだ。

　さっきまでの冷静さはどこへやら、冷ひや汗あせまでかいている。

　だが、ついに決心したように足をあげた。

「菊名くん」滋也が呼んだ。

　その声でまた大鳥の動きが止まった。

「なんですか？」

「この館やかたの住人を紹しよう介かいしてあげてください」と滋也は空中をさす。

　心配げなコンの気配があった。

「なぜ……？」理由を問おうとしたが、滋也の目にはそれを許さぬ色がある。

　諦あきらめて隆生はコンを視みた。

　つられて大鳥もその方向に視線を向ける。

　コンが実体化した。その姿がくっきりしてくるにつれて、身体からだに重みが生じたかのようにコンは床へゆっくりおりた。

「これは……」大鳥が絶句する。

　人間として普ふ通つうの態度だが、大鳥に限ってはむしろ異様だった。滋也と楓が神だという与よ太た話ばなしを信じたわけではないが、やはりふたりには異常な雰ふん囲い気きを感じる。そして、大鳥も同じ雰囲気をまとっていた。きっとトマトとナスのそれと同じような関係なのだろう。

　幽ゆう霊れいぐらいで取り乱すのは彼らしくない。

「ええと」困こん惑わくを顔に貼はり付けてコンはいった。彼女も異様な雰囲気に戸と惑まどっているのだろう。「はじめまして、というべきなのかな？」

「はじめまして。しかし、もうお会いすることはないでしょう」大鳥は幽霊に対して鄭てい重ちように挨あい拶さつした。もうすっかり平常心を取り戻しているようだ。

　コンは明らかに怯おびえていた。なにもいわず、男に背を向けて、廊ろう下かを走っていく。

　生身の裸足はだしが大理石の床ゆかを打つ、ペタペタという音が去っていく。

「わかりましたか？　力はときとして戻るものなのです」

「わかりました」大鳥は屈くつ服ぷくした。「今日はご挨拶のみにとどめて帰りましょう」

「ええと、おれにはぜんぜんわからないんですけれど」おずおずと口を挟はさんでみたものの、ふたりから無視された。

「いいですね。このアパートはぼくの宮です。あだやおろそかで手を出さないことです」

「肝きもに銘めいじます」大鳥は一礼して、踵きびすを翻ひるがえした。

　去り際ぎわ、彼と隆生の目があった。

　隆生は心臓を冷たい手でつかまれたような気持ちがした。これまで異形の霊や妖よう怪かいをさんざん見てきた彼だったが、そのときの大鳥の双そう眸ぼうほど恐ろしいものには出くわしたことがない。

「何者なんですか、彼は？」そう口にできたのは、大鳥が去ってたっぷり一分は経たってからだった。

「ぼくらと同類。つまり、神ですよ」こともなげに滋也は告げた。

「神が背広着て、そこらをうろうろしているわけがない」

　滋也は奇き妙みような表情で隆生の顔をのぞきこみ、呟いた。「そのほうがいいのかもしれません」

「そのほうって？」

「信じられないなら、信じないでいいということです」

「当たり前です。ところで、なにかに巻きこまれたような気がするんですけれど」

「同感です」滋也はうなずいた。

「いや、滋也さんに巻きこまれたんじゃないか、といっているんですけど」

「まあ、そういう見かたもできますね。でも、ぼくだって、被ひ害がい者しやですよ。あのかたが出てきたなんて……」

「ああ、それも気になっていた。あのかたってだれです？」

「それはね、知らないほうがいいです」

「また、もったいぶるんですか」隆生は抗こう議ぎした。「ひとを巻きこんでおいてよくもそんなことを……」

「きみのためですよ」

「ほんとうですか？」いまや隆生の心は疑いではちきれんばかりだった。

「あのかたというのも神です」滋也は説明した。「神は自分の名が唱えられるのに耳みみ聡ざといものなのです。下手に知っていては、ある種の事故があるかもしれません」

「でも、おれはあんたたちが神だなんて信じない」

「ならなおさら、あのかたの神しん名めいを知ってもしかたがないでしょう。もっとも、人間としての名なら知っておいてもらったほうがいいのかもしれませんね」

「なんというんです？」勢いこんで隆生は尋たずねた。

「ぼくもまだ知りません。でも、すぐ調べがつくはずです」

「なんだ」隆生は失望した。

「ずいぶん、やる気ですね」意外そうに滋也がいう。

「いや、とんでもない」隆生は我に返り、「おれにはおれの仕事があるんです。それも、はじめて摑つかんだ大仕事ですよ。ほかのことにかまけている暇ひまはない」

「そうでした。でも、もう巻きこまれているんですから、選せん択たくの余地はありませんよ」

「ひょっとして、脅きよう迫はくですか？」

「そうきこえましたか？　ぼくは事実をいったまでです」滋也は応接間にとってかえした。

　隆生も後を追う。

　応接間では、結宇が相変わらず怯えていた。楓の胸に顔をうずめ、小刻みに肩かたを震ふるわせている。その傍かたわらにはツユネブリが寄り添そっていた。

「帰った？」と楓。

「ええ。とうぶんはだいじょうぶのはずですよ」意外なことに、滋也の声には結宇への労いたわりが感じられた。

「ほんとうですか……？」か細い声で結宇はいったが、顔はまだあげない。

「あんたたち、助けてくれるわけ？」楓はたしかめた。

「しかたがありません」不本意そうに滋也がいう。

「ええと、おれはまだなにがなんだか把は握あくしていないですけど」と隆生。

「ぼくもです。まずはそこから始めましょう。なにしろ相手はよくわかっているらしいのにこっちはだれひとりとして事態を把握している者がいないんですから。これは不安なことです。きみ、村西さんといいましたね。なにか持っていませんか？」

　結宇はようやく顔をあげた。しかし、きょとんとしている。

「彼らはそれを探しているようですよ。なにか大事なものらしいです」

　結宇はますます戸惑って、ポケットというポケットをひっくりかえしはじめた。やがて、財さい布ふを取り出し、ほうけた表情でしばらく眺ながめていた。

「たぶん、それではないと思います」滋也がいった。

　結宇は赤面して財布をしまった。

「ああ、そうだ」結宇はぱっと表情を明るくし、「お父さんから預かったものがあります。それでしょう」

「見せていただけますか？」と滋也。

　結宇はポシェットからＣＤケースをとり出した。

「こういうものはさっぱりですね」滋也はケースを隆生に手て渡わたす。

　隆生はケースからＣＤを取り出した。音楽が入っているようには見えない。「データが入っているみたいですね。パソコンがあれば読み取れるんじゃないですか？」

「ぼくが持っていると思いますか？」

「滋也さん、科学オタクなのに」隆生は意外に思ったが、そういえば、滋也の部屋にパソコンは見当たらなかった。

「パソコンなど使っては神らしくないでしょう」本気とも冗じよう談だんとも取れる口ぶりで滋也はいった。

「わかりました。おれだってパソコンは道具として使っているだけで、詳くわしいことはさっぱりだけど、やるだけやってみますよ。すぐとってきます」




　パソコンにＣＤを入れた。

　ドライブが耳みみ障ざわりな作動音をたてる。なんとなくあてつけがましくきこえた。

　もうそろそろ寿じゆ命みようだな──隆生は思った。

　貧びん乏ぼうなもので中古品を騙だましだまし使っていたが、金銭的余よ裕ゆうもできたことだし、買い換かえるべきかもしれない。

　隆生の肩かた越ごしに楓と結宇が覗のぞきこんでいる。

　ＣＤのアイコンをクリックするとウインドウが開き、ファイルの一覧が出た。

　どうやら、隆生のパソコンで読むことのできるファイルのようだ。ファイルの種類は文書と画像らしい。どちらもひとつずつ。ファイル名は『Ifuka』と『Game』。

「イフカって」結宇が呟つぶやくように、「あの変な人の会社でしたよね」

「そういっていたわね」と楓。「鵜う吞のみにはできないけれど」

「やっぱり、これ、関係あるんでしょうか」

「たぶん、そう。あんた、イフカって心当たりがある？」

「どうでもいいけど、おれの頭をはさんで会話するのはやめてくれ」隆生は文句をいった。

「あんたも会話に参加すればいいのに」と楓。「あんたはイフカって会社、きいたこと、ある？」

　楓なりに気を遣つかってくれたのだろう。

「コマーシャルかなにかできいたような気がするな」隆生はこたえたものの、自信はあまりなかった。似たような名前の会社だったかもしれない。

「なんの会社？」

「レトルトのカレーかなにかをつくっているところじゃなかったかな」隆生は記き憶おくを探さぐり、イフカのカレーのＣＭソングを口ずさんだ。

「なに、唸うなっているの？」楓がきょとんとした表情でいった。

　皮肉をいっているのではなく、本気で疑問に思っているらしいことを感じて、隆生はひそかに傷ついた。

「ああ、そのイフカなら知ってます」結宇が手を打って、「ご飯もつくっていますね」

「ご飯をつくるってどういうこと？」楓が反応した。「お米をつくっているってこと？」

「そうじゃないです。あのパックしたご飯です。レンジでチンするやつ」結宇は説明した。「レンジがなければ、熱湯で温めてもいいんですけど」

「あっ、そういえば見たこと、ある。あれって、おいしいの？」

「そりゃ、炊すい飯はん器きで炊たいたほうがおいしいです」

　パック・ライスのことなどどうでもいいじゃないか、とうんざりした気分で隆生は口を挟はさんだ。

「食べたこと、あるんだ」

「あたし、お父さんとの二人暮しで、でも、お父さん、出張が多くて、一人暮しみたいなものだったから、それで、よく……」結宇は父親が安否不明であることを思い出したらしく、涙なみだぐんだ。

「あ、泣かせた」楓が非難する。

「おれのせいか？」

「ごめんなさい、だいじょうぶです」結宇は落ち着きを取り戻もどし、「でも、イフカがあのイフカなら、なぜあたしたちを襲おそうんですか？　あたし、あの会社のもの、よく買っていたのに」

「たしかにお客に対する態度じゃなかったわね、あれは」

「でしょう」

　隆生は会話に参加するのを諦あきらめて、アイコンをダブルクリックした。ワープロ・ソフトが立ちあがる。

「わっ、なに？」楓が驚おどろきの声をあげた。

「こういうものなんだよ。これで中身が読めるんだ」

　だが、内容は表示されなかった。パスワードがかかっていたのだ。

「パスワードは？」結宇に訊きく。

　結宇は首を横に振ふった。

「読めないの？」

　楓の口調に非難の色を感じ取って、隆生はむっとした。「パスワードがわからないと、無理なんだ」

「パスワードって？」

「合言葉のことですよ」滋也が教えた。

「そう」隆生はうなずいた。

「あんた、これで中身が読めるっていわなかったっけ？」

「いった」隆生はしぶしぶ認めた。

「でも、読めないんだ」

「おれのせいじゃない」不条理な思いにとらわれて、隆生は主張した。

「ごめんなさい、あたしのせいですね。ちゃんとパスワードをきいておけばよかったのに」結宇がうなだれた。

「いや、そんなことはない」隆生は狼ろう狽ばいした。「まあ、慌あわただしかったみたいだし、しかたないよ」

「ごめんなさい……」

　しょげる結宇を見ていられず、隆生は楓の瞳ひとみに視線を移した。「きみこそわからないのか？」

「あたしが知ってるわけないじゃない」楓は肩かたをそびやかす。

「だってきみ、自じ称しよう神さまなんだろう」隆生は指し摘てきした。

「訊かれりゃそうこたえるけれどね。噓うそは嫌きらいだから。でも、自分でそう言い触ふらしているわけじゃないんだから、自称ってやめてよ」

「いや、言い触らそうとどうだろうとそうなら、パスワードぐらいわかりそうなものじゃないか」

「なぜ？」

「神さまというのは人間を救けてくれるものだろう」

　楓と滋也が顔を見合わせた。滋也がふと微笑ほほえむ。なぜだか理由はさっぱりわからないが、楓はそれで憤ふん然ぜんとした。

　だが、彼女は滋也にではなく、隆生に食ってかかった。

　不条理だ。

「あんたが神についてどんなことを知っているの？」楓は両りよう腰ごしに手を置いて、挑いどむように胸を反らした。「どんな質問にもこたえられるってわけじゃないのよ」

「そんなことはわかっているよ」

「じゃあ、なぜそんなばかげた質問をするの？」

「なにを怒おこっているんだ」隆生は戸と惑まどった。「自称っていったのが、そんなに気に障さわったのか」

「悔くやしいのよ！　なにもできなくて」楓は泣きそうな顔をする。

「そんな」結宇がいった。「楓さんはあたしを救たすけてくれました」

「まだ救けていないわ。これからどうなるかわからないんだもの」

「楓さんって、自分に厳しい人なんですね」結宇が感心した。

「中ちゆう途と半はん端ぱが嫌いなだけよ」

「せめて努力してみないか。わかるかもしれない」なだめるつもりで隆生はいった。

「あたしは平へい凡ぼんな神なの」議論を打ち切るように楓はいった。

　隆生は滋也に視線を移した。つられるように結宇も彼を見た。

「滋也さんも神さまなんですね」

「ええ」滋也はうなずいた。「なんなら、自称とつけてくれてもかまいませんよ」

「やっぱり平凡な神さまなんですか」

　滋也と楓が神だとはまだ納なつ得とくできない。だが、大鳥の滋也に対する態度を見て、彼が特別な存在であることは信じかけていた。

　滋也と楓にはたしかに霊れい能力が備わっている。そして、霊能力者のなかにはときどき生き仏とか神さまとか呼ばれる者もいる。普ふ段だんの言動を見ていると、そうは思えないのだが、彼らもその類たぐいではないのだろうか。つまり隆生の同業者か関連業界の人間だ。

　その力に隆生は期待した。

「ぼくは平凡とは程ほど遠とおい神ですよ」滋也は静かにいった。その物もの腰ごしには自信が漲みなぎっていた。

「じゃあ……」

「でも、全知全能ではありません」

「要するに、わからないということですね」隆生は溜ため息いきをついた。

「そうです。残念ながら」ちっとも残念そうではなく、滋也はいった。「きみこそなんとかできませんか？」

「パスワードを破るんですか？」

「まあ、よくわかりませんが、それで文書の内容が読めるなら」

「さっぱりです。なにをどうすればいいのかもわからない」

「じゃあ、ぼくがなんとかしましょう」

「できるんですか？」

「いまから勉強しなくてはなりませんが」

「はあ」隆生は脱だつ力りよくした。

　滋也の能力はわからないが、知的好こう奇き心しんが旺おう盛せいなことだけはたしかだ。コンピュータの知識を蓄たくわえ、セキュリティを破ることができるかもしれない。

　だが、とうぶん先のことだろう。

　隆生は文書ファイルを諦あきらめて、画像ファイルの『Game』を開いてみる。

　さいわいなことに、こっちにはパスワードがかかっていなかった。

　ブロック崩くずしだ。

「おや、きみの好きなものではありませんか？」と滋也。

「ただのＣＧですから、プレイできませんよ」隆生は口先だけでこたえながら画面をスクロールした。「それに、できたって、するつもりにはなれないな」

　その絵は巨きよ大だいだった。紙に描かいたなら、かなり縮小しないかぎり、この部屋の床ゆかに広げるのは無理だろう。

　いったいこれだけのブロックを崩すのに何時間かかることか。

　想像しただけで、隆生はげんなりした。

　いま画面には果てしなく続くブロックの群れしか映っていない。最初にラケットとボールを目にしていなければ、これがブロック崩しだったとはわからないだろう。

「そうなんですか」滋也は結宇にむかって、「これに心当たりがありますか？」

「さあ？」結宇は首をひねった。

「お父さん、ゲームが好きだったとか？」

「そんなことはないと思いますけど」結宇は自信なげだった。

「それにしても、趣しゆ味みの悪い色ね」と楓。

　たしかにそうだった。

　ブロックは四色に塗ぬり分けられている。だが、その配列には秩ちつ序じよというものが感じられない。

「これの意味がわかる人」隆生は呼びかけた。

　だれも反応しなかった。

「予想通りだ」

　ふたたび文書ファイルに戻もどる。

「パスワードをいろいろ入れてみようか」隆生は提案した。「まずお父さんの誕生日からいってみよう」

「基本ですね」結宇は首を傾かしげて眉まゆ根ねにしわを寄せた。「ええと、七月二一日です」

　隆生は0721と打ちこんでみた。

　だめだった。

「お父さんの名前なんだっけ？」

「村西利とし治はるです」

　toshiharu0721。tm0721。mt0721──どれも拒きよ否ひされた。

「そうだ、年から要いるのかも。お父さんが生まれたのは何年？」

「たしか……。あれ、何年だったかな？」

「誕生日は憶おぼえているのに、年が思い出せないんだ」隆生は軽い気持ちでいった。

「ええ、度忘れしちゃって。それに、お父さんとあたし、誕生日だけは祝いわおうってことになっていたんです。どんなに忙いそがしくても、どちらかの誕生日にはいっしょにご馳ち走そう、食べようって。もっとも、中学入ってからは、なんとなくいやだったんで、あたし駄だ々だこねて、去年は……」結宇はまた嗚お咽えつしはじめた。「晩ばん御ご飯はんぐらいいっしょに食べてあげればよかった」

「また泣かせた」楓が非難した。

「あのさ」隆生は、所在なげにしているふたりにいった。「ここはぼくらだけでだいじょうぶだから、なにか用事があるならしてきたら？」

　ほんとうは、邪じや魔まになるだけだからあっちへ行ってくれ、という気持ちだったのだが、そこまでいう度胸はなかった。

「そういうわけにはいかないわ」断固たる口調で楓がいった。「あんたたちをふたりっきりにするなんて、できるわけないじゃない」

「なんだって!?」隆生はむっとした。

　中学生に手を出すほど落ちぶれちゃいない、といおうとして、思いとどまった。そのことばに噓うそはないが、結宇を傷つけてしまうかもしれない。

「だいじょうぶだ」けっきょく適当な言い回しが思いつかず、それだけいった。

「だいじょうぶじゃない」楓はきっぱり否定した。

「そんなにおれが信用できないか。おれはなにもしない」

「信用ってなんのこと？」楓はきょとんとして、「あんた、この娘こになにかするつもりなの？」

「いや、だから、しないって」隆生は手を振ふった。

「べつにね、あんたがすることを心配しているわけじゃないの」

「え？」

「あんた、記き憶おく力りよく、ないの？　さっきのことをもう忘れたの」

　隆生はようやく誤解に気づいた。

「忘れちゃいない。イフカの連中が襲おそってくるっていうんだろう」隆生は大鳥の姿を思い描えがき、「そんなに凶きよう暴ぼうそうには見えなかったけれどな、少なくともさっきの人は」

「甘いです！」結宇が反発した。

「そうよ。甘いわ」楓は断言した。

「たしかに集団におれ独りではこの娘を守れないかもしれないなぁ」

「あんたのことも心配してあげているのよ」

「おれを？　なんで？」

「たしかに、きみも独りにならないほうがいい」と滋也もいった。「彼らはまずきみを狙ねらうかもしれません」

「おれを？　なんで？」隆生はつい同じ質問を繰くり返してしまい、軽い自己嫌けん悪おに陥おちいった。

「単体でいるとそうでもありませんが、ぼくらといると、きみは彼らにとって危険な存在だからです」滋也はいった。「いや、これは正確ではありませんね。ぼくらが、きみといなければ彼らにとってどうでもいい存在なのです。きみしだいで力を取り戻すことができるかもしれない」

「どうすれば……？」滋也のいうことを信じたわけではないが、興味を大いにそそられた。

「ぼくらを信じることです」滋也はいった。

「はあ。べつに疑っていませんが」
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「そうですか？　ぼくたちが神だと思っていますか」

　たしかに思っていなかったが、信じたほうが有利だといわれれば、そうすることに吝やぶさかではない。

　気は進まなかったが、信じてみることにした。

　どうすればいいのだろう、とすこし考えて、ほんとうにまったく気が進まなかったが、滋也にむかって合がつ掌しようしてみた。

「それは仏に対する挨あい拶さつです」滋也が呆あきれたように、「神に対しては拍かしわ手でを打つんです。それに、いまさら礼などしてくれなくてかまいません」

「ええと、じゃあ、健康に過ごせますように」隆生は合掌したまま、「できれば、お金も……、いや、そんなことより、パスワードがわかりますように」

「祈いのることでもありませんよ」

「じゃあ、どうすればいいんです？」

「ただ信じればいいのです。ぼくが神であることを意識しなさい。人が人であるように、幽ゆう霊れいが幽霊であるように、ぼくはごくあたりまえに神なのです」

　隆生はそう試みた。

　この人は神だ。神だ。神だ。どんなご利り益やくがあるのか知らないが、自分で主張しているのだから間ま違ちがいない。

　だが、だめだった。とっかかりがないのだった。幽霊は存在するだけで独特な雰ふん囲い気きを醸かもし出す。ほかの人間はどうかわからないが、幼いころから彼らの存在に慣れ親しんできた隆生にはいやでも区別がつく。

　だが、滋也と楓はどこから見ても人間だ。普ふ通つうの人間というには抵てい抗こうがあるが、人間以外のなにかと感じられるほど変わっているわけではない。

　滋也と楓にまつわる事こと柄がらのうち、もっとも突とつ拍ぴよう子しのないことを思い浮うかべればいいのかもしれない。

　それはなにかと隆生は考えた──妖よう怪かい兎うさぎを飼っていることだ。

　隆生は兎を見た。

　ツユネブリも目を隆生にむけた。その円つぶらな瞳ひとみにはたしかに捻ねじ曲がった知性の輝かがやきが見てとれた。

　この兎はたしかにさっき喋しやべった。たしかに喋った。本心をいえば、気の迷いだったように思いたいのだが、きっと喋ったにちがいないのだ。

　だが、いったん心に迷いこんだ錯さつ覚かくだという考えはなかなか消えなかった。

　むしろ、ほんとうに錯覚で、結宇も含ふくめた三人にからかわれたのだ、という思いが強くなってきた。ひょっとすると、あの大鳥というのも隆生をからかう一味かもしれない。

　被ひ害がい妄もう想そうだとは思う。だが、妄想の暴走は停とまらない。

　信じこもうとしているのに、信じられないのだ。

　喋ったことだけではなく、ツユネブリが時おり見せていた兎らしからぬ行動もすべて自分の思い違ちがいだった気までしてきた。

　やがて、ツユネブリはペット・ショップで売っている兎のように落ちつかなげに飛び跳はねはじめた。

「どうしたのよ、ツユネブリ」楓が兎を捕つかまえた。「あんた、馬ば鹿かになってしまったの？」

「逆効果でしたか」滋也が溜ため息いきをついた。「まあ、慌あわてず騒さわがず、ですね」

「急せいてはことを仕損じるっていうしね」楓も同意したが、すぐ小首を傾かしげ、「でも、この場合、ことってなによ？」

「それすらわからないんです、いまのぼくたちは」滋也が指し摘てきした。「菊名くん、とりあえずパスワード破りをつづけてください」
















　第二章　傭よう兵へいの本分







　東京からヘリコプターで一時間ほど行ったところに小さな島がある。数十年前まで人が住んでいたが、いまは無人島になっていた。

　かつて村があった場所を除いて、島のほとんどは森に覆おおわれている。人が住んでいたころにはわずかながら畑もあったのだが、もうそれも雑草や若い木々に占せん領りようされていた。

　その森を九人の男たちが歩いていた。みな、迷めい彩さい服ふくを着て、武装している。

　森のなかには道がない。昔はあったのかもしれないが、すっかり消えてしまっている。

　彼らのリーダーは高たか寺でらという名前で、若いころから傭兵として世界の戦場を駆かけ巡めぐってきた男である。もう初老といっていい年とし頃ごろだが、鍛きたえあげられた肉体は健在だ。

　もっとも、最近では戦場から声のかかることがめっきり少なくなっていた。兵士としてではなく、教官として呼ばれることが増えてきたのだ。

　実戦に比べれば遥はるかに刺し激げきに劣おとる仕事だが、若者に訓練を施ほどこして戦士に仕立てあげる仕事にも大いに意義を感じていた。

　しかし、このところでは、その仕事すらもない。

　たまに依い頼らいがあっても、企き業ぎようからのものがほとんどだ。つまり、新入社員を預かって根こん性じようを叩たたきなおしてくれという仕事だ。

　ほんの一週間やそこら、軟なん弱じやくなお坊ぼつちゃんたちの達成ごっこにつきあうのにはつくづく嫌いや気けがさしていた。平和な国でぬくぬくと暮らしてきた男に、あの程度で本物のガッツが備わるはずがない。自衛隊に体験入隊でもさせたほうがよほどましに思えるのだが、生活のためにしかたなくくだらない仕事をこなしてきた。

　今度の依頼も企業からだったので、彼はうんざりしたものだ。

　だが、詳しよう細さいをきいて、彼は奮ふるい立った。どういう事情があるのかは知らないし、詮せん索さくするつもりもなかったが、武器の取とり扱あつかいも含めたえらく実戦的な訓練を頼たのまれたからだ。

　さらに、訓練終しゆう了りよう後ごには、ミッションの指揮まで執とってほしいと頼まれ、彼は喜んで受けたのだった。

　生命を失うかもしれない、つまりは男の仕事だ。

　高寺にとって、危険と遣やり甲が斐いは比例するのだ。

　高寺を雇やとった企業の名は、株式会社イフカ。

　そう、高寺に率ひきいられているのは、イフカの特務社員の面々だった。

「くそっ」目の前の灌かん木ぼくを鉈なたで切り払はらいながら、柝さく間まが毒づいた。「なぜおれたちがこんなことをしなくちゃいけねぇんだ」

　先頭のメンバーは道を切り開かなければならないため、極度に疲ひ労ろうする。そのため交代で務めるよう指示されていた。

　一〇分ほど前から、柝間が列の先頭に立っていた。

「大鳥さんのせいだろう」柝間のつぎを歩く火ひ田だがいった。

「なぜ大鳥さんのせいなんだよ？」その火田につづいている伏ふし見みが唇くちびるを尖とがらせた。

　特務社員たちにはっきりした上下関係はないが、大鳥がリーダー格になっていた。その彼にいちばん敬服しているのがこの伏見だった。

「だって、フィールドの使用を制限するためにこんなことをしているんだろう」と火田。

「フィールドの使用制限と大鳥さんがなんの関係がある？」

　火田はちらりと後ろを振ふり返った。話題の中心である大鳥は最さい後こう尾びだ。フィールドの中でならともかく、小声で喋しやべっていれば、きかれる気き遣づかいはない。

「大鳥さんがあの神の説得に失敗したからにきまっているだろう」

「わからないな」伏見は眉まゆを顰ひそめた。

「むやみにフィールドを張って、ほかの神が力を取り戻もどしたりしたら話がややこしくなるじゃないか。美み和わさまはそれを恐おそれていらっしゃるんだ」

「ほかに神なんて地上にいるのか？」

「あの娘むすめが現われるまで、おれもほかに神なんて残っていないと思っていたさ」

「いいじゃないか」柝間がいった。「神がいても。あんなに物分りの悪い神は滅めつ多たにいないと思うぞ」

「そこが美和さまの慎しん重ちようなところだよ」

「ちょっと待てよ」と伏見。「それじゃ、大鳥さんだけの失敗じゃないじゃないか。あんたたちの失敗だろう。あんたたちと大鳥さんと、あと、黒くろ磯いそだっけ？　大鳥さんだけに責任を押しつけるなよ」

「ああん」火田が面めん倒どう臭くさそうに、「だからさ、おれたちが相手したのは、どうでもいい伴とも神がみだ。小物だよ。油断したし、制約が多かったから始末をつけられなかったが、その気になればたいして怖こわい相手じゃない。おれひとりでもじゅうぶんだよ」

「それは暗におれを腐くさしているんじゃねぇのか？」柝間がききとがめた。

「ちがうよ。僻ひがみっぽいな。気にするなよ、おれたちは油断した。だからあんたも無様にやられた」

「無様とはなんだ」柝間は唸うなった。

「おれも無様にやられたよ。喉のどに矢を射ちこまれてしまったんだからな」淡たん々たんと、火田はいう。

「無様ブラザーズだ」伏見が柝間と火田にコンビ名を進しん呈ていした。

　つぎの瞬しゆん間かん、伏見は腹を押さえて、一、二歩、後退した。

　コンビ名が気に食わず、そもそも柝間とコンビを組むつもりなど毛の先ほどもない火田が、目にも留まらぬ動作で肘ひじ打うちを食くらわせたのだ。

「こら、なぜ下がるんだ。進め」後ろで高寺が怒ど鳴なった。

　伏見は顔をあげた。その目め尻じりに涙なみだを浮うかべている。

「生意気を抜ぬかすなよ」火田が囁ささやいた。「あの場所にいれば、おまえがもっと無様な姿をさらけ出したのは間ま違ちがいないんだ」

「おれ、あんたのことがいっとう嫌きらいだ」伏見が唇を尖らせた。

「けっこうだね。新しい世界がきたら、決着つけようぜ」火田は軽く受け流す。「今すぐにもつけたいところだが、それじゃ美和さまのお怒いかりを買ってしまう。ふたりとも消されちまいかねない」

「消されるだけですめばいいが、な」と柝間は雑木の枝を払いながらいった。かなり応こたえているようだ。息があがっている。

「そうとも。だから我が慢まんしているんだよ。伏ふく雷らい丸まる、おまえを消すのが楽しみでしょうがないぜ。そのときが近づいたら、おれはきっとわくわくする。いや、いまからわくわくしているんだ。ここが普ふ通つうの道なら、おれはスキップしちゃう。愛してるぜ、伏雷丸。恭きよう子こちゃんや真ま琴ことちゃんや泉いず美みちゃんや初はつ音ねちゃんや芙ふ美み江えちゃんやそのほかもろもろ色っぽいお姉さんたちのことを考えているときも、おまえのことが頭の片かた隅すみに必ずあるんだよ。おまえの息の根を止めるときは興奮するだろうな。はじめて人間の女とやったときよりもぞくぞくするにちがいない。でも、いまは我慢だよ。残念だな」

「あんたになんか負けるもんか、火か雷らい丸まる」憎にくしみのこもった口ぶりで伏見がいう。「消えるのはあんたさ」

「やめておけ」伏見のすぐ後ろでむっつり足場をたしかめながら歩いていた若わか井いが、口を挟はさんだ。「その名で呼びあうのは」

「気にしすぎだよ、どうせこれにしたって真の名じゃないじゃないか」伏見が反論した。「この名前を覚えている人間なんかもう生き残っているもんか」

「神のなかにはいる」若井が低い声でいった。

「始めたのは火雷丸だ」伏見はまだ抵てい抗こうをつづけた。

「やめろ、といっているんだ」若井は重ねて警告した。

「くそっ、わかったよ」伏見は屈くつ服ぷくした。「じゃあ、火田さん。とにかく大鳥さんに責任があるって話をつづけてもらおうか」

「おれに命令するんじゃない、伏見ちゃん」火田がからかうように、「おれに命令してもいいのは美和さまといい女だけだ」そしてすぐ慌あわてて付け加えた。「もちろん、美和さまもいい女だけどな」

「だが、おれもききたい」若井がいう。

「つまりさ」火田は、今度は素す直なおに自分の考えを開かい陳ちんした。「おれたちの戦いなんてほんの小こ競ぜり合あい。あれで決着ついていたとしても、おれたちがこんな疲つかれることをさせられることには関係なかったんだよ。ほんとうに問題なのは、あそこにいた発育不良のお嬢じようちゃんじゃなく、力の源たる強力な神だろう」

「ふん。さすがにその神の名を口にしないだけの分別はあると見える」若井が皮肉っぽくいった。

　火田は若井を睨にらんだが、悪態をつくことなく、説明をつづけた。「ともかく、あの神を説得するのは大鳥さん独りでいったんだから、おれたちには関係ない。独りで行くっていったのも、大鳥さんだ」

「そら、あんたなんか連れてったら、よけい拗こじれるからな」と伏見。

「可愛かわいらしいな、伏見ちゃん。お兄さん、もう我慢できそうにないよ」火田は凄せい惨さんな笑えみを浮かべた。

「いい加減にしろ、おまえら」若井が窘たしなめる。

　火田は舌打ちした。

　若井が肩かたを怒いからせる。その顔は紅潮していた。暴発寸前だ。

「あっ、ちくしょう、いらいらする！」火田はごまかした。「柝間さん、もうちょっとペースをあげようぜ」

「うるせぇ。文句があるならてめぇでしやがれ。そういや、そろそろおめぇのばんじゃないのか？」柝間は言い返した。

　行く手を遮さえぎる若木を、柝間は切り倒たおしているところだった。幹の直径はせいぜい五センチほどだが、鉈なたで切るとなると、難なん渋じゆうする。それも、根元近くを切らないと意味がないので、狭せまい場所で身を屈かがめて鉈を振ふるわなければならない。

「教官どののご指示もないのに、そんなことができるわけないじゃないか、柝間隊員」火田はすましてこたえた。

「ふん、よくいうぜ。おめぇがいちばん教官を馬ば鹿かにしていたくせに」

　木が倒れた。

　そのむこうには茂しげみが広がっている。

　かつての畑のあとだ。人の背より高く雑草が生おい茂っているが、雑木の侵しん略りやくはおよんでいない。

「よし、小休止だ」高寺の声が響ひびいた。

　男たちは叢くさむらのなかで車座になった。

　柝間は坐すわりこんで、つらそうにぜいぜい息をしている。

「だらしないな、柝間」と同どう僚りようの土つち谷やにいわれても、黙だまっている。

「おまえは元気そうだな」高寺が土谷にいう。

「おかげさまで」土谷の口調はのんびりしていた。

「ばかもの。そんな答えかたがあるか。はい、とだけこたえればいいんだ。おまえと、それからおまえ」高寺は黒磯を指し、「いっしょについてきてもらおう」

　二人が短く、了りよう解かいを伝える。

「残りの者はしばらくここで待っていろ」高寺が命じた。「いっておくが、ここは敵地だ。警けい戒かいを怠おこたるな。おまえが待機グループのリーダーだ」

「わかりました、教官どの」指名された大鳥がかしこまってこたえた。

「いまのおれは教官ではない」高寺はこだわった。「おまえたちの指揮官だ。隊長と呼べ」

「失礼しました、隊長どの」

　高寺の背中が叢に消えるのを見届けてから、伏見が憎にく々にくしげに、「納なつ得とくいかないな、大鳥さんが人間ごときに命令されるなんて」

「われわれが参じるまで、美和さまはお独りでご苦労なさっていたんだ。それを思えばどうということはないよ」とりなすように、大鳥はいった。




　　　　＊




　一〇分後、高寺たちが戻もどってきた。

「目標はここから西南西約三〇〇メートル。すくなくとも、三人の立りつ哨しようがいる。建物のなかに何人いるかはわからない」高寺はいった。「作戦を説明する。二手に分かれる。仮にグループＡとグループＢと名づけよう」

　その場で組み分けがされた。高寺が自ら率いるグループＡには柝間、火田、伏見、若井の四人。したがって、グループＢには大鳥、黒磯、土谷、鳴なる瀬せが属し、リーダーには大鳥がなる。

　もちろん、特務社員たちに異論はない。大鳥と別グループにされた伏見だけは不満そうだったが。

「グループＢは陽動兼けん援えん護ごグループだ。目標を大きく迂う回かいして、建物の西北に進出。おれの指示にしたがって、攻こう撃げきしろ。立哨を倒すことだけを心がけろ。突とつ入にゆうはおれたちに任せておけばいい。合図をするまで建物に入るな。それから同士討ちに気をつけろ」

「了解しました」大鳥がグループＢを代表して告げた。

「これを最善の作戦と信じるが、本音をいうなら、心配だ。おまえたちに一通りのことを教えたが、せいぜい素人しろうとに毛の生えた程度だったからな。おまえたちに本物の戦士をつけてやれさえすれば最高だ」

「ご心配はもっともですが、機密を守るため、外部の人間を参加させるのは最小限にとどめるように、という会長のご指示ですからやむをえません」

「わかっている。おれでさえなにを奪うばうつもりなのか教えてもらっていないのだからな。いいかげん、教えろ。兵士は全員知っていて、指揮官だけが知らないというのは前代未み聞もんだ。指揮ができない」

「それは命令ですか？」と大鳥。

「そうだ、命令だ。兵士よ」

「指令書であります」ことさらの軍隊口調で、大鳥は教えた。

「指令書だと？」高寺は首を捻ひねった。こんな孤こ島とうに指令書があるという状じよう況きようが想定できないのだろう。「なんの指令書だ？」

「それは隊長どのが承知なさる必要はありません」

「命令でもか」

「いついかなるときでも、隊長どののご命令より会長の指示が優先するのであります」

「しょせんは部外者ということか。あの女め狐ぎつねめ」

「その女狐、とはだれのことでありますか、隊長どの？」表情にも口調にも感情はこもっていなかったが、それは明らかに詰きつ問もんであった。

「いや、忘れてくれ。これは命令ではなく、個人的な要望だ。よかろう、内容については知ろうとは思わない。だが、せめてどこにあるかは知らないと、指揮ができないぞ」

「われわれのグループに突入させていただけないでしょうか」大鳥は提案した。「そうすれば隊長どののお悩なやみも解決することでありましょう」

「だめだ」高寺はにべもなく、「突入には細心の注意を要する。経験がものをいうんだ。おまえには任せられない。いいから、いえ」

「金庫に入っているはずです」

「その金庫はどこにある？」

「そこまでは存じません。手て提さげ式しきの小さな金庫です」

「要はその金庫を奪だつ取しゆすればいいのだな」高寺はたしかめた。

「そのとおりであります」

「わかった」高寺は顔を綻ほころばせたが、すぐ真しん剣けんな表情になり、「作戦終しゆう了りよう後ご、おまえたち全員と対面できることを望むが、ひょっとするとそれは叶かなわぬかもしれない。だから最後のつもりでいっておく。おれはとある国で独立に命を懸かける若者を兵士に鍛きたえあげたこともある。やる気に燃えた連中だった。彼らに比べてさえ、おまえたちの兵士としての素質は優ゆう秀しゆうだ。飲みこみが早い。すこしとっぽいやつもいるが、平和ボケしたこの国にはもったいないぐらいの人材だ。おまえたちを教育し、指揮するチャンスをもらったことをおれは誇ほこりに思っている。そのことだけは憶おぼえていてくれ」

　隊長の熱弁をききながら、火田をはじめ数人は唇くちびるの端はしだけで嗤わらっていた。

　たしかに彼らが銃じゆう器きで、つまり人間の武器で戦うのははじめてだ。だが、命のやりとりには慣れている。戦いこそが彼らの生まれた理由なのだ。高寺が馴な染じんだ類たぐいの戦場にはこれまで縁えんがなかったが、その代わり彼には想像もできないような数あま多たの戦場を疾しつ駆くしてきたのだ。

「おまえたちはチェリーだが、とびっきりテクニシャンのチェリーだ。ダッチワイフ相手なら、たっぷり経験をつんでいる。せいぜいやつらをヒイヒイいわせてやれ」数人の口元にへばりつく冷笑に気づかず、高寺は大鳥たちを激げき励れいした。「よし、グループＢ、ゴー」

　大鳥たちが叢くさむらのなかに消える。

「さあ、おれたちも行くぞ」高寺が指示を下した。

　中ちゆう腰ごしになって叢のなかを進む。

「弾たまに中あたれば死ぬぜ、伏見ちゃん」火田が、隣となりを進む同どう僚りように小声で話しかけた。「ここにはフィールドが張られていないんだからな」

「わかってるよ、そんなこと」むっとしたようすで伏見がこたえる。

「こんなところで死ぬなよ、伏見ちゃん。楽に死んでもらっちゃつまらないからな」

「ふん」伏見はそっぽをむいた。

　やがて、無人島には似つかわしくない、真新しい建物が見えてきた。

　平屋で、それほど大きくない。だが、むき出しのコンクリートが堅けん牢ろうさを誇こ示じしていた。建物というよりトーチカという印象だ。

　建物の真正面に回りこむ。

　先頭を行く高寺が無言で、停止の合図をした。

　グループＡが静かに止まった。

　立りつ哨しようは少なくとも三人ということだったが、出入り口の扉とびらを守っているのはひとりだけだ。

　コーカソイドである。あたりを警けい戒かいするようすが物慣れしている。高寺と同じ種族の人間──傭よう兵へいだろう。

　空は蒼あおく、雲は少ない。雲の動きが速いので、上空では風が強く吹ふいているのだろうが、地上ではごく穏おだやかに草を揺ゆらすだけだった。その微び風ふうは濃のう密みつな潮の香かおりを含ふくんでいる。

　昼ひる寝ねにはうってつけの午後だ。

「位置についたか？」高寺がトランシーバーに囁ささやく。大鳥の返事があったのだろう、彼はうなずいて、「攻こう撃げき準備。待機せよ」

　高寺が中指と人差し指を立て、ちょんちょんと前へ振ふる。

　ゆっくり前進しろ、という合図だ。

　草を揺らさないのは不可能だが、風のせいと見誤らせることはできる。五人は自らの存在を主張しないよう、静々と目標の建物に近づいていった。

　ふたたび停止。高寺の手の動きが、あらかじめ定められた攻撃準備の合図を送る。

　グループＡの特務社員たちは銃じゆうをコッキングし、セレクタ・レバーをフル・オートにセットした。

　ふたたび合図。茂しげみに隠かくれることのできるぎりぎりの位置まで前進し、伏ふせていろ、という指令だ。

　グループＡの隊員が位置についたのを確かく認にんすると、高寺はふたたびトランシーバーをとりあげ、「攻撃開始」と呟つぶやいた。

　静せい寂じやくが破られた。

　世界中の兵士に愛され、また憎にくまれているベストセラー──ＡＫＭアサルト・ライフルの発射音が見捨てられた島の大地にこだまする。

　金属製のドアが開いて数人が飛び出してきた。一人残らずプロなのだろう、慌あわてふためいたようすは微み塵じんもなく、グループＡの潜ひそむ叢を警戒しつつ、移動している。

「ファイア！」高寺が叫さけんだ。

　グループＡのＡＫＭがいっせいに火を噴ふいた。

　守備側の兵士たちも即そく座ざに反はん撃げきした。特務社員たちの射しや撃げきの腕うでが並であったなら、彼らにも大いにチャンスがあったはずだ。

　だが、歴戦の高寺でさえ舌を巻いた狙そ撃げき能力は伊だ達てではなかった。

　外にいた兵士たちは一いつ瞬しゆんにして着実に息の根を止められた。

「つづけ！」高寺が駆かけだした。

　ドアのそばにたどり着いた伏見が閃せん光こう弾だんを投げ入れる。

「ゴー、ゴー、ゴー！」高寺が指示する。

　チームのなかでいちばん興奮しているのは、彼のようだった。

　若井を出入り口の警戒に残し、ほかの四人は建物の奥深くへ侵しん入にゆうする。

　銃じゆう火かが交こう錯さくしたのは、ほんの数十秒のこと。決着はあっという間についた。

「そっちはどうだ？」高寺が大鳥にたしかめた。

「クリア」トランシーバーから大鳥の声がかえってくる。

「よし、合流しろ。警戒を怠おこたるな」高寺は顔をあげ、建物のなかにいる面々を見た。「負傷者はいないか」

「左ひだり腕うでを削けずられました」若井が申告した。「しかし、掠かすり傷です」

「ほかには？」

　だれも声をあげなかった。

「死者〇、軽けい症しよう一か。これほどとは思わなかったぞ」高寺は感かん嘆たんした。「指令書とやらは確保したか」

　柝間が無言で手提げ金庫を持ちあげた。

「そうか」関心なさそうに高寺はうなずいた。心なしかその表情は寂さびしげだった。

　ふいに死体のひとつの傍かたわらに跪ひざまずき、高寺は驚おどろきの声をあげた。「エド・フィッツロイじゃないか。昔、いっしょに戦った仲だ」

　特務社員たちは表情ひとつ変えなかった。
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「おまえたちは知らないだろうが、凄すご腕うでの傭よう兵へいだぞ」その無反応振ぶりに苛いら立だったのか、高寺は声を荒あらげた。「こんな連中まで雇やとうなんて、いったいおまえたちの敵は何者なんだ？　企き業ぎよう間かん競争も激しいんだな。いや、本当にこいつらはどこかの会社に雇われたのか？」

「紛まぎれもなく、彼らの雇い主は企業ですよ」戸口から大鳥の声がかえってきた。

　グループＢが戻もどってきたのだ。

「ふうむ。信じられん。おまえたちの会社も相当のイカレポンチだが、相手もばかげているな。作戦上必要はないが、よかったら教えてくれないか」

「イフカというんです」

「イフカ？」高寺はふっと笑い、「それはおまえたちの会社だろう。おれの雇い主だ」

「その認識は正しくあります、教官どの」大鳥は柝間から金庫を受け取りながら、「しかし、彼らの雇い主もわが社ですよ。ですから、この金庫の鍵かぎもわたしが持っています」

　高寺は、大鳥が金庫の番号錠じようを合わせ、鍵を開けるのを驚きつつ見つめた。「どういうことだ？　まさか社内派は閥ばつのあいだの闘とう争そうごときで実弾を使ったというんじゃないだろうな」

「とんでもない。わが社は会長のもと、一丸となっております。派閥などありませんよ」大鳥は金庫から封ふう筒とうを取り出した。封筒のなかから紙片を引っ張り出し、一読する。「残念ですね。高寺さん」

　教官とも隊長とも呼ばれなかったが、高寺はそのことに気づきもしなかった。「なにが残念だ？」

「さきほどのご要望をわたしはきくつもりがなかったのですが、そういうわけにも参らないようです」

「おれがなにを要望したかな」

「会長を女め狐ぎつねと呼んだことを忘れるように、とのご要望です」

「ああ、あれか」大鳥のことばになにやら不ふ吉きつな色合いを感じながら、高寺はじりじりと移動した。戦いになったとき、有利な場所へ。「それはつまり、ああ、忘れてくれる、ということか？」

「そうです、憶おぼえていてもしかたありませんから」大鳥は紙片を差し出した。指令書だ。

「読んでもいいのか？」

「かまいませんとも」大鳥は慇いん懃ぎんな笑えみを浮うかべた。

　高寺は指令書を受け取り、読んだ。

　そっけないプリンターの文字が並んでいる──訓練終しゆう了りよう。不要となった機材を処分し、帰き還かんせよ。

「訓練？　訓練とはなんのことだ？」

「この作戦ですよ。われわれにとって、きわめて実戦的な訓練でした」

「馬ば鹿かな！　エドは……、こいつらはみんなプロだ。おまえたち社しや畜ちくの訓練に命を懸けたっていうのか!?」

「彼らも、訓練とは知りませんでしたよ」

「おまえら、いったい……」高寺はことばを失った。

「そして、ご要望をきかざるをえないというのは」大鳥はいった。「処分された機材に罰ばつを与あたえることができないからです」

「それはどういう……」

「おれがやってもいい？」伏見がいった。

「ああ」

　大鳥がうなずくと同時に、伏見のＡＫＭが咆ほう哮こうし、歴戦の傭よう兵へいの肉体に弾だん丸がんを送りこんだ。
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　この世にもし不条理ランキングというものがあったら──隆生はつらつら考えた──見知らぬ土地に無理やり連れて行かれて、穴を掘ほらされるというのは何番目ぐらいに位置づけられるのだろう？

　たぶん、たいしたことはないだろう、その穴に自分が生き埋うめにされる予定でもない限り。世間に不条理な話はいくらでもあるのだ。

　だが、穴を掘っている横にこんなものがいるとしたら、話はちがってくるのではないか。上位ランキング入りを望めるはずだ。

　隆生は傍らの物体を一いち瞥べつした。

　それは土つち饅まん頭じゆうに似ていた。下部に脚あしが無数に生え、上部には手が生えている。

　そう、グリーン・ハイツに現われた化け物、幽ゆう霊れいの集合体である。

　これと戦ったのが、遠い昔のように思える。ほんとうは一週間ほどしか経たっていないのだが。

　とりあえず、いまは敵意がないらしい。

「やってられるか！」隆生はシャベルを投げ出し、穴から這はい出した。「今日も無む駄だな労働をしてしまった」

　どう考えても、自分が穴掘りなどしなくてはいけない義理はない。成果がないならなおさらだ。

「いけないよ、怠なまけちゃ」幽霊のコンが集合体から上半身だけを突つき出していう。「さっさと仕事を終わらせて、戻ってもらわなきゃ、大迷めい惑わくだ。あたしはこう見えても、町育ちなんだよ。こういう田舎いなかにいると、なんだか肥こえくさくなっちまうような気がするんだ」

「だったら、戻ればいいだろう」隆生は言い返した。

「そういうわけにはいかないじゃないか」コンは反論する。「だっていまのあたしらはおまえに憑ついているんだから」

　隆生は悪夢のような現実を直視させられた──そうだ、おれは取り憑かれているのだ。

「それがよくわからない。前から訊ききたかったんだけど、なぜあんたら人や場所に憑くんだ？」

「なんだ、おまえ」コンは呆あきれたように、「専門家ぶっているくせに、そんなことも知らなかったのかい」

「ぶってるわけじゃなくて、おれは専門家なんだ」隆生は訂てい正せいした。

「そうかい」コンはせせら笑う。

「いや」きゅうに自信が萎しぼむように感じて、「理論じゃなくて、経験で仕事するタイプだから」

「その経験もたいしたことないんじゃないか」

「まあ、それはそうだが……」隆生はしぶしぶ認めた。

「気持ち悪いんだよ」

「そこまでいうことないじゃないか」隆生はむっとした。

「ちがうよ。あたしらが人や場所に憑く理由だよ」コンは説明した。

「気持ち悪いから憑くわけ？」

「ああ、逆だよ。気持ち悪くないから憑くんだ」コンは説明した。「たとえばあんたが野っ原、歩いてるとするだろ。雨が降ってくるじゃない」

「とは限らないと思うけど」

「だから、喩たとえだよ、喩え」コンは苛いら立だったようすで、「べつにおまえが雨男だといいたいんじゃない」

「ああ。それで？」

「それで、おまえならどうする？」

「傘かさを差す」と即そく答とうする。

「もっともだね。でもさ、傘がなかったらどうする？」

「雨宿りできる場所でも探すかな」

「そう、それ。つまりはそういうことなんだよ。あの家っていうより、場所なんだけど、あそこは濡ぬれなくてすむ場所なんだよ。いってみりゃ、枝が張って、みっちり葉っぱの茂しげったでっかい木のしたみたいなところなんだよ」

「じゃ、おれは傘か？」

「まあ、そんなところね」

「そうか……」隆生は複雑な気分だった。

「なに、浮うかない顔、してるのさ？」

「いや、喜んでいいものかな、と思って」

「あたしなら、喜ばないねぇ。どっちかってぇと、生きていたころなら、悲しむね。だって幽霊に取り憑かれやすいんだよ。たいした災難だ。なぜ喜ぶんだよ？」

「そりゃ、あんたは退たい魔ま師しじゃないからね」と指し摘てきした。

「ああ、つまりは金になるからいいんだ」コンは納なつ得とくしたようだった。

「いや、そんなことより、どうして気持ち悪いのか、教えてくれ」

　コンはきょとんとした表情で、「わからないよ、そんなこと。おまえはなぜ濡れると、気持ち悪い？」

「うう」隆生は唸うなった。「じつをいうと、雨に打たれるのは嫌きらいじゃない。あとで風邪かぜをひくのがいやなだけで。それに、着き替がえをあんまり持ち合わせていないんだ」

「それと同じ。いや、着替えは関係ないけどね。なんだが、身体からだに悪い気がするんだ」

「身体なんてないくせに」

「おお、賢かしこい小こ僧ぞうさんだねぇ」コンは気を悪くしたようだ。

「悪かった」ここは素す直なおに謝っておいた。なんといっても、いまは教えてもらう立場なのだ。
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「まあね、身体にっていうのも変だけれど、気分が悪いんだ。自分が消えてしまうような気がするんだよ」

「存在が希き薄はくになるってことか」

「ははっ。おまえ、見み掛かけによらず学があるじゃないか」

「学歴なんかないよ」隆生は否定して、「それで、ほんとうに消えてしまうのか」

「おまえさ、頭でもお腹なかでもいいけど、身体のどこかが痛くて痛くて、このままじゃ死んじまいそうだってときに、『こりゃあ好都合だ、この際、ほんとうに死ぬかどうか試ためしてみよう』なんて考えるのかい？　あたしならそんなことしない。試したことないよ」とコンはそっけなかったが、ふと真しん剣けんな目つきになった。「もしもそうだったら、おまえ、どう思う？」

「どうって……？」コンの口調に詰なじるような響ひびきを感じて、隆生は構えた。

「おまえ、かわいそうな幽ゆう霊れいを雨宿りしている場所からずいぶんたくさん追い出したんだろう」

「いや、それほどたくさんは」隆生は謙けん遜そんした。

「まあ、数なんかどうでもいいさ。とにかく、おまえは追い出したんだ」

「まあ、そうだな」

「あたしらのことも追い出そうとした」

　同意するかのように、幽霊の集合体が身体を揺ゆさぶる。

「ああ」噓うそをついてもしかたがないので、うなずいた。

「それでさ、あんたに追い出された連中は消えてしまったのかもしれないんだよ。あたしらもそうなったかもしれない」コンは追い討うちをかけた。「そのことをどう思うのかって、尋たずねているのさ」

「しょうがないだろう。仕事だ」隆生は弁解した。

「そんな理り屈くつがあるものかね。仕事なら人を殺してもいいっていうのかい」

「いや、殺人は法で禁じられているだろう」いってしまってから、良心がちくちくと痛んだ。

「あんたねぇ」蔑さげすみきった口調で、コンは、「人間、法の網あみをかいくぐるようになっちゃおしまいだよ。法だのなんだのの前に道徳というもんがあるだろう。恥はじを知りなよ。まったく情けない男だねぇ」

「あんたにいわれる筋合いはない」隆生は反発した。

「年寄りのいうことはよくきくことだよ」

　隆生はコンを睨にらみつけた。「年寄りらしく見てほしいなら、そんな若い格好をしてこなければいいじゃないか」

「しょうがないだろう、あたしは若くして死んだんだから」

「コンさんって、いくつで死んだの？」

「花も恥はじらう一七の時さ」

「じゃあ、今のおれより人生経験がないじゃないか」隆生は非難した。

「ははぁ、小僧さんがふくねぇ。あたしはおまえらみたいなふにゃふにゃした人生は送っていないよ。これでも、子どもがいたんだ。子どもを産んだときに死んじまったんだけどね。昔の人生はもっと濃こかったんだよ」

「おれだって、それなりに苦労しているよ」

「そうかね」

「だいたい、それなら、せめて和服でも着ていたらどうだ？　やけに現代的なファッションじゃないか」

「いいだろう、着るものぐらい、好きにさせてくれたら」

「好きなんだ」

「ああ。昔、あの家にいたお嬢じようちゃんが着ているものを真ま似ねさせてもらっているんだけれどね、なかなか動きやすくていいよ」

　動きやすいもなにも、幽霊なら関係ないじゃないか、と思った。なによりいまのコンは集合体の一部なのだ。服装で動きやすさが変わるとは思えない。

　隆生はわざと木のあいだを通り抜ぬけた。

　重たげな身体を何本もの脚あしで支える集合体は律りち儀ぎについてくる。ここ一週間、いっしょに過ごしてわかったことだが、この幽霊どもには人間と変わらぬ知性があるが、集まるとかなり頭が悪くなるらしい。このあたりは人間の場合もたいして変わらないのかもしれない。

　隆生の企たくらんだとおりになった。集合体は木に引っかかり、身動きがとれなくなった。

「待ちなよ、この根こん性じよう悪わる！」コンが罵ののしった。

「ばらけりゃいいじゃないか」

「あんたの傘かさは狭せまいんだよ。ばらけると、濡ぬれてしまう」

「すこしでも濡れると、だめなのか」もしそうなら悪いことをした、と隆生は後こう悔かいした。

「そんなことはないよ」

　物体が分解し、幽霊たちに分かれた。分かれたばかりの幽霊には明確な姿形がない。不定形のなにか柔やわらかいものがぷるぷると震ふるえて人間の姿になる。

　吐はき気けがしそうな風景だ。何度見ても胸くそが悪い。

　隆生は目を逸そらせた。

　隆生たちの姿を見つけたらしく、結宇が駆かけてくる。「あの、ご飯、できたみたいですよ」

「はあ、ありがとう」隆生はあいまいな気分でうなずいた。

　たしかにここは礼をいうべきシチュエーションなのだが、どうも世界が自分に対する悪意に満ちているように思えてならないのだ。

「どうかしたんですか？」なんの屈くつ託たくもなく結宇が首をかしげる。

　化け物が幽霊の集団に変わるところも目にしていたはずなのに、たいして気にしていないようだ。もちろん、はじめてではない。だが、最初に見たときも、口を手で覆おおったぐらいで、女子中学生らしい反応はなかった。彼女が気絶したときに備えて、すぐ身体からだを支えられるよう準備していたというのに。

　その前に、幽ゆう霊れいが手足の生えた土つち饅まん頭じゆうになるところを見ていたせいもあるだろうが、拍ひよう子し抜ぬけした。

　順応性の高い子だな──隆生は思った。まだ子どもだからだろうか。すこし羨うらやましい。

「ちょうど行こうと思っていたところなんだ」

「ああ、あたしらは要いらないからね」とコン。

「当たり前だ」隆生は呟つぶやいた。

「なにが当たり前なのさ」

「幽霊が物を食うなんてことがあっちゃいけないんだ」隆生は断言した。

「おまえ、さっき、物知らずなことを自分でばらした癖くせに、そんなことをいっているのかい」

「じゃあ、食べるのか？」

「さあ、あたしは死んでからこっち、やったことがないね。あんたたちはある？」コンが幽霊たちに訊きくと、彼らはいっせいに首を横に振ふった。

「まあ、こいつは試ためしてみるのもいいかもね」

「なあ、あんたたち、いったいどういうつもりなんだ？」隆生は尋ねた。

「どういうつもりって？」

「なんの疑問も持たないのか？」

「疑問なんて持ってもしょうがねぇだろう」男性の幽霊が屈託なくこたえた。「まあ、長い人生、いろいろあったほうが面おも白しろいさ」

「死んでいるくせに」

　自分が順応性の低い特とく殊しゆな人間であるような気がして、隆生は憂ゆう鬱うつになった。だが、すぐ気をとりなおす。幽霊や自じ称しよう神さまを基準にするのが間ま違ちがっているのだ。

「なにやっているのよ」楓が駆けてきた。「せっかくつくったんだから、あったかいうちに食べてよ」

「滋也さんは？」

「相変わらず」楓はこたえた。

「まったくなんでおれにばっかり労働させるんだ？」不満はもう頂点にのぼっていた。いや、これが頂点であってほしいと隆生は願った。これ以上の不満があったら、とても耐たえられそうにない。

「忙いそがしいんだって」

「どうせ本を読んでいるだけなんだろう」

「パソコンもいじっているけれど。面白いみたい」

「おれのパソコンだ！」

「ほかにないんだから、しょうがないでしょう」

　滋也はコンピュータのお勉強ちゅうだ。もちろん、パスワード破りのためである。べつに代わってほしいとは思わない。辛しん気き臭くさく技術書と睨にらめっこするよりは、身体を動かしているほうが自分にむいているはずだ。

　だが、どうにも不公平だと思う。

「自称神さまなんだからそれらしくしていればいいのに」

「らしく、らしくって、おまえ、意外と頭が固いね」とコン。「意外でもないか」

「悪かったな」

　隆生は歩き出した。

「あんた、またツユネブリ、抱かかえているの？」隆生と並んで歩きながら、楓は結宇にいった。

「だって、兎うさぎは寂さびしいと死んでしまうんですよ」結宇は説明した。

「そいつが寂しくて死ぬようなタマか」楓は鼻を鳴らした。

「でも……」

　楓はツユネブリの顔をのぞき込んで、溜ため息いきをついた。「まあ、今のこいつはそうかもしれないわね」

「そうですよ」

　なぜか楓は非難がましい目で隆生を見た。

「なんだよ……」

「べつに」楓は目を逸らした。

「きみははっきりいうタイプだと思ったけれどな」

「とんでもない」楓は断固たる態度で、「あたしは思ったことの十分の一もいわない。いや、百分の一かも。もし思ったことを全部いっていたら、朝から晩までずっと早口で喋しやべりつづけなきゃ」

「ああ、わかります、それ」と結宇。「ときどき、あたしもそんな気になること、あるんです。お父さんと話していると……」なにかを思い出したらしく、結宇は目を潤うるませた。

「泣かせた」隆生はほくそ笑えんだ。このせりふを楓にむかっていえる日を待っていたのだ。

「あんた、人の心がないの？」

「えっ？　なんで？」

「女の子が泣いているのに、なに嬉うれしそうな顔をしているのよ」

「いや、それは……」こういう切り返しかたがあるとは気づかなかった。

　楓はじっと見つめている。

「いや、なんでもない」

「あんた、はっきりしないわね」

「わかっている」

「わかっているなら、なんとかしたら？　いらいらする」

「断る」隆生は思いの丈たけをぶちまけた。「そんなことしていたら、朝から晩までどころか、一日四八時間、喋っても足りるものか」

「一日は二四時間しかないです」泣きやんだ結宇が指し摘てきした。

「そんなことは」わかっている、と怒ど鳴なりかけて隆生は思いとどまった。また泣かせてしまうことを恐おそれたのだ。じっさい、結宇はもう怯おびえて肩かたをすくめている。「とにかく、それだけいいつづけても、話しきれないってことだよ」

　そうだ。いいたいことは山ほどある。

　だが、人間、あまりに理り不ふ尽じんな目に遭あうと、つい抵てい抗こうするのを忘れてしまうらしい。正気をとりもどしたときには、往々にして時機を逸いつしている。

　隆生は一週間前の出来事を振ふり返った。




　　　　＊




　結宇がグリーン・ハイツにやってきた翌日のことである。

　朝、滋也と楓に叩たたき起こされた。

「もう一〇時、回っているのよ。いつまで寝ねているのよ」楓が非難した。

　枕まくら元もとの時計を見て、彼女のいうとおりだと知ったが、まだ起きるつもりにはなれなかった。

　前の晩はずいぶん遅おそくまでがんばったのだ。結宇の持ってきたデータＣＤと格かく闘とうしていたのである。結宇は早々に眠ねむってしまったが、彼女の思いついた手がかりをもとにして、いろんなパスワードを試ためしてみたのだ。

　けっきょく、努力はむなしかったが、眠りに就ついたのは空が白みだしたころだった。

「もうちょっと寝かせてくれ」隆生は懇こん願がんした。

「起きてください」滋也がいう。

　隆生はいやいや上半身をベッドのうえに起こした。

「行かなくてはならない場所があります」と滋也はいった。

「そうですか」朝日が眩まぶしくて目を細めながら、隆生はこたえた。

　べつだん異議はなかった。どこへ行くつもりかは知らないが、滋也と離はなれることが寂しいわけではない。彼のことは決して嫌きらいではなかったが、二度と会えないとわかっても、それほど悲しまなくてすむ自信があった。

「きみもいっしょに行くの？」と楓に訊きいてみる。

　うなずく楓を見て、すこし残念な気がした。とはいえ、落ちこむまではいかない。

　あのうまい料理が、すくなくとも当分、味わえなくなってしまうが、さいわい外食するだけの経済的余よ裕ゆうはできた。たしかに、楓の手料理に匹ひつ敵てきするだけの味を出せる店は滅めつ多たにあるものではないが、もともと隆生はグルメというわけではない。ちゃんと味がついていて、量があれば満足だ。

「村西くんもいっしょです」滋也がいった。

　村西ってだれだったっけ、と寝ぼけた頭で一〇秒ほど考え、結宇のことだと気づいた。

　当然のことだ、というのが隆生の感想だった。ショックはない。むしろ、中学生をひとりでおいていかれるほうが困ってしまう。隆生に彼女の面めん倒どうを見なければいけない義理はないが、経いき緯さつからいって無視はできない。隆生は自分のことをわりといい人だと信じているのだ。

「ツユネブリもね」と楓。

　楓のペットについては、まあどうでもいい。はじめてあったときに比べれば、昨日のツユネブリはずいぶん兎うさぎらしくなり、かすかな愛情も湧わいているのだが、自分で世話をしてみたいと思っているわけではない。

「みんなの支し度たくはもう整っています」と滋也。

「ああ、行ってらっしゃい」隆生は目を閉じかけた。「お見送りはしなくていいですね」

「もちろん、きみは見送りなどできませんとも」

　できない、ということばが引っかかった。

　だが、どういう意味なのかを訊くのが恐ろしかった。

「きみも早く支度をして、食事してください」滋也が隆生の恐れを現実化した。

「順番は逆のほうがいいわ」と楓。「早く食べないと、お味み噌そ汁しるが冷めちゃうし、あんたが支度しているあいだに後かたづけができるから」

　隆生はふたりの顔を交こう互ごに見た。それからゆっくり息を吸った。「おれも行くんですか？」

「当たり前でしょう」こともなげに滋也はいった。

「いったい、どこへ？」

「幹みき芽め山やまというところです」

　きいたこともない地名だった。「それ、どこらへんなんですか？」

「現在の行政区分でいえば、静しず岡おか県けんですね」

　予想していたよりは近い。だが、散歩で行けるような距きよ離りでもない。「なにをしに行かなきゃいけないんですか？」

「お金をおろしに、です」滋也は説明した。「まだ相手の目的がわかりませんが、守りは固めておく必要があります。そのためには先立つものが必要です」

「そんなの、そこらのコンビニのＡＴＭでやればいいじゃないですか」

「残念ながら、そうはいかないのです」

「じゃあ、駅前の銀行で」

「ですから、銀行に預けてあるのではないのです」

「まさか、その幹芽山とやらに埋うめてあるんじゃないでしょうね」

「よくわかりましたね。そのとおりです」

　隆生は脱だつ力りよくした。「神さまが銀行に金を預けちゃ、らしくないってことですか」

「なぜです？」滋也は不思議そうに、「預けていますよ。ただ、口座にあるぶんでは足りないのです」

「知ったこっちゃない」隆生は宣言した。「行くのは勝手ですけど、自分たちだけで行ってください。おれはつきあわない」

「いったでしょう、きみを独りにしておくわけにはいかないんです」

「ご心配、どうも。でも、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「なにを根こん拠きよにいっているのよ」呆あきれたように楓がいった。

「あんたたちこそ、なにを根拠におれのことを心配しているんだ？　保護者気取りはやめてくれ」隆生はいいつのった。「おれには大事な仕事があるんだ。はじめて摑つかんだ大仕事だぞ。またとないチャンスなんだ。いま、ここを離れるわけにはいかないじゃないか」

「なるほど」滋也はうなずいた。「じゃあ、仕事を持っていけばいいじゃないですか」

「なにをいっているんです、書類仕事じゃあるまいし。念のためにいっておくけど、このアパートを除じよ霊れいするのがおれの仕事ですよ。持っていけるわけないでしょ」

「そうとも限らないでしょう」

「どうやって!?」

「なんとかなるでしょう」

「はあ」隆生は挑いどむような気分で、「わかりました。持っていけたら、いっしょに行きます。約束しますよ。持っていけるもんならね」

「では、なんとかしましょう」滋也は請うけ負った。

「とにかく朝ご飯食べてよ。片づかないでしょう」と楓。

「では、そういうことで」滋也はうなずきかけながら、「ぼくはちょっとここでなんとかします」

「ええ、ええ。ご自由に」投げやりな気分で隆生はいった。

　朝食は味気なかった。楓がいい加減につくったわけではないのだが、隆生の身体からだが目覚めていなかったのだ。

　ようやく卵焼きの味が舌を楽しませはじめたころ、滋也が降りてきた。

「なんとかなりましたか？」なるべく皮肉にきこえるように努力しつつ、隆生は尋たずねた。

「ええ」

　幽ゆう霊れいの気配が部屋に充じゆう満まんしてくる。

「一気に祓はらえ、というんですか」

　これが滋也の解決法か──隆生は暗あん澹たんとした思いだった。これだけの数の幽霊を追い出せるなら苦労はしない。

「いや、なんかおまえについていけってことらしいよ」幽霊の代表のつもりなのか、コンが告げる。

「付いてくる？」

「そう、憑ついていけって」

「あとはきみがここから離はなれれば、とりあえず大家たちのご依い頼らいは果たせるのではありませんか」晴れやかな笑え顔がおで滋也はいった。

　隆生はついうっかりうなずいてしまった。




　こうして、グリーン・ハイツに巣くっていた幽霊たちは、隆生に憑いた。

　退たい魔ま師しが取り憑かれるなど、外聞の悪いこと甚はなはだしい。

　幹芽山への道中はたいへんだった。なにしろ幽霊の気配が充満している。しかし、人目の多い場所で霊を実体化させてしまっては一大事である。

　たくさんの幽霊を引き連れ、しかもそれを意識しないようにするというのは、隆生にしてもはじめての経験で、すべてが夢のなかの出来事のようだったのだ。それにそのときにはなぜだかわからなかったが、幽霊たちの気配が絡からみついてきた。しがみついてくるような感じだ。普通にしていたら、いやでも意識せざるをえない。

　駅や電車のなかではゲームもできない。たとえ携けい帯たい用のゲーム機を買っても、歩きながらはできない。しかたなく、気を散らさないために、原始的な方法をとった。ひたすら数を数えたのだ。傍はた目めには異様に映ったことだろう。じっさい、子どもに指をさされた。

　新しん宿じゆくで電車を降りたときには、五二一七と呟つぶやいていた。静岡へ行くのに、なぜ新宿で降りるのだろう、という疑問を心に浮うかべる余よ裕ゆうすらなかった。

　滋也に導かれるままに、隆生は人ごみの中を覚おぼ束つかない足取りで進んでいった。

　まったく歩きにくかった。五五四七と五五四八のあいだに、平日の昼間にこの連中は何をやっているのだろう、と考えた。

　行き先はデパートだった。

　アウトドア用品の売り場へ連れていかれた。

　ツユネブリの入ったケージを手に提さげている滋也の横で、隆生は懸けん命めいに数を数えていた。まるで大観衆の注目する舞ぶ台たいのうえでトイレへ行くのを我が慢まんしているような気分だった。

　そのあいだ、楓と結宇は買い物をしていたらしい。

「ちょっとお金、貸して」と楓がいった。

　増大していく数字に意識を集中していた隆生は、なにをいわれたかよくわからなかった。

　呆ぼう然ぜんと彼女の顔を見つめながら、「八六六九、八六七〇、八六……」と呟いた。

　もどかしげに楓は、隆生のポケットをまさぐり、アルカディア不動産からの前まえ払ばらい金きんで分厚くなった財さい布ふを引っ張り出した。
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　そのあと、なぜか重いリュックサックをしょわされた。中身はもちろんデパートで買ったものだろうが、数を読むのに忙いそがしくて、なにを買ったのかは見ていなかった。

　静岡県というのは冗じよう談だんで、これで許してもらえるのかな、と思ったが、淡あわい期待は見事に裏切られた。

　東京駅から新幹線に乗り、さらにローカル線に乗り換かえて、鄙ひなびた駅に着いた。

　鄙びているといっても、駅前にタクシー乗り場がある程度には開けている。

　四人と一羽はタクシーに乗った。隆生は二三六八七と呟きながら、車に乗りこんだ。

　助手席に収まった滋也が行き先を告げる。「幹芽山の岩いわ御み座くら神社へ行ってください」

「お客さん、よく知ってますね」年ねん輩ぱいの運転手は驚おどろいたようだった。「いまじゃ、地元の人間でも知りませんよ。ドライバー仲間でも知っているのはめったにいない。わたしぐらいのもんじゃないですか。お客さんは運がいい」

「それはよかった」

「けれど、途と中ちゆうまでしか行けないと思いますよ。車が入れる道がないはずなんで。わたしもずっと行っていないから、よくわかりませんがね。それでもいいですか」

　滋也がうなずくのを確かめて、運転手は車を発進させた。

「参拝客が少ないのですか？」滋也は穏おだやかに訊きいた。

「少ないもなにも、もう宮ぐう司じさんもいませんよ。参拝客なんかいるはずがない」

「それは残念ですね」

「ところで、お客さんたち、なんで岩御座神社なんかに行くんですか？　どこかの大学の学生さんですか」

「そうではありません。ちょっと神社に縁えんがあるものです」と滋也。

「はあ」運転手は納なつ得とく顔がおで、「昔の宮司さんのご親しん戚せきかなにか」

「そのようなものです」

「神社を再興してくれるんですかね」

「そういうわけではありませんが」

「残念ですな。この町は観光名所もなくて。わたしらが子どもの時分にゃ、遠足といやぁ、その神社で……」運転手は話し出したら止まらないタイプらしかった。

　相手をするのは滋也に任せて、隆生はうつむき、数を数えていた。部外者はひとりしかいないとはいえ、驚かれると面めん倒どうだ。なにしろその部外者はハンドルを握にぎっている。だいいち、これだけ多くの幽ゆう霊れいが実体化すれば定員をオーバーしてしまう。

　タクシーが信号待ちをしたとき、運転手は後部座席の隆生を振ふりかえった。「お客さん、だいじょうぶですか？　気分でも悪いんじゃ？」

「二九二四六」と隆生はこたえた。

　運転手のことばどおり、舗ほ装そう道路は途中までだった。そこから先は細い山道がつづいている。

「もうそろそろいいんじゃないですか？」歩きだして一〇分ほどすると、滋也がいった。

「三一〇〇一？」

「もうまわりに他人はいませんよ」

「三一〇〇二！」

　たしかにここでなら、幽霊が実体化しても、パニックになる心配はない。

　隆生が数えるのをやめたとたん、幽霊の気配が濃のう密みつになった。

　気配から気を逸そらすのには慣れているはずだが、緊きん張ちようがゆるんだせいか、彼らの存在を意識してしまう。

　たちまちコンをはじめ数体の幽霊が実体化する。

「根こん性じようが悪いね。どうせなら、ずっと持っていってくれればいいのに」コンが文句をいう。

　隆生は無視した。

「うう。狭せまいな」べつの幽霊がいう。

「なにが狭いんだ？」と訊いたが、今度は隆生が無視された。

　幽霊たちがなにごとか相談をはじめ、やがて土つち饅まん頭じゆう型の集合体になった。

　隆生はむしろ安心した。万が一、だれかに目もく撃げきされたとしても、これなら幻げん覚かくだと思ってくれるだろう。

　幽霊には怖おじなかった結宇がさすがに、悲鳴をあげた。

「我慢してやってね」楓が結宇の肩かたを叩たたき、「悪気はないと思うの、たぶん」

「ええ。楓さんがそういうなら」結宇は楓に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおいているようだった。

　隆生は背負わされたリュックの重みにはじめて気づいた。喉のどもからからだった。

　それからさらに三〇分あまりも歩き、ようやく目的地に着いた。

　朽くちかけた神社だ。鳥居がなければ、神社とはわからなかっただろう。生おい茂しげった雑草を搔かき分け、社しや殿でんにあがりこむ。正確にはかつて社殿だったものだ。

「ここに住むつもりなんですか？」隆生は尋たずねた。

「できれば今日のうちにも帰りたいのですが、用事が済まなければとうぶんここに滞たい在ざいすることになります」こともなげに滋也はこたえた。

「おれはごめんですよ。そりゃ、滋也さんたちは自じ称しよう神さまなんだから、神社に住むのも当然かもしれないけれど、おれはただの人間だ」

「ぼくの宮はグリーン・ハイツです。ここに泊とまるにしても、仮の宿ですよ」

「キャンプみたいで楽しいです」と結宇。

　キャンプということばをきいたとき、隆生はなにかろくでもないことがあったような気がした。この罪のない単語が忌いまわしい記き憶おくとつながっているようだ。

　なんだろう？──考えていると頭痛がしてきた。額に手を当ててみたが、やはり思い出せない。

「キャンプはいいけど、雨あま漏もりがしそう」楓は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「修理するのはおれか？」隆生はぎょっとした。

「きみにそんなことをしていただかなくてけっこうですよ」滋也が安心させるようにいった。

　隆生は安心できなかった。「じゃあ、いったいなにをさせるつもりなんです？」

　警けい戒かいする彼に、滋也はシャベルを持たせた。隆生の金で買ったものだ。

　そして、社殿から一〇〇メートルばかり離はなれた場所に行き、「ここを掘ほってください」と当然のようにいったのだ。

「ここに金が埋うまっているんですか？」

「そうです」滋也はうなずいた。「壺つぼに入っているはずです。いまから三〇〇年ほど昔のお金です。時価にすれば数億にはなるでしょう」

　すこし心が動いた。「お礼は一割？」

「余った分は全部差し上げますよ」

「余ったらって、なんに使うつもりなんですか」

「内ない緒しよです」と滋也。「どこでだれがきいているかしれませんから」

　隆生はあたりを見回した。寂さびしい山の中だ。こんなところで立ち聞きする物好きがいるとも思えない。

「神は耳がいいものなのです」隆生の不ふ審しんを感じとったのか、滋也は説明した。「もちろん、よいのは耳だけではありませんが」

　反発を感じなかったわけではないが、おとなしく従うことにした。

　とにかく、掘りさえすれば帰ることができるのだ。

　もっとも、帰りも憑ひよう依いした霊れいたちをつれて帰らなくてはならないことを考えると、ほんとうに帰りたいかどうかは自分でも確信が持てなかった。あんな経験は一日に二回もするには重すぎる。できれば、一生に一度ですませたい。一晩ぐらいは雨漏りのしそうな社で過ごすのもいいだろう。さいわい、今夜は雨が降りそうにない。

　そんなことを思ったのがいけなかったのかもしれない。

　その日は壺が見つからなかった。

　日が暮れて作業を打ち切った隆生が結果を告げたとき、滋也は、「なにをしているのです、きみは？」と非難した。

「滋也さんこそ、場所はあっているんですか？」神であると主張する滋也をなんと呼ぶべきか、隆生はいささか悩なやんだが、けっきょくこれまでと同じように呼んでいた。

「あっていると思いますが」

「憶おぼえていない？」隆生は眉間に皺を寄せた。

「まあ、じつをいうと、最初からよく知らないのです」

「そんないい加減な！」

「ぼくも反省しています」

　しれっとした顔を見ていると、「噓うそをつけ」という言葉が自然に出てきた。

「ええ。噓です」あっさり滋也はいった。

「だいたい埋めたのは滋也さんでしょう」

「ぼくは神ですからね、そんなことはしません」滋也は説明した。「村人に命じて埋めさせたのです。だいたいの場所はききましたが、どこまで正確かはわかりません」

「日本の神さまって、けっこう働き者だとききましたけれど」

「おや、つまらないことはご存じですね」滋也はすこし驚おどろいたようだ。

「滋也さんにとって都合の悪いことは、でしょ」

「そんなことはありません。それに、神が働き者だというのは誤解です。人にもいろんな人がいるように、神にもいろんな神がいるのです。ぼくはあまり働かない神ですよ」

「怠なまけ者ものの神なんだ」

「きみにどう評価されようと、気にはしません」

「いや、そんなことより、その村人はほんとうに埋めたんですか？　大金でしょう」

「昔の人間すべてが純じゆん朴ぼくとはいいませんが、彼はそうでしたよ。神を畏おそれる心を持っていました」

「当てになるもんか」隆生はいった。




　　　　＊




　というような事情で、隆生はもう一週間も廃すたれた神社の境けい内だいをせっせと穴だらけにしている。

　例の村人が滋也の金──もっとも彼のものかどうかも怪あやしいが──を自分の懐ふところにしまい込んだという疑ぎ惑わくはますます強まっていた。もしも、その村人が真っ正直な人間だったとしても、だれかに掘り当てられてしまっていれば、空から振ぶりになってしまう。

　それでも、身体からだを鍛きたえるためにはいい経験だ、とポジティヴに考えたりしてみたが、やはり馬ば鹿からしいものは馬鹿らしい。

「決めた」隆生はいった。「おれはもう帰る」

「どうやって？」楓は不思議そうに首をかしげた。

「どうやってって、ここは日本だし、電車にぐらいひとりで乗れる」

「あたしらをちゃんとつれて帰ってくれるんだろうねぇ」コンがいった。

　そうだった。こいつらがいたのだ。

　数を数えながら、切きつ符ぷを買うという複雑な作業ができるだろうか。

　いや、もうどうなっても知るものか。むしろパニックのひとつやふたつ起こしたほうが、退魔師としての名声が高まるかもしれない──隆生は覚かく悟ごを決めた。

「帰る。とにかく帰る。今日は遅おそいからここに泊とまるが、明日の朝には帰る」

「電車賃がないのに、どうやって電車に乗るの」

　そういえば、デパートでとられた財さい布ふをまだ返してもらっていない。

「財布、返してくれ」隆生は手をつきだした。

「財布は返すよ、ほら」楓はポケットから隆生の愛用する札入れをとりだした。「でも、電車賃のないことには違ちがいないんじゃない？」

　あわてて、中身を確かく認にんする。そして、アルカディア不動産から前金をもらう前と同じぐらい貧びん乏ぼうであることを知り、隆生は呆あつ気けにとられた。

「使ったのか!?」

「うん」悪びれたふうはかけらもなく、楓はうなずいた。

「おれの金だぞ。どうして勝手に使うんだ」

「だって、借りたことは知っていたんでしょ？　なのに、文句いわなかったじゃない」

「じゃあ、返せ。いますぐに。せめて交通費だけでも」

「現金がないの」

「ぜんぜんか？」

「今日も、あんたが穴を掘ほっているあいだに下の町へ買い出しに行って来たの」

「あたしもいっしょに行ったんですよ」結宇がいった。「ハイキングみたいで楽しかったです」

「それはご苦労さん」隆生は口先だけで労ねぎらった。「それで、いっしょに使い果たしたのか」

「あたしの手持ちで買うつもりだったんだけど」と楓。「それじゃ足りなかったんで、あんたから借りたお金に手をつけたの」

「ちょっと待て」隆生は重大なことに気づいた。「それじゃなにか？　四人全員の金をあわせても、一人分の電車賃もないってことか」

「この子はどうか知らないわよ」楓は結宇を一いち瞥べつした。

　隆生も期待を込めた眼まな差ざしを結宇に注いだ。

「いえ、あたし、きゅうに出てきたもんだから、いくらも持ってないです」結宇は兎うさぎを抱だいたまま、財布をとりだそうとした。「銀行行けば貯金ありますけど、カードも通帳も家においてきたし。だいたい、キャッシュ・カードなんて子供の使うもんじゃないって、お父さんが……」片手で財布を引っ張り出し、中身をとりだす。「あの、これでなんとか足りると思うんですけど。足りなきゃ、小こ銭ぜにもちょっとあります」

　隆生は、結宇の顔から手元に視線を移した。数枚の千円札を見て、憑つき物ものが落ちたような気分を味わった。「いいよ。きみのお小こ遣づかいをとりあげるわけにもいかない。だいたい、貸したのは、いや、そもそも貸した記き憶おくがないんだけど、この自じ称しよう神さまだ。きみから返してもらういわれは……」

「それをきいて安心したわ」楓がいった。「あんたにも人の心があるようね」

「どう安心したのか知らないが、おれはちっとも安心できない。だいたい、きみら、どうしてこうも計画性がないんだ？　壺つぼが見つからなきゃどうするんだ」

「さあ？　なんとかなるんじゃない？」

「なんともならない」隆生は断言した。「どうしたら楽観的になれるかわからないな」

「あたしはもっと危ない目に遭あったことがあるわ」楓は真しん剣けんな口ぶりでいう。「お金がいまの時代、どんなに大事かは知っている。でも、あたしの身に降りかかったことに比べれば、お金がないぐらいどうってことない。朝になれば、ちゃんと太陽がのぼるでしょ。夜明けが来るなら、たいていのことは解決するの」
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　隆生は気け圧おされつつも、「じゃあ、どうするつもりか、具体的にいってみてくれ」

「お金を持っている人ぐらいいっぱいいるでしょ。奪うばえばいいじゃない」

　隆生は呆あきれた。「せめて、借りる、とかいえないのか」

「返すつもりないもん。もちろん、あんたには返すつもりよ。でも、強ごう盗とうしたお金を返すなんて、うまくいえないけれど、筋がとおらないような感じ。獣けものを狩かったあとで、命を返せる？それと同じこと」

　隆生は呆れた。「きみこそ、人の心を持っているのか？」

「持っているわ。神となったいまでもね」楓は話を締しめくくるように、「返せないものは返せない。だから、とりあえずご飯にしましょ」

「いや、ちょっと待ったほうがいいぜ」足下で声がした。

　幽ゆう霊れいの一体だ。その顔には自じ慢まんげな表情が浮うかんでいる。

「地面に潜もぐれたのか？」隆生は驚おどろいた。

「まあ、あんまり深くは潜れないがな」幽霊はいった。「なにしろおめぇとあんまり離はなれてしまうと、気色悪くてたまらねぇ。けど、おめぇの足のした、身みの丈たけ分ぐらいは潜れるって寸法だ」

「それで、どうしたんですか？」いつものごとく屈くつ託たくのない口調で結宇が訊きいた。

「いや、早く帰りたいてぇのは、こっちもご同様だ。おれは田舎いなか暮らしはかまわねぇが、窮きゆう屈くつなのがいけねぇ。それで陰かげながら力を貸していたわけよ。この真下に、お探しのもんが埋うまっているぜ」

「ほんとうだろうな」隆生はこの世のすべてに懐かい疑ぎ的になっていた。

「だれが噓うそをつくもんか！」明らかに幽霊は気分を害したようだった。

「わかった。悪かった。ありがとう」隆生は礼をいった。

「じゃあ、さっさと掘っちまおうよ」コンが提案した。「晩ご飯なんて後回しにしてさ。そうだ、お嬢じようちゃん、ご飯をおむすびにして持ってきてやりなよ。こいつもお腹なかがすいているだろう。ご馳ち走そうは今夜の祝しゆく杯はいの肴さかなにすればいいさ」

「そうしてくれ」と楓にいい、隆生はシャベルを握にぎりなおした。

「あの、あたし、なにもできないけれど、応おう援えんしてます」と結宇がなんの助けにもならないことを申し出た。




　壺を掘ほり当てたのは、夜半近くのことだった。

「重いな」軽い興奮状態で、隆生は壺を持ちあげようとした。だが、持ちあがらない。

　ふいに壺が軽くなった。いくつもの手が穴の底から突つきだし、壺を支えているのだ。

「ありがとう」ホラー映画の一シーンのような光景だが、隆生の口から素す直なおに感謝のことばが出た。

「怠なまけ者ものの神でよければ手伝いましょう」さすがに滋也も手をさしのべた。

　楓も壺を穴の底からひっぱりあげるのに手を貸した。

「がんばってください」結宇が応援した。

　壺の口は粘ねん土どで閉じられていた。それを取り除くと、江戸時代の小判がぎっしり詰つまっているのが明らかになった。

「ほんとうだったんだ」隆生はその場にへたりこんだ。

　信じられないような気分だ。

「よかったですね」結宇がいった。「応援したかいがあったです。あの、ほっぺた、抓つねりましょうか？」

「いや、遠えん慮りよしておく」隆生は立ちあがった。

　そのとき、静かな夜の山中に軽快な音が響ひびき渡わたった──隆生の壮そう挙きよを祝福するかのように軽かろやかな銃じゆう声せいが。
















　第三章　研究者の悲ひ哀あい







　銃じゆう声せいを耳にしたとき、隆生は咄とつ嗟さに伏ふせた。

　銃で撃うたれるのははじめてだが、いかに平和な日本で生まれ育った人間にもそのぐらいは常識である。

　伏せてすぐ赤面した──中学生の女の子もいるのに、自分だけなにをやっているんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」と叫さけぶ。

「この愚おろか者もの」楓の怒ど声せいが返ってきた。「じっとしていないで動きなさい。腰こし、抜ぬかしたの!?」

　腹が立ったものの、それもそうだ、と思い、隆生は匍ほ匐ふく前進を始めた。

　這はって動くのは何年ぶりだろう。前に這ったのはなぜかさっぱり憶おぼえていないが、たしか赤あかん坊ぼうのころだったような気がする。

「なにを遊んでいるのよ」呆あきれたような楓の声がした。

　隆生ははっとした。声がすぐ横でしたからだ。

　動けと人にいっておいて、自分は地面にへばりついているのか。いや、ひょっとすると、怪け我がをして動けないのに、けなげに隆生をたすけようといささか素直ではないやりかたで励はげましてくれているのかもしれない。

　そんな思いが数秒、頭の中を駆かけめぐった。

　横を見た。

　楓はいなかった。彼女だけではなく、だれもいない。

　それにしても、この視界を塞ふさぐじゃまっけな土盛りはなんだろう。

　そこでようやく、自分がさっきまで穴を掘ほっていたことを思い出した。

　一も二もなく飛びこんだ。

　胸のあたりに痛みが走った。頭ず突つきを受けたような衝しよう撃げきだ。

「痛いっ」とたんに楓が文句をいった。「それに、狭せまい。なんでわざわざこの穴に飛びこんでくるのよ」

　飛びこんだときに隆生は胸で楓の頭を攻こう撃げきしてしまったようだった。それにしても、丈夫な頭だ。

　穴の中には結宇もいた。楓の腕うでの中で震ふるえている。さらにその腕では、ツユネブリが無む邪じや気きな瞳ひとみであたりを見回していた。

　たしかに定員オーバーだ。広さはそこそこあるのだが、頭まで隠かくそうとすると、しゃがまないといけない。その結果、膝ひざつき合わせることになるのだが、そこまで広くはないのだ。

「おれが掘った穴だぞ」隆生は反論した。

「だからなに？」楓は挑いどむような目をした。「あんたはほかにもいっぱい掘ったじゃない。よその穴に行けばいいでしょ」

「この銃じゆう撃げき戦せんのさなかで？」隆生は絶望的な気分で呟つぶやいた。

　銃撃はまだつづいている。

　銃声にまじって金属音がきこえた。壺つぼが粉ふん砕さいされ、小判が穴だらけにされているのだろう。

　胸が痛んだ。

「まさか、あたしらに移れとはいわないでしょうね」

「いや、いわないけれど……」

　いくら自じ称しよう神さまとはいえ、女性を銃口の前に投げ出すわけにはいかない。だからといって、自分が出て行くのも気が進まないのだった。

「あたしひとりなら、行ってもいいんだけれど」といって楓は優やさしい眼まな差ざしを結宇に注ぐ。

「ところで、滋也さんは？」とりあえず話題を変えてみた。

「そこら辺にいるんじゃないかな」と楓。

「そうか。神さまだからだいじょうぶか」

「それはどうかわからない」楓は首を傾かしげ、「いまのあたしらはただ歳としをとらないだけで、生身みたいなものだから、撃うたれたらどうなるかわからないよ」

　隆生はぎょっとした。「死ぬのか？」

「だから、わからないって。でも、あたしは怪我したことあるな。たいした傷じゃなかったけれど。怪我をするぐらいだから、撃たれればどうにかなってもおかしくない」

「やっぱり死ぬのか？」

「死ぬ、死ぬっていわないでよ。この子が怯おびえるじゃない」楓は詰なじった。

「悪い」隆生は謝った。「ところで、おれの頭、外から狙ねらえるような気がするんだけれど」腰を穴の底におろすことができないので、楓たちに覆おおい被かぶさるようにして頭をさげているのだが、それにも限界がある。気のせいであればいいが、後頭部あたりが寒いのだ。

「だから、よその穴に行きなさい」と楓。

　その真しん剣けんな眼差しを見て、ほんとうに隆生の身を案じて忠告しているのだ、と感じた。

　いわれてみればそのとおりだった。この穴では、三人が完全に隠れるのは不可能だった。だれかが出ていかなければならない。もちろん、結宇を追い出すのは論外だ。そして、彼女は隆生より楓を頼たよりにしているのが見て取れた。それに、この中では隆生がいちばん身体からだが大きいので、ひとりで出ていっても、完全に身を隠かくすことができるかどうかわからない。

　それともうひとつ理由がある。自分で掘ほったのだから、ほかの穴の位置や大きさを隆生はよく知っている。この暗くら闇やみの中では、一、二度見かけたぐらいで探すことができるかどうか怪あやしいものだ。

　あれやこれや考えると、隆生がべつの穴に移動するのがもっとも合理的なのだ。

　しかし、やはり気が進まない。

「ここでじっとしていてもしかたがないな」自分を奮い立たせるために口に出して呟いてみて、ほんとうにそうだと感じた。隠れていて事態が好転する保証はまるでない。どちらかというと悪くなるばかりだ。

　銃じゆう声せいはやんでいた。たぶん、よりよいポジションに移動している途と中ちゆうなのだろう。よいポジションとはいうまでもなく、隆生たちを射的の景品よりもたやすく倒たおすことのできる場所だ。

　いまにも後頭部に冷たい金属が押し当てられるような気がして、いてもたってもいられなくなった。

「こんなところでぐずぐずしていられない」

「それは賛成。でも、どうするの？」

「どうしよう？」隆生は途と方ほうに暮れた。

「頼りにならないわね」楓は非難した。「あんた、退たい魔ま師しなんでしょ。いわば、喧けん嘩かのプロじゃない」

「まあ、殴なぐり合いならちょっと自信があるが」と隆生は謙けん遜そんしつつ、「銃じゆう器きを使うような卑ひ怯きようなやつは相手にしない主義だ」

「だったら、あいつらにそういってやればいいじゃない。おまえたちなんか相手しないぞって」

「あいつらって、あいつらのことか？」と隆生。

「どのあいつらかは知らないけれど、あたしに心当たりはひとつしかないわよ」楓はこたえた。「あんたにはほかにあるの？」

「ない」隆生は断固として否定した。「おれは平へい凡ぼんで善良な退魔師だぞ。あるわけないじゃないか」

「あ、あの」と結宇が蚊かの鳴くような声で、「それじゃ、やっぱり、ブルー・ローズ・ランドの……」

「たぶんね」楓はうなずいた。「あいつら、やりかたを変えたみたい。前みたいに歪ゆがみの中で戦っちゃ、勝つ自信がないんだ」

「ぼくがいますからね」滋也の声がした。

　恐おそるおそる頭を出して声のほうを見たが、だれもいない。どうやら彼も穴に隠れているらしい。

　さっきまでほんのちょっとだが、滋也のことを心配していただけに、その涼すずやかな声を耳にして腹が立った。

　滋也がいるのはたしか三日ほど前に掘った穴だ。いまから考えると、なかなか惜おしいところまで行っていたのだ。もうちょっとずれたところを滋也が指示していれば、三日早く切りあげることができ、その結果、銃撃というたいへん珍めずらしい体験をしなくてすんだかもしれない。

　ますます腹が立ってきた。

　そのとき、ふたたび銃声がした。さっきよりずっと近い場所からだ。

　隆生は慌あわてて頭を引っ込め、叫さけんだ。「じゃあ、なんとかしてくれ！」

「きみがぼくを心の底から神だと信じてくれれば、なんとでもしますよ」と冷静な声が返ってくる。とても数メートル離はなれた穴の底からきこえてくると思えない。すぐ横にいて普ふ通つうに話しているかのように錯さつ覚かくするほどだ。

　さすがに自じ称しよう神さまだけあって器用だな、と隆生は感心した。

「信じますよっ」神ならぬ人間である隆生にはとても真ま似ねできず、声を張りあげた。

　じっさい、生命が助かるなら、滋也と楓が神であると信じることぐらいなんでもない。

「口先だけではだめです。思いこんでください」

　隆生は精神を集中しようとした。だが、そんな余よ裕ゆうはない。姿勢が不自然だし、楓は睨にらんでいる。無理だと伝えようとして、また怒ど鳴ならなければいけないのか、とうんざりした。

「くそっ」だれにともなく隆生は毒づく。

　うまく集中できるかどうかわからないが、もっと落ちつける場所へ移動しなければならない。

　目を閉じ、深呼吸する。

「気をつけてね」楓が呟つぶやいた。隆生のしようとしていることを察したのだろう。

「おれが死んだら……」と遺言を口にしかけたが、とくに言い残すほどのことはない事実に思い至った。

「死んだらなに？」楓が促うながす。

「化けて出る」

「楽しみにしている。ご飯、食べてもらえないのは残念だけど」楓は微笑ほほえんだ。

「いや、そのときには試ためしてみるよ」隆生は穴から飛び出した。

　たちまち銃声が湧わきあがり、彼は激しく後こう悔かいした。

「幽ゆう霊れいのことを意識しなさい！」

　幽霊だって？──滋也にいわれて、隆生は思った──そういえば、あいつらはどこへ行ったんだろう？

　視界の片かた隅すみに霊の後ろ姿が映った。

　隆生はなぜか安心した。

　だが、いうまでもなく、安心している場合ではなかった。

　爪つま先さきが地面をける間かん隔かくが無限に思える。

　穴の手前で跳とんだ。

　そのまま頭から穴に入りこむ。

「なにもここに来なくてもいいでしょうに」滋也がいった。

　その迷めい惑わくそうな口ぶりに、隆生は殺意すら覚えた。「出ていけっていうんですか!?」

「ええ」滋也はあっさりうなずいた。「きみは安全ですから」

「なにを根こん拠きよに……」

「気がつかなかったのですか？」滋也は意外そうだった。

「おまえ、ほんとうに薄はく情じようだねぇ」上からコンの声がした。

「いたのか？」隆生は穴の底から顔をあげた。

　穴の縁ふちからコンの顔がのぞいていた。「いたのかじゃないよ。あたしらが守ってやったんじゃないか」

「そりゃ、どうも……。でも、どうやって？」

「盾たてになってやったんだよ」

　それをきいて、隆生はこわごわ、頭を穴から出した。幽霊の屍しかばねが累るい々るいという光景が脳のう裏りをかすめた。

「馬ば鹿かなこと、考えるんじゃない！」コンの叱しつ声せいが飛んだ。

「馬鹿なことって……」

「幽霊は死なない。道理ってものを考えなよ」

「当たり前のことをいうな」

「それならいい。おまえの頭に穴なんかあけさせないから、そんなとこに引き籠こもっていないで、出てきてみな」

　隆生はそのことばに従った。

　むろん、幽霊の死体などなかった。あるはずがない。

　幽霊たちは窮きゆう屈くつそうに身を寄せ合っていた。

「なんでたすけてくれたんだ？」隆生は心底ふしぎだった。

「おまえがくたばるのは、いっこうにかまわないけれど」とコン。「むしろとっととくたばってほしいんだけれど。それも、なるたけ惨みじめな死にかたをしてほしいんだけど。でも、ここで死なれたら困るんだよ。土ど砂しや降ぶりのなかで傘かさがだめになっちまうようなもの。しかも、その雨ときたら、こちとらの身体からだを溶とかしかねないときてるんだから」

「じゃあ、協力してくれるか？」

「協力ってなにに？」

「決まっているだろう、あいつを、だれだか知らないが、とにかくあの銃じゆうを乱射しているやつを捕つかまえるんだ」

「気が進まないねぇ」

「よくわかる。おれだって気が進まない」

「がんばってください」と滋也。

　なにを他人ひと事ごとみたいに──隆生は首を絞しめてやりたくなる──まるで結宇なみだ。

　滋也や楓が神などではないという確信をますます深めた。

「よかったら、滋也さんもいっしょにどうですか？」隆生は誘さそってみた。

「やめておきます。自分らしさを大切にしたいですからね」

「あんたの自分らしさって……」隆生は毒づきかけた。

　しかし、コンが彼の袖そでを引っ張り、「あとにしなよ。そんな暇ひま、ないんだろう」といった。

　それもそうだ。

「それで、段取りは？」

「段取りなんかあるもんか」と隆生。「つっこむ」

「おいおい、こいつを大将にしていいのか？」幽霊の一体がいう。「猪ちよ突とつ猛もう進しんというやつだぞ。しがない幽霊のおれさまだが、猪いのししにまで落ちぶれたくねぇ」

「彼なりに自分らしさとやらを大事にしているのでしょう」穴の底から滋也がいう。

「外野は黙だまっていてくれ」隆生はいいかえした。

「黙っていますよ。でも、一言だけ」

「なんですか」

「霊は実体化できる。そのことを片時もお忘れなきよう。そして、心を広く持つように」

　なんのことだ、と隆生は思ったが、聞き返して時間を無む駄だにするのはやめておいた。

「よし、今からおれが指揮を執とる」聞きなれない声がした。

「なにをいっているんだい、新顔のくせに」とコン。

「新顔だが、軍隊経験はこの中でもっとも豊富だ」その幽霊はサファリ・ルックだった。

「そうかね、若造。軍隊経験者ならおれたちの中にもいるぜ」坊ぼう主ず頭あたまの幽霊がいう。

「最終階級はなんだ、兵士？」

「上等兵だ」

「話にならん。士官だった者はいるか？」

　返事はなかった。

「よし。決まりだな」新顔の幽霊はいった。




　　　　＊




　伏見はＡＫＭアサルト・ライフルを構えた。

　闇やみは彼の生まれ故郷だ。とはいえ、ここのように神が神として生きることのできない場所では、暗闇は彼の視界を閉とざす。

　だが、科学技術が彼に神にも等しい視力をあたえてくれる。

　暗視ゴーグル越ごしの視界には、男の姿が赤く浮うかびあがった。

　神のほうか人間のほうか。

　考えるまでもない。あれは人間だ。たしか菊名隆生とかいう名前だった。あの高貴な神がいくら力を失っているとはいえ、あんなに下品な走りかたをするとは思えない。

　完全にしとめたと思ったのに、元気に駆かけ寄ってくる。ひょっとすると素す晴ばらしく鈍にぶいのかもしれない。撃うたれたことに気づかないほどに。

　伏見はいくらか焦あせった。

　こんなはずではなかった。

　すべての行動は彼の独断だった。

　イフカの調査部門を動かして伊勢たちの行方ゆくえを突つき止めたのも、武器庫から銃を持ち出して彼らを攻こう撃げきしたのも。

　もっとも、会長である法ほう印いん美和の暗あん黙もくの了りよう解かいはえている、と確信していた。伏見がなにをしようとしているのか、彼女が知らないはずがないし、その行動が許しがたいのなら、とっくに止めているはずだ。

　もちろん、黙もく認にんは黙認にすぎない。失敗しておめおめ帰れば、平手打ちぐらいではすむまい。いや、たとえ許されたとしても、伏見の気持ちが許さない。

　だが、とくに難しい仕事とは思えなかった。

　フィールドの中ではあの名のある神に勝てない。伏見自身も強力な神だが、とても敵かなう相手ではない。

　しかし、人間の戦いかたでなら、勝機がある。火力で圧あつ倒とうすればいいのだ。ブルー・ローズ・ランドで村西を襲おそったチームの話では、娘神はピストルを持っていたそうだが、伏見のＡＫＭの前にはまったく無力のはず。伏見たち八やつ柱はしらの力を合わせたより強力な神が、人間のように惨みじめに死ぬ。

　それを考えると、待機も苦にならなかった。

　そう、あの伊勢滋也という仮かり初そめの名をまとう神のことが伏見は大だい嫌きらいだった。この世でゆいいつ伏見が憎ぞう悪おする存在だといってもいい。

　人間など憎にくしみの対象にはならない。人がゴキブリを嫌っても憎んだりはしないように、神は人を憎んだりはしないものだ。

　仲間うちには、なにかと気に障さわるやつもいる。その筆頭が火田だ。ときには憎んでいるのかもしれないと思うこともあった。だが、同時に親愛の情も感じていた。なんといっても、火田は兄弟である。

　いや、それ以上だ。神はそれぞれが特異な存在である。その個性の差はほかの生物の場合と比べようもない。親兄弟であっても、お互たがいに際きわだった違ちがいがある。

　人間の目に伏見たちは、外見でも性格でも、それほど似通っているように映らないだろう。だが、神々の基準でいえば、まるで見分けがつかないほどそっくりなのだ。まさに分身というに相応ふさわしい。

　火田を全否定することは、それ以外の仲間たちと伏見自身を否定することに等しい。

　火田へ憎しみを感じていたとしても、それは愛と表ひよう裏り一体のものだった。

　それに対して、あの神には愛情などかけらも感じない。

　一度も会ったことがないのにこれだけ憎めるとは不思議な気もする。

　だが、伏見にとっては、大鳥の話だけでじゅうぶんだった。伊勢滋也は大鳥を愚ぐ弄ろうするかのように扱あつかったという。

　許しがたい大罪だ。

　たしかに彼は力ある神だ。だが、いまは神々が神らしく生きることの適かなわぬ時代。彼も一いつ介かいの人間と変わらない。それなら、格下の神であろうとその話に耳を傾かたむけるべきだろう。

　それに、大鳥は法印美和の使者として赴おもむいたのだから、彼は美和をも侮ぶ辱じよくしたのだ。

　伏見にはよくわからないが、人間なら最愛の恋こい人びとを惨ざん殺さつされたとき、こんな気持ちになるのではないだろうか。

　伏見の心には憎しみしかない。いまのうちに伊勢滋也たちを排はい除じよしておけばトラブルを回かい避ひできるだろうという冷れい徹てつな計算も、自分一人で始末をつければグループ内部での立場が強くなるだろうという不純な思おも惑わくもまるでなかった。古いにしえの存在の多くはシンプルな心の持ち主であり、なかでも伏見たちはとくに直情的だった。

　むかついたから殺す。そのきわめて明快な動機でここにもう五日も潜ひそんでいる。食事は携けい行こう食しよく糧りようですませた。わずかな睡すい眠みんと排はい泄せつの時間以外は、神社の境けい内だいを見おろす山の中腹で腹はら這ばいになり、目標たちの行動を観察していた。

　目標たちが一カ所に集まるのを待っていたのだ。

　夜のうちに、社しや殿でんへ侵しん入にゆうすることも考えた。連中はまったく無む警けい戒かいで、夜はいっしょに眠ねむっているらしいのだ。

　だが、しょうしょう時間がかかっても、慎しん重ちような方法を採とるべきだと彼は結論づけていた。

　人間の女の子はどうとでもなるが、三柱の神──貴き神と娘神、そして獣神──と、あの人間の男はひとときに片付けてしまわなければ、あとで思わぬ事故が起こりそうだった。

　大鳥の話では、菊名隆生は厄やつ介かいな力を持っているらしい。神ですらめったに持っていない珍めずらしい力だという。大鳥以外のだれか、たとえば火田あたりがそういったとしたら、笑い飛ばしてやるところだ。

　しかし、それにしても、銃じゆう弾だんに引き裂さかれれば死んでもいいはずだ。

　神々なら、この時空においても銃器では死なないかもしれない、という疑念はあった。だが、人間が死なないのはまったく予想していなかった。人間の武器なのだから、死ぬのは人間としての義務だと思うのだが。

　おかげで作戦が狂くるってしまった。

　まあ、いい。弾たまはまだたくさんある。

　それに、これも……。

　伏見は胸に吊つり下げた手しゆ榴りゆう弾だんの重みをたしかめる。Ｍ26と呼ばれるアメリカ軍の制式兵器だ。

　弾丸が効かなくても、これが効かないことはあるまい。

　いっそグレネード・ランチャーを持ってくればよかった。そうすれば、まず穴に潜ひそんだ神々から始末できた。

　隆生はこちらに向かって駆かけてくる。素す手でだ。

　伏見は暗視ゴーグルを跳はねあげた。相手の大まかな位置さえ摑つかんでしまえばゴーグルなどじゃまなだけだ。

　アサルト・ライフルには赤外線スコープが装着されており、それがゴーグルの役目を引き継ついだ。

　レティクルの中心に赤黒い人間の像が浮うかぶ。

　一連射。

　やはり効果はない。

　伏見は舌打ちした。

　目をスコープから離はなす。

　これだけ近ければ、じゅうぶん肉眼と耳で相手の位置を確かく認にんできる。

　視界に男の姿が飛びこんできた。

　隆生ではない。

　幽ゆう霊れいどもか！──理解とともに後こう悔かいが伏見の心を襲おそう。

　人体とちがい幽霊は熱を発しない。だから、暗視ゴーグルでも赤外線スコープでも捕ほ捉そくできなかったのだ。

　隆生が傷つかなかった理由もいまはわかる。射線を幽霊が身体からだで遮さえぎっていたにちがいない。

　あの人間に幽霊が取り憑ついているのは、もちろん知っていた。

　だが、共きよう闘とうするとは理解しがたい。

　伏見は幽霊に７・７ミリ銃弾を送りこむ。プラスチック製の銃じゆう床しようが肩かたに喰くいこんだ。

　弾は着実にヒットしている。幽霊は正面から腹を殴なぐられたように、後ずさる。

　だが、それだけだった。

　足止めの役にしか立たない。

　本来の目標を狙ねらおうとするが、ほかの連中が射線を塞ふさぐために、うまくスコープに捕とらえられない。

　こちらがひとりでなければやりようもあるのだが。

　伏見は銃をおき、Ｍ26を引きちぎった。

　いくら幽霊どもに囲まれていても、この爆ばく風ふうからは身を守ることができないだろう。

　高寺に教えられたとおり、グリップをしっかり握にぎりこんで、ピンを抜ぬいた。

　そのとき──。

　羽は交がい締じめにされた。丸太のような腕うでだ。

「こら、やめろっ、危ない！」伏見は思わず叫さけんだ。

　いくらなんでも手のなかで手榴弾が爆ばく発はつするのだけは避さけたい。

「これは爆発するんだ」彼を拘こう束そくしている幽霊が手榴弾などなかった時代に生きていた可能性も考えて、基本的なことを教えてやる。

「それがどうした？」耳元で野太い声がした。

　短い会話のあいだにもヒューズは着実に燃えている。

　冷たい汗あせが頰ほおを伝った。

　あの人間の男が近づいてくる。それなりに警戒しているようだが、こっちが手榴弾を持っていることにも気づかないらしい。

　手首のスナップだけでＭ26を投とう擲てきした。

　いまの伏見の身体能力は普ふ通つうの人間に比べて抜ばつ群ぐんに優すぐれているわけではない。こんな投げかたではたいして距きよ離りを稼かせぐことはできないだろう。

　伏ふせることすらできないのだから、この距離では爆風と破片を正面から受けることになる。

　死ぬことはないだろうが、重傷を負うことになるだろう。場合によってはしばらく失明するかもしれない。

　不条理な気がした。

　人間ごときを消すのに、どうして彼が苦しまなくてはならないのか。

　微かすかに残った神らしさのおかげで、死にさえしなければどんな大おお怪け我がでもいつかは回復する。手足がもげたところで生えてくるのだ。

　だが、それには時間がかかるし、苦痛は人並みにある。

　この人間は神々すら興味を持たざるをえない力に恵めぐまれている。人もときに神となる。この男も神なのかもしれない。

　無理やり神を消す代だい償しようと思うことで、伏見は自分を慰なぐさめた。

　しかし、無用のことだった。

　放物線を描えがいて飛ぶＭ26を女の幽霊がひょいと摑み取り、明後日あさつてのほうに投げつけたのだ。

　隆生は伏せた。

　静かな山中の冷たい空気を炸さく裂れつが揺ゆり動かす。

　絶望的な思いで、熱風を頰に受けた。

「なにもわからないくせにしゃしゃりでるもんじゃない」伏見は幽霊たちに文句をいった。
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「てめぇこそわかっていない」伏見を羽交い締めにしている幽霊が唸うなった。「あいつを殺すんなら場所をわきまえろ」

「ああ。そういうことか」伏見は納なつ得とくした。微び弱じやくだが、この男はフィールドをまとっている。神が神として振ふる舞まうことはできないが、幽霊たちが思考し、行動できる程度には特異なフィールドだ。

　たぶん、このフィールドが消しよう滅めつすると、自分たちも消えてしまう、と彼らは誤解しているのだろう。実際には、人間たちの変質させてしまった世界に押しつぶされて、コンパクト化されてしまうだけだ。

　その結果、意識はなくなってしまうが、フィールドに入れば、復活する。冬とう眠みんするようなもの。ただ春の来る確率が限りなく低いだけ。

　そして、伏見たち、というより美和が目指しているのは、世界を幽霊が常に行動できる状態に戻もどすことなのだ。

「あんたらは考かんがえ違ちがいをしている」伏見は説明しようとした。

　足下の銃を一いち瞥べつし、隆生に視線を移す。

　彼も幽霊もすっかり油断している。いま身体の自由を取り戻しさえすれば、隆生を幽霊の仲間に加えてやることができるはずだ。どうやらすっかり意気投合しているようだから、そうしてやるのは親切というものだろう。

「どういうことだ？」伏見を拘束している幽ゆう霊れいは興味を持ったようだ。

　腕の力が緩ゆるんだ。

　チャンスを逃のがさず、伏見は幽霊の腕を振り切ると、ＡＫＭに飛びついた。

　が、摑つかむことはできなかった。

　指が触ふれそうになったしゅんかん、何者かが銃を蹴け飛とばしたのだ。

　勢いあまって転がりながら、伏見は胸の奥で怒いかりを滾たぎらせた。

　武器とは神聖なものなのだ。かつて神々が愛用した武器とはちがい、ＡＫＭが大量生産の半ば消しよう耗もう品ひんであり、神聖と見なすべき理由などかけらもないことは頭ではわかっていたが、心では納得できなかった。薄うす汚ぎたない鉄とプラスチックの塊かたまりだろうと、ひとたびは神が使ったものだ。祭さい壇だんに祀まつれとまではいわないが、幽霊ごときが足あし蹴げにしていい道理がない。

　ぴったり一回転して、伏見はすっくと立ちあがり、銃を粗そ略りやくにした犯人をにらみつけた。

「反応が遅おそいぞ、兵士」サファリ・スーツの幽霊がいった。

「これは、これは、教官どの」蔑さげすみの形に唇くちびるを歪ゆがめながらも、内心、伏見は驚おどろいていた。相手は伏見が殺した高寺だった。「さっそく恨うらみを晴らしにいらっしゃったのでありますか」

　どうやら高寺は自分を殺した伏見にずっと憑ついてきたらしい。普通の幽霊ならコンパクト化されれば、微弱な感情すら起こらない。きっと高寺の執しゆう念ねんは本能よりさらに原始的なのだろう。その点だけは見あげたものだ。

「そうだ」高寺は肩かたを怒いからせ、「お仕置きしてやるぞ、ボーイ。上官を殴おう打だしただけで銃じゆう殺さつに値あたいする。上官殺害にはどんな罰ばつを与あたえてやればいいのか、考える時間が必要だ。だが、きっといい方法を見つけてやる」

　罪なら高寺のほうが先に犯おかした。人間の分際で大鳥を蔑ないがしろにする罪は、死をもっても償つぐなうことはできない。

「エド・フィッツロイは来ていないのか？」高寺は鼻を鳴らした。「意外と根こん性じようのないやつだな。あいつは尋じん問もんのプロだから、おれより面おも白しろい手を考えついてくれたはずだが」

　伏見は状じよう況きようを素す早ばやく分ぶん析せきした。

　高寺の蹴った銃は隆生が手にしている。

　幽霊たちは隆生のまわりで漂ただよっていた。敵意はあまり感じられなかった。敵意を燃やすほど状況を把は握あくしていないのだ。そもそも状況がわかっていれば、敵対などするはずがないのだ。もし美和の計画が挫ざ折せつすれば、幽霊たちはそう遠くない将来、消滅するだろう。コンパクト化ではない。ほんとうの消滅だ。未来永えい劫ごうつづく真の死。どのみち、幽霊が存在できないような時代が来れば、フィールドが発生することもないだろう。

「だめだ、なっておらん！」高寺が隆生を怒ど鳴なりつけた。「きさま、銃の扱あつかいの最低限のことすら知らんのか」

「知るわけないだろう！　こっちは善良な一いつ般ぱん市民なんだから」

「銃を貸せ。きさまには任せておけん」高寺は隆生からＡＫＭをとりあげ、伏見に銃口をむけていった。「手を挙げろ、ボーイ」

「おまえはもうぼくの教官じゃない。従うつもりはないよ」と伏見。

「だれが教官として命令しておるか。きさまは捕ほ虜りよだ。銃を持っている者には従うことだ。当たり前すぎて教えるのを忘れたがな」

　伏見はにやにや笑って見せただけで従わなかった。

「きさまは自分の行動に独創性があると誤解しているかもしれんが、たいして珍めずらしくもない反応だぞ」そういうと、高寺はほかの幽霊に合図をした。

　伏見はふたたび羽は交がい締じめにされ、胸にもう一発下げていた手しゆ榴りゆう弾だんも、身体からだのあちこちに隠かくしていたナイフもとりあげられた。

　それを確かく認にんすると、高寺は矛ほこ先さきを隆生にむけた。「それからきさま、つまらないことで威い張ばるな。善良な一般市民であることは当然のことであって、なんら自じ慢まんすることではない。善良な一般市民である上によき兵士であってはじめて胸を張れ」

　隆生は辟へき易えきしたようすで、伏見に、「そんなことより、あんた、いったいなんなんだ？　こんな物ぶつ騒そうなもの振り回しやがって。こっちはふだん木刀一本でやっているんだぞ。不公平だ」

　それがどうしたんだよ、と伏見は呆あきれたが、相手が人間にすぎないことを思い出し、支し離り滅めつ裂れつな言動を見み逃のがしてやることにした。

「こたえろ、ボーイ」高寺がいった。「それとも幽霊になってからこたえるか？」

　愚ぐ劣れつな元人間らしい言いぐさだ。神が幽霊になどなるものか。

「おまえを相手に喋しやべる気にはなれないよ」伏見はいった。「伊勢滋也とか名乗っているやつを連れておいでよ。そうしたら、話してやる。あいつ、大鳥さんの話もろくにきかなかったそうだね。ばかげている」

「わかった。そうしよう」隆生があっさりいった。

「待て、兵士」高寺が驚いたようすで、「きさまは銃の扱いばかりか、ネゴのしかたも知らんのか。こういう場合はだな……」

「もううんざりなんだ！」隆生は怒鳴った。「叩たたき起こされて、こんな山の中に連れてこられて、穴を掘ほらされて、やっとそれが終わったかと思うと銃じゆう撃げきされる。しかも理由はだれも教えてくれない。かまわないさ。知りたくもない。関かかわりたくない。もう、ほんとうにうんざりだ。おれは小銭を稼かせいで、マックの新メニューを楽しみにするような、平へい凡ぼんな生活に戻もどりたいんだ。神さまごっこはよそでやってくれ」

「へえ、ご立派なこった」女性の幽霊が皮肉っぽくいった。「で、その小こ銭ぜにはあたしらを叩きのめして稼ぐのかい？」

「いや、それはやめた」隆生は首を横に振ふった。「なにかべつのことを見つける」

「おまえ、ほかに能があるのかい？」

「なんとでもいえ」隆生は吐はき捨てるようにいうと、後ろに首を巡めぐらせ、「滋也さん！　どうせきこえているんだろう!?　この人がなんかあんたに話したいそうだ。とっとと来いよ。おれはおりるっ」

「そんな大声を出さなくても、おっしゃるとおり、きこえていますよ」どこか迷めい惑わくげな滋也の声がした。「それに、おりる、とはどういうことですか？」

　姿を現わした滋也は、娘神と獣神、それに人間の少女を連れていた。

「滋也さんのいいたいことはわかるよ」隆生は相手が近くに来たにもかかわらず声の大きさを変えず、「おりるもなにも、おれは最初から乗っていなかった、といいたいんだ。図星でしょ。なにも教えてくれないのが証しよう拠こだ。あんたという人間が最近、わかってきたんですよ」

「被ひ害がい妄もう想そうです。ぼくたちはなにも隠かくしてはいません」滋也は宥なだめるように、「きみが信じないだけです。げんに、ぼくのことをまだ人間だと思っていらっしゃる」

「もうどうでもいいんだ、そんなことはっ。おりる。乗っているならおりる」

「それは困ります。ぼくたちにはきみが必要なのです」

　伏見は耳を疑った。神がたかが人間を必要としていると口にするとは。それが事実であるとすれば、もちろん驚おどろくべきことだし、ただの阿あ諛ゆとすればさらに信じがたい。神は人間に阿おもねったりはしないものだ。

　隆生はさらに衝しよう撃げきを受けたようすだった。猜さい疑ぎ心しんに満ちた眼まな差ざしを滋也にむけ、「なにを企たくらんでいるんです？」と用心深い口調で尋たずねた。

「なにも企んでいませんよ」

　どうやら噓うそではないらしい。

　その理由もわかる。神々のなかでも傑けつ出しゆつした存在でありながら、美和のようにフィールドを発生させることが滋也にはできないのだ。そして、不当にも隆生は人間の分際でその力を持っている。

　とはいえ、滋也の発言は神という種族への侮ぶ辱じよくと感じられた。

　ますますもって許しがたい。

　この神は堕だ落らくしている。伊勢滋也という卑いやしい名前に相応ふさわしい存在になりはてているのだ。たぶん人と交わりすぎたのだろう。

　新しい世界にいる価値があるとは思えない。

　人類が滅ほろぶとき、この神も消しよう滅めつするべきだ。

　そのときはもう間近に迫せまっている。一足早く、この神は逝ゆくべきなのだ。

　眼球だけを動かして、周囲の状じよう況きようを把は握あくする。油断してないのは高寺だけだ。ほかの連中も警けい戒かいを解いているわけではないのだろうが、隙すきだらけだった。

　伏見はまだ武器をもうひとつだけ隠し持っていた。できれば使いたくはなかったのだが。

　喉のど元もとをそれがせり上がってくる。

　カプセルだ。

　胃液の味がするカプセルが舌に乗った。舌先で右奥歯の上に押しやる。

　嚙かみつぶすともっと嫌いやな味がするのではないか、とふと思った。だが、すぐにこれは無味無む臭しゆうだと教えられたことを思い出す。

「あの人、なにかしようとしています！」とつぜん、叫さけびがあがった。

　あの人間の少女がこちらを指さしていた。

　意外だった。彼女のことを、人類絶ぜつ滅めつ計画の証拠をどこかに隠しているかもしれない男の娘という以上には認にん識しきしていなかったので、伏見はまったく気にしていなかったのだ。

　自分の迂う闊かつさに舌打ちしたいところだが、そんなことをしたらカプセルが口からこぼれてしまう。

　伏見は奥歯に力をこめた。

　カプセルに充じゆう塡てんされているのはＺＹＸガス。イフカの化学部門で開発された神経ガスだ。カプセルを嚙みつぶして吐き出せば半径一〇〇メートルの脊せき椎つい生物は死ぬはずだ。

　だが、それより早く、高寺が発はつ砲ぽうした。

　至近距きよ離りだ。外すほうが難しい。撃うったのが隆生ならその困難も可能にしてしまったかもしれないが、伏見にとっては不幸なことに、銃ひき爪がねを引くのは歴戦の傭よう兵へいである高寺である。

　弾だん丸がんが腹に喰いこむ衝撃は予想以上だった。

　斬きられたり突つかれたりしたことはあるが、撃たれたことはない。刃はが皮ひ膚ふに喰いこむ感覚は、懐なつかしさを覚えるほどの馴な染じみだが、弾丸が内臓に突き刺ささるのははじめて経験する官能。

　身体からだに異質なものが入りこみ、濃のう密みつな苦痛の源となる。

　つい口を絶ぜつ叫きようの形に開いてしまう。

　カプセルが伏見の唇くちびるから地面に落ちた。もちろん、ガスは閉じこめられたままだ。

　それでも容よう赦しやなく弾丸は陸続と送りこまれてくる。

　伏見の意識は急速にちぎれていった。




　　　　＊




　法印美和は強化ガラスに顔を近づけた。

　ガラスのむこうには四匹ひきのマカクザルがいた。一匹ぴき残らず全身を拘こう束そくされている。金属製の十じゆう字じ架かに磔はりつけにされているのだ。

　傍かたわらに立つ、白衣の男を美和は無言で見つめた。眼鏡めがねをかけた、貧ひん相そうな中年男である。

　名前はきいたような気もするが、忘れてしまった。研究主任であるとわかっていれば、じゅうぶんに用は足りる。なにしろ彼が名前で呼ばれるのを耳にしたことがないのだ。だれもかれもが「主任」と呼ぶ。

　彼がときどき顔を不自然に歪ゆがめるのを、美和は興味深い思いで眺ながめた。

「健康状態はまったく良好です」なにか口にしなければならないと感じたらしく、研究主任はすでに説明したことを強調した。「とても健康です。ほんとうに。空気も清せい浄じようです。紫し外がい線せんを念入りに照射しておきましたから」

　べつに疑ってはいない。分厚いガラスに遮さえぎられてきこえないが、猿さるどもはさっきからしきりに吼ほえたてているようだった。現在の待たい遇ぐうに不満があるのだろう。無理からぬことではあった。

　神の子を僭せん称しようした男のように釘くぎを打たれているわけではなく、首や腰こし、両手首と足首をプラスチックのベルトで縛しばりつけられているだけだが、ひどく不快であることはたしかだ。

　美和はうなずき、「始めろ」とだけ告げた。

　主任は暗い顔で溜ため息いきをつき、研究員に合図をした。

　やはり陰いん鬱うつな顔つきの女性研究員はキーボードにコマンドを打ちこんだ。

　微かすかな鳴動がした。

　ガラスのむこうのもっとも奥まった壁かべが左右に開く。

　金属製のゲージが現われた。その中にはマカクザルが一匹いた。

　猿どもがさらに騒さわぎだした。ベルトを引きちぎろうと無む駄だな努力をしている。

　猿どもは新参者が仲間か敵かを判断しかねて騒いでいるのだ。

　だが、肝かん心じんの新参者は熟じゆく睡すいしていた。死んでいるのかと思えるほどだ。その茶ちや褐かつ色しよくの毛皮が穏おだやかに上下していることで、まだ生きているのだ、とわかる。

　一分ほどその状態がつづいた。

　壁がふたたび閉まった。

　さらに三〇分後、天てん井じようからマニピュレータが伸のびる。その先せん端たんには注射器が装着されていた。

　マニピュレータは四匹のマカクザルから採血した。

　血液は無人の空間で試料にされ、分ぶん析せきされて、結果だけがここへ送られてくるはずだ。

　美和は辛しん抱ぼう強づよく待った。

　空調装置の漣さざなみのような雑音以外、なにもきこえない。

「ウィルスを確かく認にんしました」やがて女性研究員が報告した。彼女はいつも俯うつむき加か減げんなので、だれにむかって報告しているつもりなのかは定かではないが。「四匹とも、感染しています」

　研究主任はモニターを覗のぞきこみ、大きくうなずいた。美和にむかって、「見ますか？」と訊きく。

　美和は首を横に振ふった。研究員たちのことはそれなりに信しん頼らいしていた。彼らがそういうのなら、猿たちは感染しているのだろう。イフカに属してはいるが、決して脚きやつ光こうを浴びることのない部門が開発したウィルスに。

　このウィルスにはまだ名前がない。ただほかのウィルスと区別するために識別番号がついているだけ。マカクザルが感染したのは、0317/H2P3-9と呼ばれていた。

「潜せん伏ぷく期間は？」美和は尋たずねた。

「いまのところ五ないし一〇日といったところです」

「死の苦しみはないのだな」美和は念押しした。

「まったくありません」と主任は断言した。「眠ねむいだけです。気持ちよく眠りにつけると思いますよ。羨うらやましいぐらいです。このごろ不ふ眠みん症しよう気味でして。そして、就しゆう寝しんすれば二度と目を醒さまさない。眠りに落ちて六時間以内に五〇パーセントの確率で心停止します」

　美和はウィルスの効果に満足した。彼女は慈じ悲ひ深ぶかい神であり、人に無用の苦しみを与あたえたくなかった。

　だが、すべてにおいて満足したわけではない。

「残りの五〇パーセントは？」美和は質ただした。

「六時間から一二時間かかりますね。一二時間以内なら九九パーセント以上の確率で心停止。残りの一パーセント弱は蘇そ生せいしてしまいますが」

「それではだめだ」

「なぜです？　生物兵器としてはじゅうぶんな致ち死し率りつだと思います」

「研究主任は軍事学も修めたのか？」皮肉のつもりではなく、純じゆん粋すいな興味から訊いた。

「いえ、そんな野や蛮ばんな学問は。いや、軍事学など学問とさえいえません。常識で考えればわかります」

　美和は鼻先で笑った。

　主任はどこかの委い託たくで生物兵器を創つくっているのだと思いこんでいる。そのせいで、いうことのピントがずれている。

「改良の余地がある」

「いえ、いえ。じゅうぶんなはずです！」主任はいいはった。「こんなに強力な生物兵器はありませんよ。わたしゃ、そりゃ軍事学など知りませんが、生物兵器については調べました。だから断言できます。この0317/H2P3‐9は人類の生み出したもっとも強力でエレガントな兵器です。不完全な点があるとすれば、強力すぎることです。感染率九五パーセント以上でしかも空気感染するとなると、とても制せい御ぎよできない。しかし、それならいままで創ったもののうち、そうだ、たとえば012系列のウィルスなら、接せつ触しよく感染しかしませんから……」

「まだ完全ではない」美和は冷たくいった。「感染率一〇〇パーセント、潜伏期間二四時間以内、致死率一〇〇パーセント。この線は譲ゆずれない」

「無茶です！　というより、そんなものを創ってどうするんですか。強力すぎて、兵器としてはかえって使えません」

「これは兵器ではないのだ」美和はいいきかせた。

「じゃあ、なんだとおっしゃるんです？」

「薬だ」

　わけがわからないといった表情で、主任は首を振った。だが、それ以上つっこんだ説明を求めるつもりはないようだった。明確な回答の返ってくるはずのないことを、美和の表情から読みとったのだろう。

「データを」美和は手を出した。

　主任は白衣のポケットからＣＤをとりだしながら、「ネットを使わせてください。こんなの、メールですぐ送れます」

「わたしにとっても研究の遅おくれは大変な不利益だ。だが、その原因をつくったのは、主任、あなただ」

　最初からセキュリティには気を遣つかっていた。

　研究員たちには、ウィルスの開発が完かん了りようするその日まで構内から出ることを禁じたほどだ。そう告げたときには、人権がどうとか騒いでいたが、知ったことではなかった。人権を尊重するというのは人間同士の取り決めに過ぎない。

　いうまでもないことだが、外部への連れん絡らくも許さなかった。

　唯ゆい一いつの例外がネットへの接続である。論文の閲えつ覧らんや研究の一部を外部へ委託するときにどうしても必要だと説とき伏ふせられたからである。

　神々のいうことにすらろくに耳を傾かたむけなかった自分を、人間ごときが説得してしまったことにいびつなユーモアを感じつつ、美和はネット環かん境きようを所内に整えた。

　だが、そうするにあたって専門のセキュリティ要員をおいて検けん閲えつをし、研究員がよけいなことを告げ口しないようにした。

　この処置が完全ではなかった。

　セキュリティ要員の検閲をかいくぐって、主任自らが村西とかいうジャーナリストに情報を流してしまったのだ。おそらく矮わい小しような正義感のなせる業わざだったのだろう。

　いまのところ実害はないが、その後始末に追われている。村西がどこかにデータを隠かくしたかもしれないのだ。

　しかも、村西と彼が不当にえた情報を消去する過程で古い知り合いまで絡からんできた。場合によっては計画全体を揺ゆるがしてしまいかねない。

　事態を知った美和は、もうすこしで主任を引き裂さいて烏からすの餌えさにしてしまうところだった。

　だが、彼はえがたい人材だった。代わりに失敗したセキュリティ要員と、主任ほど有能ではないくせに内部告発に協力した研究員を数名、憤ふん激げきを鎮しずめるのに使い、研究所から外部への通信回線をすべて物理的に切断した。

　そのせいで開発のペースは格段に落ちた。時間が限られていることを思えばたいへんな痛手だったが、計画が頓とん挫ざしてしまうことに比べればどうということはなかった。

　さいわい、あの事件以降、主任は素す直なおだった。おそらく、彼のかわいがっていた部下が生きながら人体標本にされるところを目まの当たりにしたせいだろう。

　解体したのは、特務社員の一人、若井だ。あのとき、若井は道具などひとつも使わなかった。

「それでは、勤いそしめ」ＣＤを受けとると、美和はその場を立ち去ろうとした。

「待ってください！」主任は追いすがった。「休きゆう暇かをください。外に出たい」

　どうやら素直さも尽つきかけているらしい。

「見てください、これ」主任は自分の顔を指した。頰ほおのあたりがぴくぴくと痙けい攣れんしている。「チック症しよう状じようです。心因性のものにちがいありません。放置しておくとどうなることか。もう気が狂くるいそうなんです」

「それなら、無理せず二、三日、休め」

「外出させてください」主任は懇こん願がんした。

「それは考こう慮りよにも値あたいしない」美和は言下にはねのける。「気晴らしが足りないなら、なにがほしいか、いってみろ」

　研究員たちの軟なん禁きん生活がなるだけ快適であるようように、心を砕くだいているつもりだ。快適な宿舎はもちろんのこと、テニスコートやミニシアターも、研究所内に完備した。一私し企き業ぎようにはきつい負担だったが、人の心が脆もろいものであり、神々ほど退たい屈くつに強くないことを知っていたからである。

　主任は美和を見つめた。眼鏡めがねの奥に薄うすい狂きよう気きの色が宿っている。

　たしかに限界に来ているのかもしれない。主任にいま壊こわれられてしまっては、たいへん困る。

「それでは、カラカルを飼わせていただきたい」主任はいった。

「カラカルとはなんだ？」美和は首をひねった。

「猫ねこの一種です。中近東とか北アフリカとかあの辺に住んでいるんです。猫科の動物にしては人に馴なれるので、インドあたりでは猟りよう犬けんのように訓練して狩かりに使うそうです。子どものころから飼いたかったのですが……」と主任はカラカルへの思いを熱く語った。

「考えておこう」美和はいった。彼女にしては珍めずらしく優やさしい気持ちになっていた。

「しかし、わたしは不安です。0317系統のウィルスが大気に放出されたら、カラカルも死んでしまいます」

「感染対象を限定する件はどうした？」

　人類の来きたるべき運命にほかの動物を巻きこむのは美和としても本意ではなかったので、できればヒト、せめて霊れい長ちよう目にのみ選せん択たく的に作用するウィルスを望んでいた。

「難しい課題です」主任は研究者の顔に戻もどった。「現状では脊せき椎つい動物に限定するのが精せい一いつ杯ぱいで、それ以上のことは糸口すらつかめていません」

「主任」美和はいった。「感染率一〇〇パーセント、潜せん伏ぷく期間二四時間以内、致ち死し率りつ一〇〇パーセントというのは最低限の要望だ。それが成し遂とげられれば、あなたたちを解放してもいい。だが、カラカルのことを思うなら、糸口をつかむまで努力することだ。それもなるべく早くに」

　主任は表情を明るくした。「そうですね。頑がん張ばります。休暇などとっている場合ではありませんね」

「勤いそしめ」そう繰くり返して、美和は背をむけた。

　主任はえがたい人材だ。だが、代わりを見つけなければいけないのかもしれない。

　何重もの扉とびらを経て、外に出た。

　正面玄げん関かんの前に、特別仕様のロールスロイス・パークウォードがのぼったばかりの朝日を浴びて停とまっている。

　自分の移動には人間の手段を使うことにしていた。なにしろ、人間としての法印美和にはある程度の社会的地位がある。外でまったく目もく撃げきされないようでは、かえっていらぬ興味を引いてしまう。

　ショーファーは土谷だ。

　行き先を告げる必要はなかった。それは会社だと決まっている。

　土谷はドアを閉めると、運転席に乗りこみ、車を発進させた。

　パークウォードは警備員の敬礼を受けながら、研究所の門をくぐった。主任以下研究員たちが夢見ている外の世界だ。

　彼らは決して生きてふたたびこの世界を見ることはないだろう。

　ウィルスが完成すれば、褒ほう美びに彼ら全員を解放してやるつもりだった。肉体という名の朽くち果はてていく牢ろう獄ごくから、精神を解き放ってやる。

　しばらくは、口くち封ふうじに殺されたなどと誤解するかもしれないが、新しい世界が到とう来らいしたとき、彼らは神となった自分を発見する。

　これに優まさる報ほう酬しゆうなどあるはずがない。

　もっとも、いまそれを教えてやっても、彼らはありがたがらないに決っている。一日の外出のほうが喜ばれるにちがいない。

　そう考えると、美和は憂ゆう鬱うつになった。

　考えるのをやめて、美和はシートに深く腰こし掛かけ、目を閉じた。

　彼女の肉体の深奥で人ならぬ部分が活動を始める。

　美和の胸元に球体が現われた。といっても、人間の目には見えない。神としての力をセーヴしているので、彼女自身にも見えなかった。だが、その存在はたしかに感じた。

　その球体は薄い膜まくで造られている。膜の厚さは一〇のマイナス三〇センチメートル。プランクの長さだ。この範はん囲いのなかでなにが起ころうとも、どれだけ精せい緻ちな観測機械でも観測することはできない。現代科学がしぶしぶ認めざるをえなかった、この世界の透すき間ま。

　美和には神の力を自由に顕けん現げんすることができる。だが、まだ人間の力は強大だ。できれば人目を引くのは避さけたい。

　だから重大事でないかぎり、もとからある透き間にこっそり神の力を差しこむことを選ぶ。

　いま彼女のやろうとしていることはそれだった。

　なにしろこれは彼女にとって日課である。日課で人間どもの心の平安を乱す危険を冒おかすことはない。

　美和は球体を落とした。

　球体は六〇〇〇キロメートル落下して地球の中心に到とう着ちやくした。

　球形の膜は広がり、全地球を覆おおい、ふたたび収しゆう斂れんし、もとの小さな球体に戻る。

　そして、重力の法則に逆らって、落下してきた道を逆にたどり、美和の懐ふところに返った。

　膜には情報が引っかかってくる。

　美和は全世界を検けん索さくしたのだ。

　かつてはこんなことをする必要はなかった。世界を把は握あくしたければもっと大っぴらに行うことができた。

　まったく狭せまい穴に潜もぐりこんだような窮きゆう屈くつさを感じる。だが、それももう少しの辛しん抱ぼうだ。

　球体が返ってきたことを感じた美和は、自らの力に課した制限を緩ゆるめた。
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　この瞬しゆん間かん、車内で適切な測定をすれば、物理法則が狂くるっていることがわかるだろう。もちろん、走っている車に観測機器を持ちこむような変わり者はいない。

　球体が具象化した。不可視であったものが質感を帯びたのだ。

　美和はそっと両手で球体を挟はさんだ。それには重みすらあった。世界中で起こったさまざまなことの重みだ。アフリカのとある国で密ひそかに進行するクーデター計画から、南米のある貧しい少女が隣となり村むらの青年に抱いだく恋こい心ごころまで、すべてがこの球体に詰つまっている。

　使いようによってはこれほど価値のあるものもない。情報を制するものが世界を制するという格言が正しいとするなら、世界はだれも気づかぬうちに法印美和に制されていた。

　短い時間のあいだにイフカが急成長できたのも、この力のおかげだ。

　もっとも、無数の情報から価値あるものを拾いあげるのは難しく、まだ美和にも使いこなせていなかった。多くの価値ある情報が、美和の目に触ふれることなく腐くさっていく。

　いくつかの事象を美和は頭に浮うかべた。

　それに反応した言こと霊だまが球の中に浮かぶ。水すい晶しように封ふうじこめられた雪の結けつ晶しようのようだ。

　本来、言霊に形はない。言霊が輝かがやく粒つぶの形をとるのは、美和の趣しゆ味みだった。

　球体の中に黒い輝きがひとつあった。

　美和は眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

　闇やみ色の言霊は悪あしき知らせだ。

　美和が球体を撫なでると、黒い粒が浮きあがってきた。

　美和の細い指が伸のび、黒い言霊に触れた。

　指から言霊の告げる凶きよう報ほうが、美和の心に流れこんでくる。

「失敗したな」美和は呟つぶやいた。

「だれがですか？」土谷が訊きいた。

「おまえたちのなかのひとたりだ」

「まさか伏雷丸が？」伏見の隠かくされた名を土谷は口にした。

　美和はうなずく。

　伏見が単独行動していたことをことさらに告げたわけではないが、ほかの七柱の従神たちも気づいていておかしくない。

「あいつはいったいなにをしていたのです？」

　土谷ははじめて興味をそそられたようだった。

　従神が別行動をとることは珍めずらしくない。なにしろ美和のすべきことは山ほどあり、全面的に信しん頼らいして仕事を任すことができるのは八柱の眷けん属ぞく以外にはいないのだ。

　だから、ほかの従神の姿がしばらく見えなかったとしても、いちいちその行動に興味を持ったりはしない。

　だが、失敗したというなら話は別だ。それはめったにあることではない。

「伏見はわたしに黙だまって出て行った。あの神を殺すためだとわかっていたから、呼び戻もどさなかったが」

「やはりあの神がらみですか」納なつ得とくしたように土谷はうなずいた。「それで、いかがなさいますか？」

「どうとは？」

「伏雷丸の後始末です」

「後始末をする必要があると思うなら、手の空いた者がいけばいい」もう美和には興味がなかった。伏雷丸たちにはそれなりの愛情を持っていたが、彼女は努めて感情を抑よく制せいしようとし、それに成功していたのだ。

　その指はすでにつぎの報しらせを貪むさぼっている。

「はあ。あのよろしければ、詳くわしいことをお教え願えませんか」

　美和は片かた眉まゆをあげると、黒い言霊を摘つまみあげ、土谷の後頭部に押しこんだ。
















　第四章　偽にせ女子高生の儀ぎ式しき







　隆生はベッドに横たわり、呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見あげていた。

　眠ねむったり、醒さめたりを繰くり返していたような気がする。これが夢なのか現実なのかも判然としない。ベッドに寝ねそべっているだけの夢などつまらない限りだが。

　どうも精神状態が普ふ通つうではない。なにもする気がしない。それほど勤勉なほうではなかったもののこれほどやる気が出ないのははじめてだ。

　ここ数日のことを考えてみる。

　すべてが夢のなかの出来事のようだった。

　将来について明確な展望があったわけではない。その日、その日を生き抜ぬくのに一いつ生しよう懸けん命めいだった。いつまでも退たい魔ま師しなんて我ながら胡う散さん臭くさい仕事をつづけられるとは思っていなかった。あくまで、家を出たとき、自分になにができるのかと考えて、選んだ職業にすぎない。ファースト・フード店のスタッフでも住み込みの新聞配達でもなかったのは、なにか面おも白しろいことに出会えるのではないか、と期待していたからだった。

　しかし、岩御座神社で起こったことどもは、いくらか面白すぎだ。

　それをいうなら、このグリーン・ハイツで起こったことだけでじゅうぶんだったような気がする。いまは恋こい人びとさえいないが、将来、孫ができても、話題には事欠かない。

　隆生は手を見た。

　人が死んだのだ。あるいは人ではなかったのかもしれないが、やはり人間としか思えない。

　この手でその屍しかばねを埋うめたのだった。

　寂さびしい山の奥の青あお臭くさい空気の匂においが、いまでも鼻を突つくようだ。

　手て頃ごろな大きさの倒とう木ぼくで墓標をたててやってから、どのくらい時間が経たったのだろう。

　窓から日が射さしている。

　すこし記き憶おくが混乱している。

「おまえ、そろそろ起きたらどうだい？」コンの声がした。「なにもすることがないなら、いつもの鍛たん錬れんをおしよ」

　窓と反対側のベッドサイドに幽ゆう霊れいたちの気配が充じゆう満まんしていた。

　見られていたことに気づいた隆生はむっとした。

　意識を集中してやる。たちまち、幽霊たちが具象化した。狭せまいところにぎゅうぎゅう詰づめだ。ちょっとした復ふく讐しゆうにはなった、と隆生はちっぽけな自己満足を得た。

「プライバシーって知っているか？」といってみる。

「なんだい、それ？」コンはきょとんとした。とぼけているのではなく、単語そのものを知らないようだ。

「とにかく放ほうっておいてくれ」隆生は幽霊たちに背を向けた。

「そういうわけにはいかないよ」コンは心配そうにいった。「いい若い者がごろごろしているんじゃないよ」

「ボーイ、人が死んだのにショックを受けたか？」たしか高寺とかいう新参の幽霊が揶や揄ゆする口調でいった。

　隆生は唸うなった。返事をする気力もない。

「まったく情けねぇなぁ、近ちか頃ごろの若い者は」聞こえよがしに幽霊の一体がいう。

「なんとでもいってくれ」ほんとうに心の底から情けなくなった。

「まあ、しょうがあるまい。最近はあまり人が死なない時代だ」べつの幽霊が取りなすようにいう。

「しかし、あいつはほんとうに人間だったのか？」

「おれたちのお仲間でなかったのはたしかだったな」
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「人間だったら、なぜ死んだのに幽霊にならないんだ」

「あの兄ちゃんは神だといっていたようだったが……、信じるか？」

「そんな馬ば鹿かな……。この科学万ばん能のうの世の中に……」

　幽霊たちはしだいに声を潜ひそめ、あの伏見という男の正体について話しはじめた。

　なにかに雰ふん囲い気きが似ているな、と隆生は思った。

　わかった。怪かい談だん話ばなしだ。

　幽霊たちが怪談話をしている、というきわめて珍めずらしいシチュエーションがこの部屋で繰り広げられているらしい。

　そもそもなぜ幽霊たちがまだここにいるのか、と隆生は考えた。

　幹芽山に放ってくればよかったのだ。そうすれば、すくなくともアルカディア不動産に依い頼らいされた仕事は片がついた。

「あんた、ほんとうにだいじょうぶかい……」コンが心こころ遣づかわしげにいう。

　おれは心配されているのか？──隆生はコンの顔を凝ぎよう視しした。

「やだね」コンは頰ほおを赤らめた。「そんなに見つめられちゃ、照れるじゃないか」

　おれは恩知らずなのかな、と隆生は反省した。

　幽霊たちにたすけられたのは事実だ。だが、なぜか感謝する気にはなれない。

　そもそもあの窮きゆう地ちに陥おちいったのは彼のせいではないのだ。といって、幽霊たちのせいでもないから、やはり感謝すべきなのだろうか。

　隆生も幽霊も等しく被ひ害がい者しやなのだ。

　加害者は……。

　ノックの音がした。

「菊名くん、起きていますか？」と加害者──すくなくとも隆生がそう目している人物──が入ってきた。

「起きていますよ」隆生は悪お寒かんがした。どうせろくでもない用事にちがいない。

「幹芽山で拾ってきた古銭を現在のお金に換かえてきました」

「はあ。それはよかったですね」隆生は口先だけでいい、一応の社交辞令として尋たずねてみた。「いくらぐらいになりました？」

「思ったよりは少なかったのですが、当面の資金としてはじゅうぶんでしょう。というわけで、出かける準備をしてください」

「今度はどこへ連れて行くつもりですか」警けい戒かい心しんを隠かくすつもりもなかった。窓に背をつけるようにして、滋也の視線から身を隠そうとする。

「すぐ近くですよ。アルカディア不動産です」隆生の態度に頓とん着ちやくするそぶりもなく、滋也は淡たん々たんとこたえた。「それに、ぼくは行きませんよ。話がややこしくなるだけですから」

「あたしらは憑ついていってもいいのかい？」期待のこもった口調で、コンが訊きいた。

「ぼくはかまいません」滋也は微笑ほほえんだ。

「おれはかまう！」隆生は即そく座ざにいった。

「ということですから、ご遠えん慮りよください。すぐ帰ってきますよ。お寂さびしいでしょうが……」

「おれの意志は？」隆生は口を挟はさんだ。彼が不動産屋へ行くことが前提であるかのように感じられたのだ。思い過ごしならいいのだが。

「行かないおつもりですか？」理り不ふ尽じんなことに、責めるような口ぶりだった。

「せめてなにをさせるつもりか先にいってください」

「部屋を借りに行くのです」と滋也。「場合によっては、家を買うかもしれません。資金以前に、手続きが面めん倒どうなので、できればしたくありませんが」

「なんのために？」隆生は啞あ然ぜんとした。

「結界を張るつもりです」

「なるほど」隆生はうなずいてみたが、じつのところなんのことだかさっぱりわからないことに気づいた。「結界って、ええと、なにをする結界です？」

「ぼくたちが神であるための結界です」

「なんだか、すごく取り返しのつかないことをさせられそうな気がするんですけど……」隆生は抗こう弁べんした。

「気のせいです」滋也は断言した。「しなければそれこそ取り返しがつきません」

「説明してください」

「時間がないのです。そのうち暇ひまを見て……」

「断ります」隆生はきっぱりと、「ちゃんと納なつ得とくがいかなければここから一歩も動くつもりはありません。わけもわからずに引っ張り回されるのはもうたくさんだ」

　滋也は無言で嘆なげかわしげに首を振ふった。

　むかつく。

「まあ、説明ならわたしらもききたいねぇ」とコン。

　気がつくとほかの幽ゆう霊れいたちもオカルト話をやめて、隆生と滋也の会話に耳を澄すましている。

「そうだな」と坊ぼう主ず頭あたまの幽霊が同意した。「結界なんてぇ、物ぶつ騒そうげなものを勝手に張られちゃたまったもんじゃねぇ。まさか、おれたちを祓はらうつもりじゃないだろうな」

「とんでもありませんよ」滋也は重々しくいった。「皆みなさんには協力していただかなければなりません。皆さんが常に顕けん現げんできる結界でもあるのです」

「冗じよう談だんじゃない！」隆生は叫さけんだ。「それじゃ、おれの仕事は失敗……」

　滋也と幽霊たちは冷たい眼まな差ざしを向けた。

「仕事熱心なのはけっこうなことです。人は働いてこそ、その価値があるというものです」と滋也。「しかし、生命いのちとどちらが大切ですか？」

「そりゃ、生命のほうが大事だけれど」隆生はしぶしぶ認めた。

「それとも、ここから逃にげ出すおつもりですか？」

「いい考えですね」隆生は挑ちよう発はつした。

「すこしもいい考えではありませんよ。きみは巻きこまれただけだと考えているでしょうが……」

「ちがうんですか!?」

「いえ、正しいのです。きみは巻きこまれただけです」

「あんたを殴なぐってやりたい」隆生は素す直なおな気持ちを口にした。

「しかし、きっかけはどうあろうと、もう降りることは許されません。ぼくが許しても、相手が許さない、と思います」

　思いますとは、滋也らしくもなく慎しん重ちようないいかただ。

「それじゃ、許されるかも……」

「賭かけてみますか？」滋也は邪じや気きのない笑え顔がおを見せた。「きみがぼくたちのそばから離はなれれば、安全かもしれません。それ以前に、彼らがぼくたちのことを忘れてくれるかもしれません。悲しむべきことに、ぼくらにはあのかたがなにをなさろうとしているのかはっきりわからないのです」

　拳こぶしじゃ足りないかな、と隆生は考え、愛用の木刀をどこにおいたのか、思い出そうとした。

　とりあえず暴力的な衝しよう動どうを抑おさえることにして、質問した。「あのかたっていうのは、名前を出すのも畏おそろしい神さまのことですか？」

「そうです。ぼくより強力な神など数えるほどしかいませんが、あのかたはそのなかの一柱であることは間ま違ちがいありません」

「わかりました」隆生は根負けした。「結界を張るのはいいです。その結界のなかでは滋也さんたちは神でいられる、ということですね」

「ええ」

「でも、その神さまが襲おそってきたら、どうしようもないんじゃないですか？」

「そうでもありません。一発勝負ならどう転ぶかわかりませんよ。それに、あのかたの眷けん属ぞくていどなら、蹴け散ちらしてみせます」とくに気負うふうでもなく、滋也はいった。「ですが、なにもしなければ、負けるのは確実です。負けた先になにが待っているかはわかりませんが」

「はあ……」その先になにが待っているかなど考えたくもなかった。

「それに、ぼくたちの力だけが発現する結界を張るつもりです。つまり、彼らは人のままで、ぼくらだけが神の力を得る。そうすれば勝ち目も増えるというものでしょう」

「うまくいくんですか」隆生は懐かい疑ぎ的な気分だった。

「まあ、いいじゃない」コンがぽんと手を打って、元気づけるような調子で、「なんとかならなけりゃ、おまえたちもあたしらの仲間に入ればいいだけなんだから。最初はいけ好かないと思ったけれど、おまえは意外といいやつだよ。虐いじめるつもりはもうないから、気楽にこっちへおいで」

「いや、遠えん慮りよしておく」隆生は力無く拒きよ絶ぜつした。

「それに、そんなに簡単なことではないのかもしれません」ぽつりと滋也がいった。

「どういうことです？」隆生は聞きとがめた。

「あのかたが出てきた以上、この世界の枠わく組ぐみをお変えになるつもりなのかもしれない、ということです」

「つまり、幽霊がいない世の中になるってことですか？」

「あのかたのお心次し第だいということになりますね」滋也はいった。「皆さん、協力してくださいますか」

　話が非現実で、隆生は頭がくらくらしてきた。ものを考えるのも億おつ劫くうだ。

「じゃあさ」コンが囁ささやくように滋也に尋たずねた。「おまえが勝ったらどうするつもりさ」

「ぼくはいまのこの世が気に入ってます。べつに変えるつもりはありませんよ」滋也は即そく答とうした。

「わかった。じゃあ、あたしはおまえにつく」コンは仲間たちにむかって、「おまえたちもそうだろう？」

「べつにだれがどうなろうがかまわねぇが」と坊主頭。「近所づきあいってこともあるからな。まあ、いいか」

「しかし、協力といってもなにをすればいいのだ？」と高寺。

「今はまだわかりませんが、ぼくの頼たのみ事ごとをなるべくきいてください。無理ならしかたがありません。あくまで戦うのはぼくです」

「曖あい昧まいだな。まあ、その都度、検討することにしよう」ソフト帽の幽ゆう霊れいがいった。

「それでじゅうぶんです。ありがとうございます」滋也は穏おだやかにいった。

「それで、結界の話に戻もどりますが」と隆生。「それを張れば、それで、やつらを迎むかえ撃うつことができるようになるんですね」

「そうです。なにしろ相手は武器を持ち出すようなかたがたですから。ぼくとしても、素す手ででは立ち向かえません」

　武器を持ち出さない相手なら素手でも戦えるのかよ、と隆生は疑問に感じた。滋也が殴なぐり合いの喧けん嘩かをしているところなど想像もできない。

　それにしても、神々の殴り合いか。どんなものになるのか想像もつかないが、グリーン・ハイツの悪評がさらに匂におい立ちそうな展開だった。

　しかし、たしかに生命には代かえられない。

「ひとつわからないことがあるんですが」隆生は切り出した。「結界を張るために部屋を借りる必要があるんですね」

「人目につかない場所ならよいのですが、あいにくここは町中です。部屋の中で儀ぎ式しきを執とり行うのがいちばんでしょう」

「結界を張るのは滋也さんですよね」

「きみがやってくれるのでしたら、喜んでお任せしますよ」

「いえ。できません」隆生は手を振ふった。結界などというものは彼のスタイルではない。この機会に憶おぼえることができれば、のちのち楽をできそうな気もするが。「つまり、なぜおれが不動産屋へ行かなくっちゃならないんですか？　滋也さんが行けばいいじゃないですか」

「きみをだしにするのが最善だからです」滋也はいった。「部屋をいくつか借りる適当な理由をでっちあげようとしたのですが、うまくいきません」

「書庫にするというのはどうです？」

「なんですって？」

「書庫ですよ」滋也の意表を突つけたらしいのが嬉うれしくて、隆生は勢いこんだ。「滋也さんの部屋って本が溢あふれかえっているじゃないですか。書庫をべつに借りてもどうということはないですよ」

「このアパートに空き部屋があるのに、わざわざ離はなれた場所にですか？　説得力がありませんよ」

「まあ、そうですね……」隆生は肩かたを落とした。「でも、おれをだしにするってどういうことです？」

「わかりきっているでしょう」滋也はいった。「ぼくがいきなり結界を張る、なんていったら馬ば鹿かみたいではありませんか。その点、きみなら……」

「最初から馬鹿みたいに見られてるっていうんですか？」隆生は拗すねた。

「いえ。職業的に許されるということです」宥なだめるように滋也はいった。

「しかし、どの部屋を借りればいいのか、わかりませんよ」隆生は抵てい抗こうした。

「簡単ですよ。お教えいたします。それはもう、猿さるでも記き憶おくできるほど簡単な条件を満たしていればいいのです」

「やっぱりだれか憑ついていったほうがいいみたいだねぇ」とコン。

「どういうことです？」滋也が片かた眉まゆをあげた。

「だって、こいつひとりじゃ頼たよりないよ」

「それも、そうですね」滋也はうなずいた。

　自分抜ぬきで打ち合わせが行われるのを、隆生はただ眺ながめていることしかできなかった。
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　アルカディア不動産には風本とその息むす子この大輔がいた。

　隆生のいきなりの訪問はふたりを驚おどろかせたようだった。

「どうしたんですか、菊名さん？　それと、ええとそちらのかたは？」風本が隆生の連れに探さぐるような視線を走らせた。

　隆生の連れは坊ぼう主ず頭あたまの男性で、羽織姿だ。古い邦ほう画がに出てくる金貸しのようだった。ご丁てい寧ねいに巾きん着ちやく袋ぶくろまで提さげている。

「ええと」隆生はこわばった笑えみを浮うかべつつ男を紹しよう介かいした。「おれの、いや、わたしの師し匠しようの清きよ河かわといいます」

「どうも、菊名がお世話になっております」男は頭を下げた。

　清河というのが本名かどうかは知らない。偽ぎ名めいを使う理由もないから、たぶん本名なのだろうが。

「なるほど。これは初めまして」

　風本は愛想よく挨あい拶さつをして、席を勧すすめた。

「それで、今日はどういったご用件で？」

「いやあ、こいつが泣きついてきよってですな」清河は笑顔でいった。「不本意ながら、わしのような年寄りが出張ってきた、とこういうわけですわ」

「お師匠さまとおっしゃると、やはりこっちのほうの？」大輔が声を潜ひそめ、神主が祓はらえ串ぐしを振る真ま似ねをした。

「そうですな。こいつにはほかに能がありませんのでな」

　清河が陽気にこたえるのを耳にして、隆生はあとで復ふく讐しゆうしてやろうと決意した。

「なるほど」風本は愛想笑いを張りつかせたままうなずいた。だが、その目には訝いぶかしげな光が宿っている。

「そういえば、ここ数日、菊名さんはアパートを離れておいでだったようですね」と大輔。

　監かん視しされているのかと思って、隆生はぎょっとした。

　しかし、大輔には他意がないらしい。ただ彼の仕事に対する興味があったので、それとなくようすをうかがっていたようだ。

　清河は馬鹿笑いした。「そうですな、ふたりでとある霊れい山ざんにこもっておりましてな、それでどうも、お宅のあの屋や敷しきに取り憑いている霊たちはかなり手て強ごわいらしいつうことがわかったんですわ」

「はあ、質たちが悪いですか」と風本。

「いやいや。質が悪いなどと無礼なことをおっしゃってはいけません」清河は真顔で、「なんと申しましょうか、あの屋敷にこもっているのはある種高貴な霊でしてな……」

　清河がペラペラとご託たくを並べているのを聞き流しながら隆生は思った──彼がグリーン・ハイツに巣くう霊の一体だと知ったら、風本たちはどんな反応を見せるだろう。

　いま、隆生は彼のことを強く意識している。従ってその姿はくっきりしていて、たぶん触さわれば手て応ごたえがあるだろう。

　じっさい、風本親子は清河のことを生きた人間と疑っていないようすだった。

「それで、結界を張ることにしましたんじゃ」清河は重々しく告げた。

「結界……ですか」風本は不ふ審しんげにいう。

　わけのわからない話を一方的に捲まくし立てられたときの典型的な反応だ。

「そうですな。それで、結界を張るためには場所が必要なんですわ」清河はうなずき、「あの屋敷から、そうですな、五〇〇メートルぐらい離れた部屋なり家なりを東西南北に一カ所ずつ用意する必要があるんですな。むろん、距きよ離りも方向もきっちりする必要はありません。時間も限られていることですし、適当な空き物件を紹介していただければ、それでよろしい」

「それはそれは」風本の目に浮かぶ猜さい疑ぎの色はますます深みを増した。「それで、その、物件の家賃もわたくしどもが負担しなければいけないのですかな」

「まあ、さよう、必要経費ということにしていただければいちばんなんですがな……」清河は探るように言葉を切った。

「いやまあ、その、なんです……」風本は言葉を濁にごした。その眼まな差ざしは完全に詐さ欺ぎ師しに対するものだ。「わたくしどももやはり商売なものですから、あまりひとつの物件に経費をかけるわけにはいかないということをご理解していただきたい、と……」

　清河は豪ごう快かいに笑った。「まあ、もとはといえば弟子の未熟が招いた事態。あまり厚かましいこともいっておられませんわな」

「いや、わたくしどもではよくわかりかねますが……」

「そこでですな」清河は懐ふところから札束を取り出し、テーブルの上に放ほうり出した。もちろん、隆生が苦労して幹芽山から掘ほり出してきた金だ。「賃料についてはこれでなんとかお願いしたいんですわ」

「いや、これは……」風本の口元に笑えみがこぼれた。だが、その目はまだ油断していない。「しかし、仕事の経費ですから、あとでお返ししなければならないのではありませんか」

「いえいえ。仕事を受けるまえにきちんと申し上げねばならなかったのに、こいつの見込みちがいでよけいなご負担をかけるのも申し訳ない。こいつは修行中の身ですからな。持ち出しになっても、いたしかたありますまい」

「そういうことでしたら」風本は息子にむかって、「物件のリストを持ってきてくれ」

「ただひとつ申し上げておきたい」

　清河がそういうと、風本はふたたび警けい戒かいしたようすを見せた。「なんでしょう？」

「まあ、事情が事情ですから、きちんとした契けい約やくは結べませんのじゃ。このとおり、それなりの金はお預けいたしますから、家賃などはここから入り用なだけとっていらっしゃればよろしい。なくなれば、またおっしゃってくれればよろしい。けれどですな、ややこしい手続きはなし、ということにしていただけませんかの」

「それは、どうでしょう」風本は困こん惑わくした。「大家さんとの関係もありますからね」

「あっ、いやいや」清河は手をふりつつ、「金はわしから出ますが、借りるのはあくまでこいつ、菊名が借りますのじゃ。なんかあったら、こいつを警察に突つき出すなりなんなりすればよろしい」
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　勝手なことばかりぬかしやがって──隆生は奥歯を食いしばった。

「いや、そんなことはないと存じますが」風本は安心したような態度で、「わかりました。そこら辺のことはなんとかしましょう」
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「どうだ。わしはうまくやったじゃろう」グリーン・ハイツの玄げん関かんを潜くぐるなり、清河と名乗っていた幽ゆう霊れいはいった。

「ああ。ありがとうよ」隆生は唸うなった。

「それじゃあな。あとはあんたがよろしくやれ」清河はすうっと天てん井じようへ消えていった。

　その足の裏を見送って、隆生は滋也を呼んだ。

「ご苦労様でした」滋也は隆生の労をねぎらった。

「まあ、おれはなにもしていませんけれどね」隆生はまだふてくされていた。

　じっさい、交こう渉しようしたのは清河で、隆生はその隣となりで馬ば鹿かみたいに笑っていただけだった。苦労はなかったかわり、自尊心はいたく傷ついた。

「それで、場所はちゃんと自分の目で見てきましたか？」

「ええ。ばっちりと」鉄筋モルタルアパートの二階の角部屋、いまにも崩くずれそうな平屋の一戸建て、築十年のマンションの五階、わりと新しいワンルーム。どの部屋も目に焼きついている。

「場所を教えてください」

　隆生は滋也に地図を差し出した。アルカディア不動産でもらったものだ。新しく提供された四カ所には印がついている。

　滋也はその四カ所を線で結んだ。フリーハンドにもかかわらず、定規をあてたようにきれいな直線だ。

　やや歪いびつな菱ひし形がたが地図上に浮うかびあがった。

「いいですか」と滋也はいいきかせるように、「このなかが結界の範はん囲いです。いいですね」

「ええ。わかりました」そこはかとない威い圧あつを感じつつ、隆生はうなずいた。滋也の態度は、隆生が結界の範囲を憶おぼえることがこの上もなく重要なのだといわんばかりだ。

「それでは、ぼくは儀ぎ式しきをしてきます」地図を返しながら滋也はいった。

「ええと、おれは行かなくていいんですね」

「来たいですか？」滋也は片かた眉まゆをあげた。

「いえ、べつに……」

「それはよかった。きみはここにいてください」

「なにか、やらせるつもりなんですか？」

「ええ。いちばん重要な祭さい祀しに参加してもらいます」

「面めん倒どうなことをさせるつもりなんですか？」また警けい戒かい心しんがむくむくとわきおこる。

「とんでもない。坐すわっていればいいですよ。祭祀は楓が執とり行いますから」

　つまりは、アルカディア不動産で過ごしたような時間をまた過ごせばいいわけだ。

「笑え顔がおは必要ですか？」と思わず訊きいた。

「なんです？」滋也は不思議そうな表情をした。

「いや、なんでもないです」隆生はうなだれた。

「すこし疲つかれているのではありませんか？」気き遣づかわしげに滋也はいった。

「そうかもしれません」隆生は否定しなかった。

　身体からだはまったく疲れていない。フル・マラソンができるほどだ。しかし、精神的に参りかけていた。その証しよう拠こに幽霊と不動産屋へ行くという異常な体験をしても、たいして驚おどろきがないのだ。感性が鈍にぶっているとしか思えない。

　楓が応接室で待っていることを告げると、滋也は出ていった。

　隆生は応接室へ行った。

　祭さい壇だんが設けられていた。祭壇の左右には瑞みず々みずしい榊さかきがたてられ、中央には古色蒼そう然ぜんとした鏡が置かれている。

　楓は祭壇のまえで正座していた。その隣には結宇もいる。ふたりとも巫み女こ装しよう束ぞくだ。

　部屋自体は洋風の造りなのに、祭壇のおかげで古代日本の空間が切り出され、そのまま時代を超こえて展示されているかのような雰ふん囲い気きがある。

　ゆいいつ、雰囲気を損そこなっているものがあるとすればそれは、結宇の膝ひざで口をもぐもぐさせている兎うさぎだった。

「本格的だな」隆生は呟つぶやいた。

　どんな儀式をするかわからないが、憶えておくべきだろう。そして、用済みになった祭器を譲ゆずり受けることができれば、あとではったりに使えるかもしれない。

　だが、なんとはなしに退たい魔ま師しという仕事はもうすることがないのではないかという気がした。すべてが終われば、バイトでもしながら大検を受験しようか、などと考える。

　すべて、とはなんなのか、隆生自身にもはっきりしなかったが。

「便利ね。お金出したら、どんな服でも手にはいるんだから」と楓。

「意外と決まっているね」そう口に出してから、「意外と」はよけいだったかな、と悔くやんだ。

「ありがと」しかし、楓は気にしたようすもなかった。

「きみもなにかするの？」と結宇に訊く。

「ええ。よくわからないんですけれど」結宇ははにかみながらこたえた。「とりあえず、ツユネブリを押さえていればいいみたいです」

　それはたいへんな仕事だな、と思いつつ、隆生は楓に尋たずねた。「それで、おれはなにをすればいいんだ？」

「その前に大事な話があるの」楓は真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてきた。

「なに？」隆生は楓と向き合って正座した。

「兄のことよ」

「滋也さんのこと？　ほんとうはお兄さんじゃない、とかいってなかったっけ？」

　もともと兄妹というには違い和わ感かんのあるふたりだった。だから、兄妹の振ふりをしていたといわれたときはすんなりそれを受け入れることができた。

「兄はそう思いこんでるわ」

「はあ」隆生は首をかしげ、声を低くした。「あの、滋也さんって、かわいそうな人なの？」

「本人はいたって幸せだと思う」楓はきっぱりといった。

「ええと、きみたちが神さまだというのも……？」

「兄の妄もう想そうよ」楓は断言した。

「そんな……、あんなにかっこいい人なのに……」結宇はショックを受けたようだった。

　隆生にとっても衝しよう撃げき的な事実である。だが、そうだとすると、いろんなことが納なつ得とくできる。納得できないことも数多く残るのだが。

「神さまでないにしろ、きみたちが平へい凡ぼんな人間とも思えない」

「そう。これだけは信じてほしいの。あたしたちの一族は代々、不思議な力を持っている。だから、神だというのもまったくの妄想というわけでもないのよ。じっさい、あたしたちの先祖はある地方で生き神さまとして崇あがめられていたというわ。でも、兄は神話上の神さまと自分たちをいっしょくたにしている。それはちょっとやりすぎ」

「ちょっと待って」隆生は混乱した。「ええと、きみ、いっぺん死んでから神さまになった、とかいってなかったっけ？」

「兄はそう信じているわ。だから、兄の前ではそういうことにしているの」

「じゃあ、見た目どおりの女子高生なんだ」

「学校には行っていないけれどね」

　隆生は深く同情した。普ふ通つうなら楽しい学園生活を送っている年とし頃ごろなのに。

　もっとも、隆生にしても楓に同情できるほどまともな生活を送ってきたわけではないが。

「それじゃあ、あの敵は？」

「あれもあたしたちの一族。遠い親しん戚せきよ。さっきもいったように、あたしたちの一族には特別な力を持った人間が少なくないんだけれど、その代わり、ちょっとアレな人間も多いの。あいつらはとくにぶっ飛んでいるみたい」

「はあ、なるほど」いろんな疑問が氷解していくように感じた。

　いや、それは正確ないいかたではない。

　ついさっきまで隆生はどこか遠い世界に飛ばされたように感じていたのだ。幽ゆう霊れいはいい。子どものころから親しんできた連中だ。彼らがいなければむしろ寂さびしく感じるだろう。だが、神々が自分と同じ大地を踏ふんで闊かつ歩ぽしているなど、とても信じられなかったのだ。まして同じ食しよく卓たくで食事をしているなど、受け入れられることではない。

　気づかないうちに世界の裏側に迷いこんでしまったような不安に、隆生は苛さいなまれていたのだ。

　その遠ざかっていた世界がふたたび身近になってきた。セピア色の風景に色が復活したような心持ちだ。

　ふいに頭痛がした。同時に「キャンプ」ということばが脳のう裏りに浮うかぶ。

　どうやら岩御座神社での体験が尾おを引いているらしい、と隆生は無理やり自分を納得させ、「それで、きみたちの不思議な力ってなに？」

「この身を憑より代しろとして神をおろすことよ」

「やっぱり神さまか」隆生は肩かたを落とした。

「わたしたちはそう呼んでいる。神ということばが気に入らないのなら、強力な心霊といってもいいわ」

「要するにイタコみたいな……」

「ちがうっ」侮ぶ辱じよくされたと感じたのか、楓の眉まゆが逆立った。

「ごめん。けれど、神をおろして、銃じゆう器きで武装した相手に勝てるのか？」

「勝てる」些いささかの迷いもなく、楓はいった。

　信じてみよう、と隆生は思った。相手が銃を持ち出したのは事実である。前回の敵はひとりだったから、幽霊たちの協力でなんとか勝てたが、つぎも単独で来てくれるとは限らない。もちろん、来ないならそれに越こしたことはないのだが。

　いや、たとえひとりでも携けい帯たいロケット砲ほうとか、時限爆ばく弾だんのような剣けん吞のんなものを使われると、防ぐ手だてがない。

「じゃあ、この儀ぎ式しきはほんとうは神をおろすためのものなのか」

「そうよ」

「それじゃあ、結界というのは？」

「ほら、地じ鎮ちん祭さいのときに四よ隅すみに棒をたてるでしょ。斎いみ竹だけっていうんだけど。あれみたいなもの」

「なんか、ありがたくないなぁ」

「兄なら、滔とう々とうと説明してくれるでしょうけれど。まあ、もうちょっと詳くわしくいうと、この場所を清めるの。兄のいう『結界』の中は清い場所なのよ。そこでなら、神は自由に動き回れる。このアパートに集つどう霊れいたちも、あんたの力を借りずに実体化できる」

「外をほっつき歩かないように念を押しておかなきゃな。それで、儀ぎ式しきはもう始めるわけ？」なんとなく落ち着かず、隆生はそわそわした。

「まだよ。四カ所に斎竹がたてられてからじゃないと意味がない」

「じゃあ、滋也さんが帰ってきてから？」

「いえ。場所が清められればわかる」楓はいった。「そのくらいの力はあるのよ。それより準備をしておかなきゃ。あんた、なにか楽器はできる？　なんだってかまわないけれど、笛か琴ことなら最高」

「楽器か……」隆生は腕うで組ぐみした。「いや、あんまり音楽方面は得意じゃなくて……」

「歌でもいいけれど……」そこでなにかを思い出したらしく、楓は眉根に皺しわを寄せた。「いや、いい。忘れて」

　隆生はプライドを傷つけられた。

「じゃあ、やっぱりあたしがやるんですかぁ」と結宇。

「お願い」

[image: ]

　結宇は懐ふところからリコーダーを取り出した。真新しい。たぶんこの儀式のために買ったのだろう。

「でも、音楽の授業でやったぐらいで、そんなにうまくないんですけど」

「かまわない。たぶん……」楓は言葉を濁にごした。

「おれの歌よりはましってことか」

「人間だれしも欠点はあるわ」楓は慰なぐさめた。

「ありがとうよ。それで、おれはなにをすればいいんだ？」

「べつに。そこで見守っていて」

「正座していなきゃいけないのかな」

　楓は呆あきれたような顔をして、「崩くずしていていいわよ。寝ねそべっていてもかまわない。でも、あたしから目を離はなさないで。そして、祭さい儀ぎのことだけを考えて。あたしに神が降りることを信じて」

「あ、ああ」いつになく真しん剣けんなようすの楓に、隆生はうなずくしかなかった。

　楓は目を閉じた。

　寝そべってもいいといわれても、できる雰ふん囲い気きではない。

　ツユネブリさえ、おとなしくしていた。

　数十分、静せい寂じやくが流れた。

　唐とう突とつに楓が目を開いた。

　それだけで空気が引き締しまる。

　隆生も思わず居住まいを正していた。

　たしかにこの少女はただの不登校高校生ではない。

「伊勢流古神道帰神法を始めます」楓は告げた。「この術により、わたしだけではなく、兄にもツユネブリにも神がおります」

「こいつにも？」隆生は疑いの目で兎うさぎを見た。

　だが、このところ普通の兎にしか見えないとはいえ、最初に出会ったころにはツユネブリは獣けもの離ばなれしていた。神の憑より代しろと思えば思えなくもない。

「信じられない？」と楓。

「いや。ありえるかもしれない」

「そう。よかった」楓は微笑ほほえみ、結宇に顔を向けた。「始めて」

「え、ええ」結宇は緊きん張ちようした面おも持もちでリコーダーを唇くちびるに押し当てた。

　すこし音程の狂くるった『夏は来ぬ』が奏かなでられる。

　楓はふたたび目を閉じた。両手を奇き妙みような形に組み合わせている。その姿は神こう々ごうしく、まさに古代の巫女みこさながら。

　ツユネブリが結宇の膝ひざを離れ、楓の横に坐すわった。

　結宇もなにかに取り憑つかれたように熱のこもった演奏をした。相変わらず音程はちょっと狂っているが。

　滋也たちが神というのは噓うそだった。しかし、神はたしかに存在する──隆生は確信しかけていた。




　　　　＊




　イフカ本社ビル最上階──。

　法印美和は業務報告を上の空できいていた。彼女はこの会社の最高責任者であるから、それなりの務めを果たさなければならないのだ。

　最初のころはこの仕事も目新しく、楽しんだものだった。とくにライバルを蹴け落おとすのは面おも白しろかった。彼女の知らなかった類たぐいの戦いかたであった。この会社を奪うばうのも暇ひまつぶしにはなった。

　だが、いまではすっかり飽あきていた。慣れてしまえば、実にくだらないことだった。多少の変化はあるが、それだけだ。

「それはどういうことだ」美和は報告を遮さえぎった。

「はい？」眠ねむ気けを誘さそう声で事業計画書を読みあげていた常務が顔をあげた。

「栃とち木ぎ支社の売り上げが前月に比べて二〇パーセント以上、落ちこんでいるではないか。その理由を訊きいている」

「はあ。そうなのですか」常務は穴があくほど、報告書を見つめた。だが、彼の求めている答えはなかった。「申し訳ありません。これについては早急に調査します」

「ここに来るまえに気づかなかったのか？」美和は冷ややかにいった。

　報告には注意力の一パーセントも割さいていなかったが、それでも並の人間が傾けい聴ちようしているよりも多くの情報を汲くみ取っていた。

「それは……」

「気づかなかったからこそ、そのようなお粗そ末まつな報告をのうのうとわたしの前で読めるわけだな」

「まことに申し訳ありません」常務は頭をさげた。

「無む駄だなことをしないでほしい。そんなことをしても、あなたへの印象は変わらない」

「それはまことに……」

「つづけなさい」

　常務は従うほかなかった。

　ふと、違い和わ感かんを感じた。違和感は西のほうからやってくる。

　法印美和は窓から夕日のほうを見やった。その眦まなじりが裂さける。

　いっしゅんののち、美和は笑い出したくなった──その手があったか。

　人間の癖くせにフィールドを発生させることのできる不快な存在のことを気にかけてはいた。その力が敵対する形で発現すると、計画に重大な狂いが生じかねない。

　だからこそ、重点的に探さぐっていたのだが、その結果は拍ひよう子し抜ぬけするようなものであった。

　その人間は頑がん固こすぎる。幼少時に刷り込まれた世界観をかたくなに信じていた。

　頑固であるからこそ、フィールドを発生させうるのだが、それゆえに美和の同類の存在を受け入れられないらしいのだ。

　だが、あの神は神らしからぬこせこせした手だてでその問題を解決しようとしている。

　美和は顔を引き締めた。笑っている場合ではない。

　問題が解決されてからでは遅おそいのだ。

　美和は自らの手足となって働く男たちのことを思い浮うかべた。

　いま使えるのは、黒磯、柝間、土谷の三人だ。

　伏見は土のなかで朽くちているし、他の四人にはそれぞれはずせない用事がある。呼び戻もどすことも可能だが、それには時間がかかる。

　美和はフィールドを張り、三人を召しよう還かんした。

　会長室の空気が揺ゆらぎ、特務社員たちの気配が濃のう密みつになった。

「どうなさいましたか」背後から無骨な黒磯の声がした。

「現実の表皮が裂かれようとしている」美和は伝えた。「あの神が自分に都合のよいフィールドを張ろうとしているのだ」

「いかがなさいます？」と黒磯。

「知れたこと。いまのうちに潰つぶせ」

「派手にやってかまいませんか」興奮を隠かくせぬ声で、土谷がいった。

「フィールドを張るわけにはいかぬ。わたしのフィールドはあの神にも力を与あたえてしまう。代わりに、人間どもの武器の使用を許可する。後のことは気にせず、全力でかかれ」美和は承しよう認にんを与えた。「しかし、無理をするな。先方にフィールドを張られてからでは、おまえたちでは歯が立たぬ。間に合わなければ、戻ってこい。そのときはわたしが改めて出向く」

「伏雷丸の仇あだはわれわれの手で討うちます」と土谷。「美和さまのお手を煩わずらわせるまでもありません」

「くだらないことを口走るな」美和は叱しかりとばした。「おまえたちは仇討ちに行くわけではない。わたしの計画の障害を排はい除じよしに行くのだ」

　しかし、土谷の気持ちは痛いほどにわかる。

　人間どもは美和とその眷けん属ぞくのことを冷れい徹てつだと誤解するだろう。だが、それは単に人の世には彼らの心を揺さぶるような出来事が乏とぼしいというだけのこと。じつのところ、感情の塊かたまりなのだ。

　いったん爆ばく発はつした感情を抑おさえられないことは、彼女たちの重大な欠点だった。

　伏見の受けた屈くつ辱じよくを晴らしてやりたいという気持ちは、美和のなかにもある。

　しかし、いまは欲望にとらわれている場合ではない。計画が完かん遂すいすれば、いくらでも欲望を満たすことができる。

「いいか。くれぐれも感情に心を支配されるな」美和はいいきかせた。

「了りよう解かいいたしました」と柝間。「しかし、この男はいかがいたしましょう」

　美和は振ふり返った。

　柝間の指の先には常務がいた。口をあんぐりと開けている。

　彼女は苦く笑しようした。突とつ発ぱつ事態は、彼女が彼に向けていた一パーセントの注意力さえ吹ふっ飛ばしていたのだ。そうと自覚がないまま感情に支配されていたのかもしれない。

　いずれにしろ、彼を下がらせて無駄な時間を費ついやすつもりはなかったが。

「その男はいくらでも換かえがきく」とのみ告げた。

　了解したしるしに、柝間がうなずき、右手で常務の頭を鷲わし摑づかみした。

　美和は視線を西の空へ戻した。

　人が死ぬのを見たくないというより、常務のことなど一いつ瞬しゆんで忘れてしまったのだ。

　美和には重大な仕事がある。三柱の刺し客かくのために道をつくってやらなければならない。人ひとりの生死になどかまっている場合ではない。

　イフカの本社ビルからグリーン・ハイツへ不可視の回かい廊ろうがかけられた。

　三秒ほど、悲鳴がきこえた。

　そのあとは、特務社員たちの気配も消える。

　美和は西の空を見つめつづけていた。その脳のう裏りには会社経営などという詰つまらぬことは欠片かけらも残っていない。

　人の目にはいつもと変わらぬ穏おだやかな夕暮れと映っただろう。

　だが、美和の目には、おどろおどろしい戦いの予兆を孕はらんで見えた。





「月と闇の戦記[image: 三]」につづく









　あとがき







　どうも一年のご無ぶ沙さ汰たでした。『月と闇の戦記』第二巻をお届けします。

　ようやく物語も動きだし……たかな？

　敵の目的はこの巻で見えてきたと思います。なぜそんなことをするのかは、まだ明らかにしておりませんが、そろそろカンのいい読者にはばれているかもしれません。

　さて、物書きにもいろいろタイプがありまして、始めから終わりまできっちりビジョンを持ってから書きはじめる人もいれば、後先考えずに走り出す人もいます。

　わたしは前者のようなタイプになりたいとデビュー以来ずっと思っているのですが、残念ながら後者のタイプです。タイプを変えるべく努力はしてきましたが、近ちか頃ごろでは、こういうことは先天的に決まっているのではないか、と絶望的な気分に襲おそわれています。

　もっとも、たいてい結末は決まっているのですね。しかし、途と中ちゆうの道筋がぴしっと決まっているということはまず経験ありません。あっちへふらふら、こっちへふらふらと道を誤り、ハンドルをとられながら目的地への道筋をたどっていくのです。

　この物語の結末も決まっています。その目的地は目視できるところまで来ました。といっても、まだ地平線の彼方かなたに蜃しん気き楼ろうのように浮うかびあがっているぐらいのものですが。

　それでも、道程の半分ぐらいをこなした、という実感があります。

　ここまで来て、じつはある誘ゆう惑わくに駆かられています。

　最近のトレンドがどうだか知りませんが、わたしが子どもだった太古の時代、特とく撮さつヒーロー物といえば、たいてい毎週一人ずつ怪かい人じんが悪の組織から派は遣けんされてきて、ヒーローと戦い、倒たおされたものでした。

　この手のドラマツルギーをひそかに軽けい蔑べつしていたのですが、いまはやってみたいような気もします。

　毎回一人ずつイフカから特務社員がやってきて、隆生たちと戦い、倒されていく……。

　やりたいような、やるとなにかが終わってしまうような、でもやっぱりやりたいような。

　この誘惑との戦いの結末は続刊にて。

　そうそう、この作品がドラマＣＤになります（一二月二一日発売）。

　ＣＤも小説もよろしくおつきあいください。




　　平成一四年一〇月某日


森岡　浩之　　






※ＣＤは２０１４年８月現在の情報になります。
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